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ごあいさつ 

 
                    沖縄県ＮＩＥ推進協議会会長 

 仲村 守和 

本協議会は平成１２年（２０００年）に設立され今年で２２年目を迎えました。本会は「教

育界と新聞界が協力し、新聞教材の開発、活用の研究と普及を通して、児童生徒の情報活用能

力の育成を図ること」を目的として、ＮＩＥ（Ｎewspaper ｉn Ｅducation）活動を推進して
きました。協議会の事務局を沖縄タイムス社、琉球新報社が担い、合計１０社の新聞社が加盟

し、２０１８年度からは幹事に県立学校教育課、義務教育課の指導主事が加わるなど協議会組

織の強化が図られています。 

昨今、ＮＩＥ活動への県民の理解が深まって参りました。これもひとえに県教育委員会はじ

め市町村教育委員会や学校、ＰＴＡ、地域そして加盟各社等のご理解とご協力によるものであ

ります。現在、多くの学校で新聞をツールとした教育実践が推進されています。１１月の糸満

中学校（大城直之校長）における「沖縄県 NIE実践フォーラム」は糸満市教育委員会（幸地政
行教育長）の全面的な協力のもとコロナ感染対策に万全を期し開催されました。また、西原町

教育委員会(新島悟教育長）は町として実践校を引き受けられ町内の３校を実践校に指定されま

した。このように市町村教育委員会が NIE活動の教育的意義を確認しバックアップされている
ことに対し敬意と感謝を表します。こうした市町村教育委員会の取り組みが参考事例として本

県の NIE活動の活性化や普及・発展に大いに寄与するものと期待しております。 

さて、新学習要領における児童生徒の「主体的、対話的で深い学び」を育成するには NIE
活動が有効であると考えます。つまり児童生徒が「主体的、能動的」に参加する授業づくりに

は「生きた教材」といわれる「新聞」を授業に積極的に取り入れることが肝要かと思います。

新学習指導要領では「新聞活用」が全ての校種で指導すべき内容として位置づけられているこ

とからも不断の研究が求められています。 

この度、本年度の実践指定校の実践概要が本冊子にまとめられました。実践指定校では、コ

ロナ禍で授業研究が困難の中、積極的に授業実践を継続しました。そこには「新聞」を有効に

活用し、楽しく有意義な授業の構築が図られ、子どもたちの生き生きとした活動の様子が報告

されています。NIE活動を通して、児童生徒の思考力や判断力、表現力等が培われていること
は、NIEの教育的手法が児童生徒の課題解決能力の育成に大きな効果があることを実証してい
ます。つまり、児童生徒が「自ら学び、考えて行動する『生きる力』の育成」が期待できます。 

本報告書のねらいは指定校の実践を各学校で共有化することにあります。学習教材としての

新聞活用や新聞づくりなど NIEの教育的手法を取り入れ、児童生徒の読解力や表現力、社会性
等を培っていく授業実践のためにも NIE活動を各学校で推進していただきたいと思います。 

結びに、NIE活動の実践事例としての本報告書が県内の学校や家庭、地域社会など多くの機
関で活用され本県の有為な人材育成の一助になれば幸甚に存じます。 
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久米島町立久米島小学校 

教諭 菅間 伸也 

 

１ はじめに 

 本校は、人口8000人弱の久米島町内にあり、在籍児童数は60名前後の小規模校である。ま

た、各学年もクラス替えは無く、転出入を除けば、入学から卒業まで同じメンバーで6年間

を過ごす。そのため、阿吽の呼吸のような、すべてを語らずともなんとなく伝えたいことが

理解できるような環境にあり、他者に自分の意図を適切に伝えるという経験が乏しく、場面

に応じた言葉を知らないため、伝えたいけれどうまく伝えられないという児童が少なくな

い。国語科の単元テストや県の諸調査においても、文章の読み取りの問題等において正答率

が低く、本校の課題となっている。そのため、今年度は、「新聞を活用した社会的事象への

関心を高め、学習したことや資料を根拠として自分の考えを文章で書き表す事ができるよう

にする」ことをテーマに取り組んだ。また、今年度より日本新聞協会指定NIE実践校となっ

た。以下は６学年を中心に新聞を活用した教育実践に取り組んだ内容になる。 

 

 

２ 校内研究との関わり 

 今年度の本校の校内研究は、「互いに伝え合い、深い学びを追求する児童の育成〜各教

科・領域における、よりよく考え“自分力”を発揮できる実践を通して〜」である。副題に

ある“自分力”とは、「自己の持てる力を遺憾なく発揮する力」と定義づけた。児童が“自

分力”を発揮できる姿とは、自分の考えを表出したり、得意を生かして本領を発揮したり、

また、苦手なことにも挑戦し、わからないことは素直に認め学ぼうとする主体的な姿であ

る。1 

 そこで、自分たちが学習したことを表出したり、日頃の授業と日常生活を関連付けながら

学習を進め、深い学びを追求するために、新聞を活用した実践に取り組んだ。 

 

 

３ 本校の取り組み 

（１）NIEノートの活用 

  ①個人のNIEノート 

  NIEノートとは、児童自身が興味のある新聞記     

事を選び、その記事に対する感想や疑問点などを  

整理するノートである。本学級は、日頃の授業や 

県到達度調査などの諸調査等からも、主語と述語 

の関係性や〇〇字以内に要約することが苦手な児 

童が多く在籍していることがわかった。そのため、N 

IEノートでは、「５W1Hをはっきりさせる。」「② 

その記事に対する自分の考えや疑問に思ったこ 

 
1 久米島町立久米島小学校 令和３年度校内研究概要より 
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（３）コンクールへの出展 

①いっしょに読もう！新聞コンクール 

 6年生１１名中９名が夏休みの宿題として取

り組み、学校奨励賞を受賞した。 

 

②新聞スクラップコンテスト 

 優秀賞（１名） 

  

③琉球新報学校新聞コンクール 

 金賞１名 銀賞３名 銅賞４名   

  計８名（１１名中） 

 

 

（４）理想教育財団によるはがき新聞の活用 

  今年度、NIEのねらいとして、「①社会的事象への   

感心を高める」「②学習したことや資料を根拠として 

自分の考えを文章で書き表す事ができるようにす 

る」ことの２点をあげた。そのうち「②学習したこ 

とや資料を根拠として自分の考えを文章で書き表す事 

ができるようにする」では、理想教育財団のはがき 

新聞を活用した。 

右の資料①では、国語科の小単元である季節の言葉 

を用いて俳句や短歌を創作する学習で用いたものであ 

る 。児童が考えた俳句や短歌に加えて、そのときの 

情景等を文章と絵で表している。 

  また、資料②では、社会科等で活用してきたはがき   

新聞の様子である。（資料は、冬休みの宿題にだし 

た、おすすめする本の紹介） 

  はがき新聞を多く活用した社会科では、  

単元の最初に設定する「単元のめあて」  

をもとに学習を進めた。そのめあてに対 

する児童の一人一人が単元を通してわか 

ったことや感じたことを書かせ、１枚の 

はがき新聞にまとめさせ、専用のポケッ 

トに入れさせた。授業の時間内で終わら 

せることもでき、かつ、少ない文字数で 

うまくまとめるため、要約する力を身に 

つけさせることもできた。 

資料① 

資料② 

とを書く」ということを行ってきた。 

まず、「①５W1Hをはっきりさせる」については 

記事の中から、誰が(who)、何を(what)、いつ(whe 

n)、どこで(where)、なぜ(why)、どのように(ho 

w),を見つけ、記事を要約させた。それを踏まえて 

「②その記事に対する自分の考えや疑問に思った 

ことを書く」ことで、社会的事象を批判的に考察 

し、情報過多な現代社会の中においても、多面 

的・多角的に考察する力が養われると考える。 

 

 

②NIEリレーノート 

NIEリレーノートとは、1冊のNIEノートをリレー形式で回し、前日の友達のページを読

んで、それに対するコメントを入れる。そして、次のページに個人のNIEノートと同様に

書く。これを繰り返し実施する。このNIEノートのねらいとしては、自分の考えと比較し

ながら友達の考えを読むことで、多面的・多角的な思考を促すことである。右の資料が実

際のNIEリレーノートである。友達の意見の良いところにも着目して読むことができ、単

に新聞の記事の内容だけでなく、友達の考えを読むことができる利点があると考える。 

また、次の人に回す際には、その人が興味がありそうな記事を選んでNIEノートに貼り

付けてから渡すというシステムでやっているので、自分の興味のある記事以外にも触れる

ことができる。 

 

  

 （２）校内に新聞記事コーナーの設置 

   校内の掲示板に沖縄タイムスのワラビー   

に掲載されている、新聞クイズを掲示して 

いる。そして、全校で取り組むことができ 

るように、図書館教育主任がまとめたA4サ 

イズのプリントに、希望する児童がクイズ 

に取り組んでいた。その結果を貼り出すな 

ど、児童の新聞への興味関心を高めてき 

た。このクイズに取り組む中で、わからな 

い言葉やクイズについてタブレットを使っ 

て調べる児童もいた。また、家族に話を聞 

くなど、家庭内で新聞を通してコミュニケーションを取る姿も見られるなど、様々な良

い影響が出てきている。 
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②速さの学習 

   右の資料は台湾の軍艦の時速と、台湾  

と与那国島までの距離からかかる時間 

を求める問題を作成したものである。 

内容は「時速74kmですすむ軍艦があり 

ます。台湾から与那国島まで108km離れ 

ています。この船では何時間かかりま 

すか？答えを少数第1位まで求めなさ 

い」である。 

   この問題では、速さだけでなく、概数 

の学習も取り入れている。 

   また、この記事には中国と台湾の関係 

性も記載されており、現在の社会情勢を知ることもできる。 

   このように、問題を作る際に、問題の意図を伝わりやすくするための文章を構成する力 

や社会的事象へについての知識の習得など、教科横断的な学習を進めることができた。 

 

４ 成果と課題 

（１）成果 

   ○新聞の書かれている内容を理解し、それを踏まえて自分の考えをきちんと書けるよう 

になった。下の資料は同一児童の6月（NIE実践を始めた頃）と10月のNIEノートであ

る。書く量が増えており、かつ10月では、自分で興味を持ったことや疑問に思ったこ

とをインターネットを使って調べるなど、主体的に取り組んでいることがうかがえ

る。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（５）算数科での問題作成 

 算数科で学習する内容と日常  

生活を結びつけさせること 

で、児童が主体的に学習に取 

り組みやすくなるのではない 

かと考え、新聞を活用した算 

数の問題作りに取り組んだ。 

６学年では、算数の最終単元 

において、６年パスポート 

（啓林館）という単元があ 

り、総復習する内容で構成さ 

れている。そこで、これまで 

学習した内容をふり返りなが 

ら、自分たちで問題を作成さ 

せた。 

 

 

①割合の学習 

   右の資料は、アメリカのNIKEの純利益が 

上がったという記事である。この記事を使 

い、割合の問題を作成したものである。内 

容は「アメリカのNIKEの会社（の売り上 

げ）が23％増、1ドル＝115円です。これを 

日本円に戻して、23％増える前の金額を求 

めましょう」である。このように、割合の 

問題を作るだけでなく、「純利益」という 

言葉の意味を辞書で調べたり、為替のレー 

トをタブレットを用いて調べるなど、1つの 

記事から、様々な学習をし、それを基に問題を作成している。この問題を作成した児童 

は、決して学力が高い児童ではなく、支援員のサポートを受けながら学習を進める児童で 

あるが、自分の興味のあるスポーツの記事を 

選ぶことで、主体的に学習を進める様子が見 

られた。 
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．． ＜＜校校長長作作成成＞＞

年年度度 坂坂田田小小学学校校 実実践践報報告告

１１ ＮＮＩＩＥＥ実実践践指指定定校校（（日日本本新新聞聞協協会会））ととししてて
坂坂田田小小学学校校でではは、、「「ククリリエエィィテティィブブ・・主主体体性性」」ののああるる子子、、自自らら動動けけるる子子のの育育成成をを目目指指しし、、「「表表現現」」にに

繋繋げげるる「「読読みみ」」のの工工夫夫をを行行っってていいるる。。「「読読むむ」」「「聞聞くく」」ここととをを通通しし、、相相手手にに伝伝ええるる「「言言葉葉」」、、相相手手のの立立

場場ににななっったた、、思思いいややるる「「言言葉葉」」をを育育てて、、「「表表現現」」「「活活動動」」ががででききるる子子へへとと繋繋げげてていいききたたいいとと考考ええてていいるる。。

ままたた、、「「書書くく」」事事にに時時間間をを要要すするる子子やや、、自自分分ななりりのの対対話話「「理理由由・・根根拠拠・・構構成成・・不不思思議議・・気気にに入入るる・・ももしし

もも等等々々」」をを持持つつここととにに戸戸惑惑うう子子へへのの支支援援もも実実践践ししてていいるる。。校校内内研研究究のの場場をを主主にに、、上上記記のの「「根根拠拠」」等等ををキキ

ーーワワーードドととししたた国国語語「「説説明明文文」」のの研研究究をを進進めめてていいるる。。

ＮＮＩＩＥＥととししててはは、、「「読読みみ」」「「書書きき」」「「表表現現」」にに繋繋ががるる環環境境づづくくりりをを行行っってていいるる。。ささららにに隣隣校校小小中中学学校校

がが同同時時にに実実践践指指定定校校にに取取りり組組みみ、、小小中中・・地地域域がが連連携携ししたた実実践践をを行行っってていいるる。。

＜ 年 具体的な実践内容＞

① 図書館に新聞コーナーを設置した。新聞記事を読み取る環境ができた。新聞を掲示できる掲示板

の寄贈を活かし、写真新聞コーナーも設置した。

② 職員を対象に、 アドバイザー・西原町指導主事甲斐崇先生による 研修会を実施した。先生

方は、新聞活用の手立てや「見出し 文字」の文字表現効果を学ぶことができた。

③ 児童会を中心に「りゅうＰＯＮ！ジュニア通信員」として学校紹介を行った。タブレットを活用

し、読み手に伝わる言葉の工夫（キーワードとなる言葉の選び方）や、まとまりと「小見出し」

の整合性、４つのまとまりの構成（順序など）効果等を学ぶことができた。

坂田小学校児童が進学する西原中学校もジュニア通信員として学校紹介を行った。コロナ禍のた

め、それぞれの通信員が対面交流することはできなかったが、新聞を活かして学校の様子を紹介

することができた。 ４年度もジュニア通信員を実践する予定である。

④ 「第１２回いっしょに読もう！新聞コンクール」へ参加した。３～６学年へ呼びかけ、記事を読

み「選んだ理由、自分なりの考え」等を表現することができた。

⑤ ５学年を中心に新教科書題材の中から「環境・ＳＤＧｓ」に関わる記事に触れる機会を設けた。

⑥ 総合的な学習では、６学年を中心に「キャリア・平和」等に関わる記事に触れる機会を設けた。

⑦ 児童・先生の中には、主体的に新聞投稿へチャレンジし「表現・伝える」機会を作っていた。

⑧ ２月、５学年では、新聞記者による講話を予定している。

⑨ 琉球新報検索システム利用申請をする。＜接続不可 月 日現在＞

＜ ４年 具体的な実践内容予定＞

① 坂田小学校・西原中学校ジュニア通信員を継続実践する。

② 「第１３回いっしょに読もう！新聞コンクール」へ参加する。

③ ７月、西原町小中連携授業研究会 授業（校内研） 中学年部か高学年部

＜低中高学年部に分かれ授業公開を行う。各部会でグループワークと振り返りを行う。＞

④ 琉球新報検索システム利用申請を継続する。

２２ ＮＮＩＩＥＥ実実践践指指定定校校（（日日本本新新聞聞協協会会））主主なな実実践践写写真真

①① ６６月月 日日 職職員員へへ紹紹介介 ②② そそのの後後、、児児童童ののススククララッッププ

町町教教委委指指導導主主事事 甲甲斐斐 崇崇 新新聞聞をを読読みみ取取りり 気気づづききをを書書くく

○下の2つも同一児童のNIEノートである。左は国頭の大国林道の落書きに関する記事、

右は辺戸名の壁に描かれたアートに関する記事である。この2つは同じように壁に書か

れているのに、描く人や意義などの違いによって、記事の内容も周りの反応も違うこと

についての感想を書いていた。このように、物事を比較しながら多面的に読み取る力も

ついてきた。 
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 （２）課題 

 ●NIEを正規の授業時間で取り組むことが難しく、宿題やすき間の時間での取り組みしか

できず、時間の確保が必要である。 

 ●支援を要する児童は、まず、新聞に書かれている事を理解することが難しく、内容を理

解しながら読むのではなく、ただ読んでいるという状態になる事もあった。 

 ●いっしょに読もう！新聞コンクールでは、保護者の意見を書く欄が設けられているが、

家庭によっては、協力が得られず、全員でコンクールに出品することが難しかった。 
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⑤ のの広広ががりりとと深深ままりり

３ 沖縄タイムス掲載 ． （日）

Ｒ３ 西原中学校生徒の読み聞かせ 坂田小学校にて 年 宮里秀太郎学級 ３３回目投稿掲載

読み聞かせ後の質問タイムで対話する。

 

Ｒ３ ． 琉球新報

児童作文 について 

 
Ｒ３ ６学年 読み取り考える様子が伝わる。 平和新聞 

③③ 図図書書館館のの環環境境づづくくりり

Ｒ１ 手作り新聞台（寄贈）新聞を調べる Ｒ３ ＮＩＥ実践指定校（日本新聞協会）

⓸⓸ のの「「読読みみ」」「「書書きき」」「「表表現現」」実実践践

５年「ＳＤＧｓ海洋汚染の」記事を選んだ理由と考えを書く

Ｒ３ 第１２回いっしょに読もう！

新聞コンクール「学校奨励賞」

３ 児童会・ジュニア通信員作成 坂田小紹介 ３ ５年新聞スクラップ

文章吟味と構成を新報担当と対話する。 理由・考えたことを表現する。
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１．はじめに 

 本校は、海と山に囲まれた自然豊かな石垣島の富野集落にある極小規模の小中併置校である。小学部

には 1年生 2名、2年生 1名、3年生 1名、4年生 2名、5年生 1名、6年生 2名の計 9名が在籍してい

る。児童の実態として、長文を読むことに苦手意識を持っている児童や自分の考えを書くことに苦手意

識を持っている児童が多い。そこで、教科書だけでなく日常的に文に触れる機会が必要であると考え、新

聞を活用することにした。小学部の先生方に協力、工夫してもらいながら 1 年間取り組んだ実践内容に

ついて、以下で紹介する。 

 

２．日常的な取組 

 ①NIEコーナーの設置 

 いつでも新聞を読むことができるように、学校司書に協力してもらい図 

書館に NIEコーナーを設置した。最初は、数社の新聞をならべて掲示した 

ので手にとる児童はいなかった。そこで、毎日の記事の中から児童が興味 

を抱きやすいような記事を選んで掲示した。すると、立ち止まって新聞を 

手にとり、めくって読む児童が増えた。また、図書館では実践期間中、新 

聞を保管し、いつでも読める環境を整えた。 

 

 ②NIEタイム 

 朝の帯タイムに気に入った記事を切り取らせ、記事についてわかったことや思ったことをスクラップ

集にまとめる取組を行った。低学年は読めない漢字が多いので、子供新聞を活用したり、児童が選んだ新

聞記事を教師が読んであげたりした。また、新聞を読んだり、スクラップにまとめたりする際には、５W

１Hを意識させた。NIEタイムで児童が選ぶ記事は、自分の興味のあるものや野鳥や恐竜、スポーツに関

する記事が多かった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

2021年 NIE 実践報告 

NIE実践指定校 1年間の取組 

 
                                    石垣市立富野小学校  渡嘉敷 勤子 

 

 

Ｒ３ 児童会編集号（２回目）学校便り裏面。  Ｒ３ 児童会編集号（３回目）学校便り裏面。 
５学年 SDGｓ作品を編集する。 1 月２９日現在 作成中。 
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３．各学年での取組 

（１）全学年（１～6年） 

 全学年で朝の帯タイムにスクラップノート作りに取り組むことにした。スクラップノート作りを始め

るにあたり、新聞記事を使って５W1Hを確認させ、記事の要点を読みとらせる学習をした。この取組をし

たことで、児童たちもどのように記事を読めばいいのかコツをつかんだようで、スクラップノート作り

に取り組みやすくなった。また、２学期末には児童 1人 1人にこれまでの成長を振り返らせ「成長新聞」

としてまとめる取組を行った。友達にも自分の良さや成長をたくさん見つけてもらい、「成長新聞」に盛

り込んだ。 

 

  

 

 

 

 

 

 

（２）1・２年生 

 音楽の授業で、「音作り」を行った。「新聞でどんな音ができるかな」をめあてにして、新聞をこすり合

わせたり、丸めたり、楽器をつくったりしていろいろな音を出して楽しんだ。想像力が広がり、友達同士

で発表し合い自己表現力を磨くことができた。 

 

  

 

 

 

（３）３年生（特別支援学級） 

 国語の授業で新聞の気になる写真を選び、表情からどんな言葉を言っているか想像して書くという学

習を行った。文字だけだと気持ちを考えたり、想像したりすることを苦手としている児童がいるため、新

聞の写真を活用して想像しやすいようにした。その後、写真を見て言葉を連想し、教師と記事について内

容を確認した。児童の実態から新聞の文字だけではなく、写真を中心に想像することで意欲的に学習に

取り組むことができた。 

 

 

 

 

（児童の感想） 

「ふきだしを考えるの

は楽しかったです。また

やりたいです。」 

友達にみつけ 

もらった  

イイトロコ☆ 

（４）４年生 

 国語や社会の学習で地域の記事を使って考察する活動 

や、学習のまとめとして新聞づくりを行った。社会科は 

地域学習が主であり、コロナの影響で祭りなどが縮小さ 

れているため、過去の新聞記事を読んだり写真を見たり 

することで雰囲気をつかむことができた。 

 

（５）５年生 

 国語の学習で記事の読み比べや学習のまとめとして新聞作りを行った。新聞の読み比べでは、同じ出

来事でも新聞社によって重要度や見出し、記事の量が違うことに気づくことができた。理科の学習では

新聞の数日間の天気予報図から天気を予想した。数日間の天気の変化から必要な情報を読み取り、時系

列に並べて結果をまとめることができた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

（６）6年生 

 道徳の学習では、ワンガリ・マータイさんの「もったいない」の記事から日 

本の食品ロスの現状を知り、食品ロスを減らすために自分にどのような取組が 

できるのかを考える学習を行った。また、各教科で学習のまとめとして新聞作 

りに取り組んだ。自分で調べたことを相手に伝わるようにまとめることができ 

るようになってきた。 

 

４．成果と課題 

（１）成果 

 ・新聞への興味・関心を高めることができ、新たな知識を得ることができた。 

 ・記事を読んで必要な情報を読み取ることができるようになってきた。 

 ・地方紙だけでなく全国紙を読むことで興味の幅が広がった。 

 ・記事を読むのが難しい子もいるが、言葉の意味などを調べるなど学習に広がりが出てきた。 

（２）課題 

 ・児童の実態に合わせてこども新聞を多く活用できたらよかった。 

 ・スクラップノートづくりでは興味のある記事に偏りがあった。 

 ・授業で多くの新聞を活用できるように日頃から記事をスクラップしておくべきだった。 

 ・もっと新聞教材の活用の仕方を工夫できたらよかった。 

（児童の感想） 
同じような記事でも見出し
や写真で伝えたい内容が変
わることが分かりました。 
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『『確確かかなな学学力力をを身身ににつつけけ，，主主体体的的にに学学びび合合いい高高めめ合合うう生生徒徒のの育育成成』』

～～ＮＮＩＩＥＥのの視視点点をを取取りり入入れれたた授授業業改改善善をを通通ししてて～～

糸満市立糸満中学校

校長 大城 直之

教諭 新垣 孝子

１ はじめに
本校は，平成２９年度よりＮＩＥ実践指定校として授業改善につなげる実践に取り組んで

いる。今年度日本新聞協会のＮＩＥ推進協議会指定実践校として 年目を迎える。

校内研修で各教科において、ＮＩＥの手法や新聞を活用しながら授業改善に取り組み，その

他にも「海洋教育パイオニアスクール」「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ 」などに

も取り組んでいる。

本校の校内研究の主題である『確かな学力を身に付け，主体的に学び合い高め合う生徒の育

成』を目指した授業改善の中から新聞を活用した の取り組みを紹介する。

２ 取り組み内容
今年度は、県内外の新聞が学校に提供されたことで、各月ごとのローテーションで新聞

を各新聞社の記事を閲覧させ多くの時事問題を

検分することができた。また多くの職員が特色を

生かした新聞の活用が見られた。

① 正面玄関や各学年フロアーに コーナー

を設置し、本校生徒の活動やその他関連新聞

や情報を紹介。

各学年特色ある閲覧コ

ーナーを作る。

糸満中学校の記事が掲

載されると正面玄関の

掲示板に掲載する。

学期は

「 フォーラム」や

「租税教育推進で感謝

状」、「第 回ちゅらう

ちなー草の根平和貢献

賞」の記事を掲示。生

徒の活動が評価されて

いる。
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ＮＩＥフォーラムに向けて

① 周知・確認・情報提供

月の校内研修にて昨年度の の研究に於いての成果と課題を報告し，今年度は の

つの能力などを具体的に確認し，各教科・領域における「 」（教育に新聞を）の視点を

取り入れた授業改善の充実を図ることを確認し，教科で指導案を検討し，全職員 回公開授

業に挑戦することを確認した。また，校外研修（ 研修主催 推進事務局等）の研修報

告を校内研修たよりで職員への周知，情報提供を行った。

【 身につく つの能力】 【校内研修の様子】

【研修の報告の校内研修たより】

【身に付く５つの能力】
・読解力：読んで解釈する力
・思考力：思い考える力
・活用力：学習や生活に活かす力
・コミュニケーション能力：伝え合う力
・自己学習力：自ら学び続ける力・

主体的に学ぶ力

② 玄関前のメッセージボードでの活用

生徒指導主任 玉城昇太教諭による、新聞記事を活用した全生徒に向けた、メッセージ

生徒はメッセージボードを読むために足を止める生徒が増えました。

【メッセージボード 抜粋】

③ ２学年全員にて一緒に読もう新聞コンクール

への出品 校内提出者 名 出品 名

④ 社会科新聞コンクールへの出品

沖縄県中学校社会科教育研究会長賞

２年 崎山 陽愛 さん （県中文祭に展示）

金賞 名 銀賞 名 銅賞 名

⑤ りゅう ！題字コンテストに出品

美術の授業で「りゅう ！」題字コンテストの作品づくりの取り組み多くの入賞を

果たした。

【図書室の閲覧コーナー】
【 年 新聞閲覧コーナー】
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【 フォーラム記事】

【全体会の様子】 【研究協議会の様子】

２学期の各学年公開授業

学期の学年公開授業は，夏季研修の成果を生かし， フォーラムの本番に向けて代表

公開授業にならなかった先生方はフォーラムの前や後に教科の特性に合わせ，ＮＩＥの

手法や新聞の記事を活用した授業を 授業として取り組んだ。他教科の視点から学ぶ教

科横断等授業改善となった。実際に教科で取り組んだ実践事例を抜粋して紹介する。

① ３年 社会科 大城宗教諭

『社会権』

今年度からスタートした スクール構想を活用し、生徒が話し合う新聞記事を教師

がいくつか選び記事 にして掲載、生徒はその記事から つ記事を探して読み記事の内容や

自分の意見をワークシートにまとめグル―プで共有しながら意見交換を行い，新聞をより多面

的に深く学ぶことができた。

② 授業実践に向けた実践事例の公開授業研究

主任が新聞を活用しての公開授業を行い具体的

な実践事例を示した。

単元 第 章 連立方程式

「連立方程式の利用」～ 削減の方法～

◎新聞記事をスライドにして地球温暖化の

現状を学び、教科書の 削減問題を解決し，

まとめとして現在県内外での取り組みや中

城のバイオマス発電などについて学んだ。

③ 校内夏季職員研修

アドバイザー 沖縄市立コザ中学校の松田美奈子主幹教諭を

招聘し，外部講師による「新聞記事を使った授業づくり」を 回

にわたって研修を実施した。

第 回 月 日

新型コロナウイルス感染拡大防止の為，職員は研修会場を４

会場に分けリモートにて「 について・授業づくりについて」

の講話を拝聴した後，各会場で新聞を各自読みながら教科の特

色にあった記事の探し方・留意点や活用方法を学んだ。

第 回 月１日

第１回の研修を経て，公開授業に向けた指導案の検討会を行

い、アドバイザーによる助言をいただいた。

【 月 日琉球新報掲載（下）】

④ 年度沖縄県 フォーラムの実施（公開授業）

今年度は「社会・数学・英語・家庭」の 教科で公開授業を行った。新型コロナウイルス

感染拡大防止のため，外部からの参観者を制限する形で行った。

フォーラムは， つの会場をつなぎ全体会を開式，分科会の形で研究協議を行った。

沖縄タイムス

月 日掲載

琉琉球球新新報報 月月 日日掲掲載載
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④ 実際の指導案略案

新聞を使った平和教育『特別な教科 道徳』

今年度の平和学習は， つの内容に分け①図書委員による絵本の読み聞かせ②平和ガイ

ドによる語り継ぎ部としての研修や調べたことの発表、③沖縄戦の絵から学ぶ平和④ひめ

ゆり資料館リニューアルに伴う、本校生徒の見学記事が掲載された（『ワラビー』）新聞を

活用した平和学習を実践した。中でも道徳部会を中心とした、全校一斉の道徳授業、『「り

ゅう ！」「ワラビー」を活用しての平和学習』では、生徒一人ひとりに新聞が配られた

ことで生徒は真剣に記事と向き合い、沖縄戦について学び、考え「新聞記事から語り継ぎ

部として自分は何を伝えていくのか」をはがき新聞の作成を通して考えていた。学習の様

子を新聞に掲載することで、新型コロナウイルス感染防止で中止になっている学校公開日

の代わりとして平和学習の様子を地域に発信できた。

作成されたはがき新聞は、学年フロアに掲示し、学年ごとに，生徒による投票から 名

を選出し、ベストカタリストとして玄関前に掲示。 月に行われた沖縄県中学校文化祭の

作品として出品した。これまでの取り組みが評価され、今年度第 回ちゅらうちなー草の

根平和貢献賞を受賞した。

② ２年 数学科 辻由加里 教諭 英語科 大城磨莉絵 教諭

『一次関数の利用』 『りゅう ！の記事からタイトルをつけよう』

辻教諭（数学）は教科書の内容に適した新聞記事を使いその記事を教材化し、実際の船の

ダイヤグラムを活用しながら課題解決人取り組んだ。また大城教諭（英語）は子供新聞の英

語記事を活用し絵や文章を照らし合わせて生徒へ英語の興味関心を持たせる授業であった。

③ 年 特別な教科道徳 前田佐綾香教諭『あなたはすごい力で生まれてきた』

この授業は、前田教諭が の研修で学んだハガキ新聞の活用を実践した授業である。

生徒は自分がどのように生まれてきたのかを家族から聞きとり、名前の由来などを改めて

知ったり、また他者の話を聞くことで命のすばらしさ家族の大切さを学んでいた。尚、代

表のはがき新聞は、沖縄県中文祭に展示した。

【作成したはがし新聞をグループに紹介している 】

【はがき新聞】

を活用し

記事を読み，グルー

プ内での自分の意見

を共有している。
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【 月 日琉球新報掲載】

（ ）その他

① 本校が４年前から取り組ん

でいる「海洋教育」（教育課程特

例校として指定を受けている）

において「海を知る・海を利用

する・海を守る・海と共生する」

を目的に各学年特色を生かし

た学習活動実践を発信した。

月 日沖縄タイムスワラビー

（上）

月 日琉球新報（左）

【下 月 日沖縄タイムスワラビー（沖縄戦を学ぼう特別版）】

【平和はがき新聞】

年 名

年 名

年 名

【 左 ７ 月 ６ 日 琉 球 新 報

掲載

【 右 ７ 月 ４ 日 沖 縄 タ イ

ムス ワラビー掲載】
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22002211年年度度  西西原原中中学学校校  NNIIEE実実践践報報告告書書  

西西原原町町立立  西西原原中中学学校校  

校校長長  友友寄寄ゆゆかかりり  

研研究究主主任任  森森岡岡  稔稔  

１．はじめに 
  今年度から日本新聞協会NIE実践校の指定を受けることとなった。個々の職員での実践はあるもの
の、指定を受けての教科や全体での実践経験を持つ職員がおらず、不安もあるなかでの開始となった。

したがって今年度は他校の実践を参考にして、できることから進めていくことを確認した。 
 
２．実践事例 
 (1) 提案授業 6月 3日（木）５校時 崎浜史子教諭 
    子ども向け新聞「りゅうぽん」沖縄戦特集号デジタル版（琉球新報社）と「ワラビー」（沖縄タ

イムス社）の両紙を活用して平和学習を実施した。タブレットを使って、プレゼンテーションソフ

トでスライドを作成し、発表まで行った。また講師に沖縄県 NIEアドバイザー甲斐崇（西原町教
育員会指導主事）を招き、新聞で伝えるポイントを指導いただいた。 

   《内容》 
新聞を活用してテーマを決定 

① りゅうぽん（デジタル）記事から１つ選択 

  ワラビー（切抜きし撮影）記事から１つ選択  

② 記事から「キーワード」を選ぶ（２～３） 

③ 調べ学習（図書館や PC その他） 

④ スライド５枚まで（表紙 内容（２枚）感想） 

⑤ 発表 

 
(2) 教材としての活用 
   授業との関連する記事を切り取って、microsoft Teamsで共有化したり（写真１）、 

10 月 20 日の選挙を学ぶ授業では、模擬選挙を行った。新聞に記載されていた各党の選挙公約を掲
示した際に、生徒が興味深そうに読み込んでいた。（写真２） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

         写真１                   写真２ 

② 生徒による投稿（抜粋）

自分の意見や学んだことから感じ取っったことを作文に書き新聞に投稿し，掲載された。

【 月 日沖縄タイムス 月 日 沖縄タイムス 月 日琉球新報】

③ 卒業生や地域人材を招聘しての講演会や特設授業の実施の報告

指導案（略案）

３ 成果と課題

【成果】

各学年フロアー，図書室に新聞の閲覧コーナーを設置したことで，生徒が日常的

に新聞に触れることができた。

公開授業研究会に向けて，全職員で授業づくりをし， アドバイザーを招聘した

ことで、新聞を活用した教材の開発の改善ができ２学期に多くの新聞を活用した公

開授業ができた。

生徒が記事を読むことで幅広い知識が身につく，語彙が増えたと感じる。

生徒が新聞投稿や学校新聞つくりに挑戦したことで，読み手を意識した文章を書

くことが出来るようになった。

【課題】
特設授業が多いので，ＮＩＥを効果的に活用することを継続する方法の工夫改善各教

等の年間指導計画に位置付けることで，見通しをもって授業に取り入れることが必要で

ある。

に関する校内研修を計画し，職員全体で授業づくりについて更に深めていき，教

科横断等の視点での教材化する新聞の活用方法の工夫必要がある。

新聞の購読環境が学校しかない生徒の読む環境つくりとコンクールへの取り組み

の充実

琉琉球球新新報報
月月 日日掲掲載載（（右右））
月月 日日掲掲載載（（左左））
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22002211年年度度  西西原原中中学学校校  NNIIEE実実践践報報告告書書  

西西原原町町立立  西西原原中中学学校校  

校校長長  友友寄寄ゆゆかかりり  

研研究究主主任任  森森岡岡  稔稔  

１．はじめに 
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         写真１                   写真２ 

② 生徒による投稿（抜粋）

自分の意見や学んだことから感じ取っったことを作文に書き新聞に投稿し，掲載された。

【 月 日沖縄タイムス 月 日 沖縄タイムス 月 日琉球新報】

③ 卒業生や地域人材を招聘しての講演会や特設授業の実施の報告

指導案（略案）

３ 成果と課題
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に関する校内研修を計画し，職員全体で授業づくりについて更に深めていき，教

科横断等の視点での教材化する新聞の活用方法の工夫必要がある。

新聞の購読環境が学校しかない生徒の読む環境つくりとコンクールへの取り組み

の充実

琉琉球球新新報報
月月 日日掲掲載載（（右右））
月月 日日掲掲載載（（左左））
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(5) 社会科新聞コンクール 
   社会科が中心となって、沖縄県中学生社会科新聞コンクールに毎年取り組んでいる。 
  テーマを西原町に据え、全校生徒が夏休みの課題として探究したものを新聞にまとめている。 
  今年度はコンクールで５３人が受賞した。（金賞８人、銀賞２７人、銅賞１８名） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（写真６）小波津川の実態             （写真７）輝く西原 
 

(6) 沖縄県NIE推進協議会等が開催するセミナーに参加し、実践事例を学んだ。 
   第 28回おきなわNIEセミナー5月 22日（土） 
   第 29回おきなわNIEセミナー6月 26日（土） 
   第 30回おきなわNIEセミナー10月 23日（土） 
   NIE実践報告会（オンライン開催）3月 3日（木） 
   
(7) 西原南小学校 NIE公開授業 2022年 1月 28日（金） 
   「仲間わけした記事に小見出しをつけよう」

の授業で、グループで小見出しをつけていく活

動だった。新聞を教材として活用することで、

読み取る力、まとめる力、伝える力、コミュニ

ケーション力など汎用力を培うことができる

場面を実感できた有意義な研修会であった。ま

た次年度には中学校に進級してくるので、彼ら

の能力をさらに高めることができそうである。 
  （写真８） 
                         
                              （写真８） 

(3) 『私の視点』 
    『私の視点』とは生徒各自が新聞から興味のある記事を選び、その記事の内容と選んだ理由・感

想をまとめて発表する取組である。（写真３）２、３年生の社会科の授業で実施し、主に導入段階

で活用した。方法は授業の開始直後に担当の生徒が事前に作成した『私の視点』を発表する。発表

を聞いた生徒は感想を記入する。この取組から期待できる効果は、①新聞と社会的事象に興味・関

心が高まる。②まとめることや、自分の考えを発表する力が高まる。③相手の考え（主張）に対す

る聴く力が高まる。ことが考えられる。①については、高校入試の面接の際、面接官に気になるニ

ュースはありますかと質問され、とっさに『私の視点』でまとめたことを答え、役立ったと報告も

あった。②、③については、本校生徒の課題である、意見表明の力や支持的風土の醸成にも、効果

が表れはじめていると感じている。発表後はロビーに掲示し、他の学級の生徒の考えにも触れる機

会とした。（写真４） 
 
 
 

 
         （写真３）                （写真４） 
 (4) 新聞投稿 
    国語科が中心となって、新聞投稿に取り組

んでいる。掲載された生徒は、教師から声を

かけられたり、褒められたりして、自己肯定

感や自己有用感の高まりに効果が期待され

る。また地域のみなさんからも応援の声がよ

せられているとのことである。（写真５） 
 
 
 
                           
                                （写真５） 
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令和３年度  沖縄県立本部高校 NIE 実践報告 

 

 令和３年度  

日本新聞協会 NIE 実践校 実践報告書  

                                 

沖縄県立本部高等学校   
教諭 ：比嘉  啓信・金城 哲生（地歴公民科）、仲松 聖（福祉科）、仲間 夢叶（国語科）  

                                        
１１  ははじじめめにに  

  本校は、沖縄本島北部の本部町に位置し、地元の強い要望により昭和４２年度に普通科３クラス、家

政科１クラスとして開校した。平成１３年度に文部科学省・県教育委員会による「連携型中高一貫教育

推進開発校」の指定を受け、本部町立本部中学校・上本部中学校との連携教育の研究を開始し、平成１

６年度の入試からは、本部町立５校との間で連携入試を開始し、現在、本部町立３校との連携入試を継

続している。 

 令和２年度には、普通科２クラス（進学・情報コース：１クラス、スポーツ・保育福祉コース１クラ

ス）を設置し、連携中及び北部地区の中学校を中心に生徒を募集している。しかし、募集に対し、定員

割れが続き、連携校からの入学者も令和２年度は３４名と中学生の半数に足りない状況になっている。 

この状況に至る要因に関しては、さまざまな事が複合的に影響しているが、校区が拡大し、市郡への進

学が増えていることが最も大きな要因である。そうした市郡への進学の理由としては、生徒数の減少を

もとにした部活動や各種活動に対する魅力が弱まるなどの要因が挙げられる。それに対しては、少人数

だからこそできる指導・支援の充実化を進めながら、独自の魅力化も図ってきた。そうした努力の結果

は、国公立への進学増、各種検定試験への合格者増などの部分に表れている。今後もこうした、本校独

自の魅力化に関わる取り組みとあわせて、NIE 実践の推進に関しても、新たな魅力ある取り組みの１つ

とし推し進める中で、それにより多くの生徒の自己実現や夢・目標の実現を支える努力をしていきた

い。 

さて、他方で、本校に入学する生徒の学力について見ていくと、上位層と下位層の差が大きく開き、全

体として基礎的・基本的な学力である「読み・書き」の部分に課題を抱える生徒が多い。そうした「読

む・書く」力の弱さは、まさにその力の基盤を育てる国語科だけでなく、教科の内容の知識・理解にか

かわる基盤として全ての教科に関わる。そのため、その部分で課題を持つ生徒に、ほとんどの教科で何

らかの負の影響をもたらしている。そこで、今年度は、その課題の克服に向け、学期の途中の９月度か

ら、日本新聞協会２０２１年度 NIE 実践指定校として以下のテーマをもとに実践を展開していくことに

した。 

 

 

 

 

 

 

【テーマ】 

➀読む・書く力が弱い生徒が多い本校において、NIE 実践を通して、その力を育成する。 

②教科の学びを、NIE 実践を通して、実社会に繋がる学びに転換し、主体的・対話的で深い学びへと

つなげる。 

       （写真９）                    （写真１０） 
 
３．成果・課題 
 【成果】 
・ １年間の活動を通して、生徒の言葉から、さまざまな社会的事象に関する事柄が発せられる機 
会が増えてきたと感じることから、関心が高まっていると考えられる。 

 
  【課題】  

・ NIEに関する学校全体としての取り組み体制の構築や確認が必要。 
 

４．おわりに 
   １年目でもあり、不安の中の実施でもあったが、社会科、国語科の職員を中心に１年間の実践を

まとめることができた。校内研修は授業改善を意識して取り組んでおり、新たに NIEの実践を含
めると職員の負担感の増加が懸念されたため、できることからの実践となった。そのため他教科の

職員からは、社会、国語の取り組みと捉えられていた面もあった。次年度は学校全体の取り組みと

なるように、職員の意識を高めることが課題であり、その体制作りを意識して取り組む必要があ

る。 
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令和３年度  沖縄県立本部高校 NIE 実践報告 

 

学びに転換し、主体的・対話的で深い学びへとつなげる」ことを念頭に実施されたものである。上記

「はじめに」でも述べたように、本校の生徒は、上位層と下位層の学力の差が非常に大きい。その中で

も特に顕著に差が見られるのが、読みの力と自分の考えや思いを文章化する力である。そうした力の有

無は、国語科だけに関わらず、あらゆる教科における学びの深さにも大きく影響する。よって、この部

分に苦手意識を抱える生徒は、軒並みあらゆる教科における学びの深さという点において困難を抱える

ことになる。よって、この読む力・書く力の育成は、本校において、喫急の課題の１つであるといえ

る。 

 さて、その力の育成のために、NIE 教材をどのように活用していくかということを考え、継続的に、

それも全校生徒を対象に取り組める内容として、朝学における社会の課題として NIE 教材を作成し取り

組ませることにした。同時に、その課題は、各学年の社会科の授業の中で引き続き取り組ませた。特に

SDGsとの関連に焦点化させて考えさせ、文章化させる取り組みを行った。 

NIE の取り組みを始めてから、赴任する学校で毎年きまって調査をするが、各家庭における新聞購読の

割合は年々低下してきているのが現状である。ひどい場合には、全体の約１/３にまでその割合が落ち

たこともある。そのため、新聞を日常的に読む経験のない多くの生徒たちに対して、新聞の読み方から

まずレクチャーしなければならないことが多い。NIE 実践に先立って、本校でも状況を調査するため、

新聞購読の割合を調べて見た。そうすると、全体の４２％の家庭が新聞を購読していることがわかっ

た。想定していた割合よりも新聞購読の割合が多く、驚いた。 

 

アンケートでは、「地域や社会で起こ

っている出来事に対する関心の割合」

についても聞いた。すると、上記のよ

うな結果が出た。注目できるのは、「関

心がある（２５％）」と「どちらかとい

うと関心がある（４７％）」をあわせ

て、全体の７割近くの生徒が、社会事

象に対する関心を持っていることであ

る。 

令和３年度  沖縄県立本部高校 NIE 実践報告 

 

上記のテーマをもとに、今年度は、主に、「地歴・公民科２名」、「国語科１名」、「福祉科１名」の職員

を中心にして実践を展開した。以下、その取り組みの内容を概観したい。 

 

２２  本本校校のの取取りり組組みみ（（主主ななもものの））    

  【全校生徒】 

 ①朝学（１０分間学習）における NIE 教材による学習 

 ②「新聞感想文」（夏期休業中の課題として取り組む） 

 【３年生】 

 ①国語（文章表現）「ICT×新聞記事×SGDｓ」 ②国語（国語総合）「新聞スクラップ」 

③地理 Bでの NIE 教材を使った授業 ④現代社会での NIE 教材を使った授業 

 ⑤日本史 Bでの NIE 教材を使った授業 ⑥福祉（生活支援技術）での新聞記事を活用した授業 

 【２年生】 

 ①地理 Bでの NIE 教材を使った授業 ②現代社会での NIE 教材を使った授業 

 ③世界史 Aでの NIE 教材を使った授業 

 【１年生】 

①国語（国語総合）「新聞スクラップ」 

②国語（国語総合）「評論のまとめの活動として 

～「語感トレーニング」の表現活動として新聞を活用」～ 

 

３３  成成果果（（主主ななもものの））    

□令和３年 第１１回 沖縄県新聞スクラップコンテスト 

（１）県 NIE 推進協議会会長賞（学校賞）受賞 

（２）新聞感想文部門 個人の部 

【優良賞】 

仲宗根 旭（１年）  溝口 そら（１年）   

大嶺 真楓（３年 喜屋武 柚希（３年）   

佐久本 ミチル（３年） 

【佳作】 

新垣 陽菜（１年）  比嘉 成（１年）   

上間 力（２年） 上間 楓（３年）   

奥原 陸斗（３年） 玉城 このか（３年） 

 

４４  実実践践事事例例報報告告    

（１）朝学における NIE 実践 

（報告者：比嘉 啓信：地歴・公民科） 

全校生徒を巻き込んだ NIE 実践の取り組みとして、朝学の時間における NIE 実践の展開に関して紹介

したい。この取り組みは、本校の今年度の課題の１つである「①読む・書く力が弱い生徒が多い本校に

おいて、NIE 実践を通して、その力を育成する、②教科の学びを、NIE 実践を通して、実社会に繋がる
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 では、以下、朝学における NIE 実践の具体的取り組みについてみていこう。本校では、朝の学習の取

り組みとして、SHR開始前の１０分間で、英語、数学、国語、理科、社会の５教科の学習とタイムマネ

ージメントに取り組んでいる。具体的には、月曜日にはタイムマネージメントに取り組み、1週間の生

活・学習を振り返り、次の目標・計画を立てる。火曜日から木曜日は英語、数学、国語の課題、金曜日

は隔週で社会と理科の課題に取り組む。そこで、社会科の取り組みとして、下に示すような NIE 教材を

作成し取り組ませ、読む力と書く力（今年度は、特に SDGsに焦点化して）の育成に取り組んでみた。  

  

      【朝学課題例 表面】              【朝学課題例 裏面】 

 

 表面には、朝学の１０分間でこなせる情報量と課題量を意識して、プリントを作成した。裏面には、

朝学で扱った新聞記事を SDGsの視点と結びつけ、日常の生活などとの関連から記述する文章課題を配

置し、表面の評価をした後に、各学年の授業の中で取り組ませた。次ページに実際に生徒が取り組んだ

ワークシートの例を掲載している。 

 最初のうちは、新聞記事を読み慣れていない生徒も多く、記事を読んで、見出しの空欄に文字を入れ

ることができない生徒が多かった。また、１０分間という時間的制約もあるので、できるだけ、その時

間内で課題をこなせるような文章量の記事を選択していたが、最初の頃は、記事を読むのが精一杯で、

記事に関連した問いに答える時間がない生徒も多く見られた。しかし、何度も課題をこなし、また授業

の中で新聞記事の読み方、見出しの付け方などのレクチャーを受ける中で、読むスピードや理解力が明

らかに向上し、同時に、常に継続して SDGsとの関連から文章課題に取り組んだことで、自分から主体
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では、生徒たちは、そのような社会事象に対する情報をどのように、手に入れているのだろうか？ア

ンケートでは、「新聞を読むかどうか？」に関しても聞いた。すると、上記に示したように、各家庭で

の新聞購読の割合が４２％もあったにも関わらず、新聞を「ほぼ毎日」読む生徒は、わずかに２％しか

おらず、それに「週に１～３回」読む生徒をあわせても、全体の６％にしか満たない結果となった。か

なり深刻な状況である。ちなみに、新聞を読んでいる生徒が、どのような形で新聞を購読しているかに

関しても聞いたが、「自宅で読む」が８割、デジタル２割と、時代の流れか意外とデジタル新聞の購読 

の割合が多いとにも驚かされた。 

新聞ではなく、生徒たちは、地域や社会で起こっている問題や出来事について、何を通じて知り得て

いるのであろうか？このことに関して、アンケー

トで次のような結果が出ている。アンケートで

は、複数回答可としたので、グラフでは、それぞ

れの延べ数を示したい。ある程度、予想していた

ことではあったが、グラフに示した通り、圧倒的

にテレビや SNSからの情報入手が多いことがわか

る。よく指摘されるが、特に LINE、Facebook、

Instagramなどの SNSから得られる情報は、使用

者の情報嗜好に合わせて、選別され特化された情

報が多くなるため、その内容は非常に偏ったもの

となる。同時に、その情報の中には真偽のほどが

疑わしいものも多く含まれ

る。自分の興味・関心に範囲

を限定せず、より広い視点で

物事が見える、知ることがで

きる新聞というツールが選択

されなくなってきているの

は、生徒たちの読む力・考え

る力の弱体化だけでなく、思

考や嗜好の範囲を狭める要因

として看過できない。そこを

どのように変えていくかと言

うことも今回の NIE 実践で意

識されなければならないポイントであろう。なぜならば、上記のアンケート結果にあるように、政治や

経済の情報を得ることに対して、「自分で考え行動するため重要である」、「自分で考え行動するために

重要であると思うが理解が難しい」を合わせると、「ほとんどの生徒が、政治や経済の情報を得ること

に対して、自分で考え行動するために重要である」と考えているからである。この結果を踏まえ、情報

の偏りをなくし、より広い視点から物事を見て、考えるために、どのような情報収集のあり方が必要か

ということに関し、彼らに身をもって実感させ、意識変革、行動変容を迫る実践が強く求められてい

る。 

0 10 20 30 40 50

【何を通じて知りえるか？】

（人） 
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の偏りをなくし、より広い視点から物事を見て、考えるために、どのような情報収集のあり方が必要か

ということに関し、彼らに身をもって実感させ、意識変革、行動変容を迫る実践が強く求められてい

る。 
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【何を通じて知りえるか？】
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必要性を感じる。その他のアンケート結果については、以下のグラフを参照されたい。結果から見て、

全体を通して、１０分間という短時間でも NIE 教材を活用した学習が効果を生み出す可能性があるとい

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度  沖縄県立本部高校 NIE 実践報告 

 

的に SDGsについて調べる生徒も増え、それぞれの項目と記事の関連性に関する深い理解と、自らの日

常の生活のあり方にまで深く入り込んで洞察する力やグローバルな視点から考える力が身についたので

はないかと考える。具体的にその変化に関して、アンケート結果をもとに見ていく。 

 

 上記アンケート結果に見られるように、新聞を活用することに対して、好意的に捉える傾向が強いこ

とが分かる。中には、使用される言葉が難しく、そのため理解が追いついていないと感じる生徒もいる

が、やはり、教科書での学びと現実世界の学びを媒介するオプションとして新聞がかなり有効な手段で

あることには間違いない。中には、文章課題をこなした後に、自らそれに関連する事象を調べ、深く考 

ようとする生徒もおり、学習過程における新聞の活用が、次のアンケート結果からも分かるように、教

科書内容の理解の深まりだけでなく、興味・関心の広がりにも一役かっているといえよう。 

他方で、課題となるのは、相変わらず、世の中の事に対して、興味・関心が弱いと自己認識している生 

徒（全体の２２％）の興味・関心をどう引き出していくかである。その要因には、語彙力の弱さに起因

し、記事を読み込むことが上手くできていないことも考えられ、その改善に向けた取り組みを工夫する 

【【朝朝学学やや授授業業でで新新聞聞をを活活用用すするるここととにに関関ししてて、、どどうう思思ううかか？？】】（（複複数数回回答答可可ののたためめののべべ人人数数））  

・学んでいることと世の中のことを結びつけて理解することができる（２８） 

・全く知らなかったことを深く知ることができる（６０） 

・新聞で使われている言葉が難しすぎて理解できない（２０） 

・新聞で学ぶよりも、暗記した方が良い（９） 
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＜生徒の作品＞ 
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（２）国語科の取り組み（報告者：仲間 夢叶：国語科） 

①新聞スクラップ（国語総合：１年）・（文章表現：３年) 

〈はじめに・目的〉 

語彙力強化、小論文対策として夏休み前に新聞スクラップに取り組んだ。「宿題」とするのではなく、

授業内で中間指導を行い、最後にクラス内で共有する時間を作った。教諭からの指摘を受け、クラスメ

イトの考えを共有することで、「他者からの視点、他者の考え」を意識してほしいと考えた。 

〈授業の流れ・略案〉 

時間 学習活動 指導の上で意識したこと 

１・２ 〇記事探し 

新聞を読み、自分の興味のある分

野を３～４つほど切り取る。 

・（三年生） 

ただ興味のある記事を選ぶだけではなく、自分の進路

に関する記事を見つけるよう指導した。 

３・４ 〇スクラップ作成 

選んだ記事の中から、クラスに共

有したい記事を１つ選び、新聞ス

クラップを作成する。 

・その記事のキーワード、要約、感想をまとめるよう

指導。特に一年生は語彙が乏しい生徒が多いため、わ

からない言葉をキーワードとして抜き出し、意味を調

べるように指導した。 

５ 〇記事の共有 

完成したスクラップをクラスで共

有。スクラップに対する感想や意

見を付箋に書いて、考えを共有す

る。 

・付箋で考えを共有する際に、ただ感想を書くのでは

なく、その記事に対する疑問点などを書くように指示

した。共有をすることで気づきや他者理解につながる

よう意識して声掛けを行った。 

 

〈取り組みの成果・反省〉 

 完成したスクラップを参考に、「新聞感想文コンクール」を夏休みの課題を完成させるよう指示し

た。結果、４名の生徒が賞を受賞することができた。 

反省として、記事の内容を読まずに、見出しのみで記事を選ぶ生徒が複数いたため、スクラップ作りの

指導で苦労した。次回は、「地域」「福祉」「情報」など記事の内容を絞り、内容を精査したうえで記事

を選んでいくほうが良いのではないかと感じた。 
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〈生徒の作品〉  

 

③ICT×新聞記事×SGDｓ（文章表現）（３年） 

〈はじめに・授業の目的〉 

 文章表現のクラスを対象にした活動。はじめは新聞記事を通して、小論文対策を行いたいと考え行っ

た。大学進学が４名、専門学校が４名、就職が１名（情報系）のメンバーだったため、作文用紙に書い

て受験対策として指導を行うよりも、記事をまとめる活動を通して今後の社会で生してほしいと考え、

iPadと Sway活用した。また、SDGsを関連させてまとめるよう指導した。 

 

〈授業の流れ・略案〉 

時間 学習活動 指導の上で意識したこと 

１・２ 〇SDGsについて 

SDGsについて生徒それぞれの知識や考

えをオンライン上で共有。１７の項目

の中から興味のある項目を選び、それ

に関する記事を見つける。 

iPadを使用するときのルールや上手く活用する

方法を指導した。 

 

３～５ 〇Swayの作成 

調べたこと、自分の考えを Swayにまと

める。 

Swayで書く項目を示し、生徒がまとめやすいよ

うにした。 

６ 〇Sway 共有 

生徒がまとめた Swayを共有。 

共有することを事前に伝え、他人が読みやすい

デザインを意識させた。 

 

〈授業の成果・反省〉 

 iPadを活用したことで、共有が楽になった。文章をまとめる時間も短縮することができた。反省とし

ては、SDGsについての記事を見つけることが難しく、途中でこの授業の目的を忘れてしまい、新聞記事

まとめをするだけの生徒がいたことである。他にも反省が多い活動であった。 
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② 評論のまとめの活動として 

～国語総合 評論単元「語感トレーニング」の表現活動として新聞を活用～（１年） 

 

〈はじめに・授業の目的〉 

高校入学後、初めての評論「語感トレーニング」の授業を行った際、一年生の語彙の乏しさ、言葉に対

する興味の薄さに課題を感じ、単元のまとめとして日常生活の中で出会う言葉を見つける活動を行っ

た。その際、新聞記事・古本・チラシから日常の言葉を探すよう指導した。言葉調べの課題に「語感で

遊ぼ」とタイトルをつけ、同音異義語や語感の違いを通して日本語の面白さに気付き、「言葉を楽しむ

こと」を活動の目標とした。 

 

〈授業の流れ・略案〉 

時間 学習活動 指導の上で意識したこと 

１～５ 〇本文「語感トレーニング」の内

容理解 

日本語が「重層的な言語文化」であることを理解する

ために、日本語の歴史から説明した。言葉は「伝えた

い意味合い」に合った表現を選ぶことが重要だと理解

できるよう指導した。 

６～８ 〇言葉探し、「語感で遊ぼ」作成 

「語感で遊ぼ」とタイトルをつ

け、初めて見た言葉や見たことが

あるけど意味を知らない言葉、気

になる表現の違いなど見つける活

動を行った。 

日常の中にあって、自分の知らない言葉を見つけるよ

う指導した。また、言葉探しの際、漢語と外来語の表

現の違いや「時代語」を見つけるよう指示した。日本

語が重層的であることに気付けるよう声掛けを行っ

た。 

９ 〇「語感で遊ぼ」共有 

クラスメイトが見つけた言葉の中

で、興味のある言葉を書きとり、

自分の言葉にする活動を行った。 

同世代が調べた言葉を共有することで、他者理解につ

ながり、生徒たちの語彙の幅が拡がるのではないかと

考え、この活動を行った。 

 

〈授業の成果・反省〉 

 この活動後、授業内でわからない言葉が出てくると、指示をしなくても副教材やタブレットを活用し

て言葉を調べようとする生徒が増えた。 

 反省としては、作品のレイアウトを自由にしたため、男女で完成度に差が出てしまったこと、外来語

ばかり選ぶ生徒や漢字の意味調べだけを行う生徒がいて、「語感トレーニング」の指導目標である「現

代日本語が重層的な言語文化であるということ」から外れてしまった作品ができてしまったことの２つ

である。今後は、活動の目標を生徒が理解できるよう指導に工夫していきたい。 
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代日本語が重層的な言語文化であるということ」から外れてしまった作品ができてしまったことの２つ

である。今後は、活動の目標を生徒が理解できるよう指導に工夫していきたい。 
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るいニュースとして、コロナに関

する記事の周りに貼っていておも

しろい。」との声が聞かれた。そ

して、「みんな疲れて、限界と感

じている中で、明るいニュースや

食に関する楽しみが持てる記事を

選んでいて、何となくバランスが

とれている感じがする。」と全体

的なつながりについても、全員が

うなずきの姿勢で共感していた。 

 

 

 

 

４．実践活動を終えて 

 新聞を読む機会がほとんどない生徒たちであったが、新聞記事の見出し読みから生徒が興味を持ち、

記事を読み、言葉を調べ、自分自身で発表し表現する。これらをシェアリングすることで、互いの考え

や気持ちに寄り添い、共感的態度の実践につなげることができた。また、生徒自身が福祉の見方・考え

方を働かせ、「今後は LGBTの介護福祉考えていかなきゃね。」と取り上げた新聞記事をみて社会と福祉

のつながりを感じている様子もあった。 

  

  

５５  課課題題とと展展望望    

本校に転勤してすぐに、NIE の協議会の方から、実践校のお誘いを受けた。まだ、職場の勝手も知ら

ない状況の中で、いきなり取り組めるのかと躊躇したが、これまでの経験と実践の効果などに関して丁

寧に説明すると数人の同僚が実践に参加してくれることになり、年度途中から日本新聞協会の実践指定

校として活動することになった。 

九月からの約半年実践の中で、特に、生徒達が県内外の新聞を閲覧する機会を得ることができたの

は、非常に大きな経験であったと思う。上記アンケート結果でも示したが、本校における家庭の新聞購

読の割合は、私のこれまでの経験に照らし合わせて考えても、意外なほど高く驚かされた。しかし、全

体として、家庭での新聞購読率が低下し、約６割の生徒の家庭で新聞が購読されていない状況の中で、

県内２紙だけでなく、大手県外紙も含めて、それらの新聞を読み比べる経験ができ、そこから色々な意

見や考えを各自が紡ぎ出し、時にはそれらの意見や考えを交わす経験ができたのは非常に大きかった。

また、社会科の授業だけでなく、朝学を通した学校全体での取り組み、国語科、福祉科との連携の中で

の取り組みと、幅を広げて実践を構想、展開できたのは非常に大きな成果と来年度に向けた基盤づくり

になったと感じる。 

さて、２０１９ 年に公表された PISA の結果にも端的に表れているように、高校の指導現場でも、

文章の基本的な内容を把握する「読解力」の弱さを多くの教員が実感していることであろう。その要因
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〈生徒の作品〉 

 

 

（３）福祉の授業での取り組み（報告者：仲松 聖：福祉科） 

気になる新聞記事から自分自身を表現してみよう～コラージュ作成から共感的理解を深める～ 

 

１．目 的 

福祉科目の内容で取り上げられる、自己理解や他者理解。対人援助における技法や支援者としての基

本姿勢である共感的態度を新聞記事の活用を通して実践的に学ぶことを目的とする。 

 

２．対 象・実践方法 

（１）対象：保育・福祉系列３学年 ９名 

（２）実践方法 

①１週間分の新聞を生徒同士で回し読みをする。 

②気になる記事、自分自身の今の思いを表現したい言葉の見出しを切り取り、模造紙に貼り付ける。 

③互いの気になる記事をシェアリングし、必ず１つ共感的理解を持って言葉を伝える。シェアリングの

際は、否定や中傷をしないことを確認する。 

 

３．実践活動の様子からみえてきたこと 

お互いに気になる記事や自分自身の、今の思いを表現した言葉の見出しについて、シェアリングをお

こなった。共感的理解の言葉を伝える場面では、「なるほどね」「いいね」「わかる！わかるその気持

ち」など他者の気持ちに共感、寄り添う姿勢がみられた。また、コラージュの貼り付け方に気が付いた

生徒から「やっぱりコロナだね。だって、真ん中に貼ってあるよ。」との声や「地域に関することも明
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は複合的で、小学校からどのような授業を体験してきたかにも、苦手、得意の意識の強弱が色濃く影響

してくる。新学習指導要領では、新聞の活用が大きくうたわれると同時に、新たに「知識・理解」、「思

考力・判断力・表現力」、「学びに向かう力・人間性等」の三観点からの評価が実施される。これらの観

点からの評価の実施に関して、新学習指導要領では、かつてないほどのスピードで変化する社会情勢に

対応することを重視し、そのために、一人ひとりの「生きる力」を育むことに重点をおき、その中でも

特に「多様性への理解や主体性、問題解決能力の育成」に主眼をおく。そうした点からも、本校での半

年の学校全体での取り組み、そして、各実践者の取り組みの成果から見えるのは、詳細に説明するまで

もなく、そうした力の育成に関わって、教材としての新聞の持つ有効性の高さではないだろうか。特

に、問題を見つけた時に論理的に考えて解決まで導ける力や、仲間と協力しながら問題に取り組むため

の表現力などの基盤となる力を育む実践が展開されたのではないかといえる。 

 最後に、そうした１年目の実践の成果を踏まえて、２年目となる来年度の取り組みをどう考えるのか

について述べ、まとめとかえたい。２年目の実践の課題として、上記、評価の三観点中の「学びに向か

う力・人間性」に関わり、「学習に対する主体的な意識や態度、意欲を育成する」ことを意識した実践

が展開できればと考えている。今年度の実践も継続させながら、「主体的・対話で深い学び」に向か

い、 NIE 教育を通して実践の深まりをつくっていきたいと考えている。新年度は、これまでともに NIE

実践を展開してきた同僚の転勤なども想定され、新たな枠組みでの実践となるであろうが、今年度の実

践の成果をしっかりと説明しながら、より幅広く全校体制での取り組みを模索し、実行できたらと考え

ている。 

（地歴・公民科：比嘉 啓信）
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令和 3年度 NIE実践報告書 
                                  西原町立西原南小学校 

                               校長 與座 衛 
教諭 石原 律子  山川 宗志 

１ はじめに 
   本校は、今年度より沖縄県NIE推進協議会指定実践校となり、6学年を実践学年として新聞を活用した
教育実践に取り組んだ。また、図書館司書とも連携し、全学年に向けて新聞を活用した掲示物を作成した

り、閲覧コーナーを設けたりして、新聞に親しむ空間作りも意識して活動を行った。 
   6学年の実践では、本校の校内研究のテーマである「思考力・判断力・表現力を育む」ためのツールとし
て新聞を活用することと、キャリア教育の一環としての活用を目指し、実践に取り組んだ。以下に、今年

度の取り組みの様子を紹介する。 
 
２ 実践事例 
 （１） NIEコーナーの設置 
    図書室前に NIEコーナーを設置し、各社新聞が閲覧できる場所と、「レッツチャレンジ NIE」を活用

したチャレンジコーナーを設け、どの学年も楽しく新聞に親しめるようにした。チャレンジコーナーで

は、クイズに答えると図書室から館内本の貸し出し券や 1冊プラス貸し出し券がもらえるということも
あり、休み時間になると、学年問わず児童が自主的にチャレンジする様子が見られた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （２） 新聞投稿 
    本校では以前から、日常の活動として新聞の投稿を定期的に続けており、掲載された記事は図書室前

廊下に張り出し、お昼の放送で読み上げるなどして全校児童に紹介してきた。新聞に掲載されること

で、保護者や地域の方々も楽しみにして声をかけて下さるので、児童にとっても励みになり書くことへ

のモチベーションが上がった。 
 
 
 
 
 
 
 

沖縄戦に関する記事の

紹介 

南小NIEのコーナー。図書室とコラボした楽しい企画がいっぱい。 
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    ②切抜き新聞の作成 
      興味のある職業ごとにチームを作り、新聞記事から情報を集め、それを切抜き新聞にまとめる活

動を行った。総合的な学習の時間に位置づけ、全 10時間の単元として活動を進めた。作成の途中過
程で 2回、NIEアドバイザーで西原町教育委員会指導主事の甲斐崇主事を講師にお招きし、見出し
のつけ方、相手意識・目的意識の明確化について授業をしていただいた。また、制作過程で公開授

業を行い、町内の先生方に活動の様子を参観して頂いた。 
この活動を通して、児童は自分たちの考えを伝えるためには、相手意識・目的意識をしっかり持

つことが重要であるということを学んだ。さらに、新聞記事の中から仕事に携わる人々の思いや願

いを読み取り、それを踏まえて自分たちはこれからどう活動していくかというところまで、考えを

深めることができた。 
 
▼ 活動の様子 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▲完成した切り抜き新聞             ▲図書室前に掲示 

 （３） 各種コンクールへのチャレンジ 
    夏休みの課題として、「第 11回沖縄県新聞スクラップコンテスト」（沖縄タイムス主催）にチャレンジ

した。また放送大学の蔵根美智子先生を講師として招聘し、「第 11回沖縄県新聞感想文コンクール」に
も挑戦した。 

    
       
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （４）キャリア教育との関連 
    ①はがき新聞の作成 
      6学年では、毎年キャリア教育の一環として講師を招いて講話をしていただいている。今回は、そ

こでわかったこと、考えたことをはがき新聞という形にしてまとめた。また、職業について保護者

にインタビューを行った際にも、はがき新聞の形式でまとめ、お互いに読みあって情報交換を行っ

た。限られたスペースでまとめなければいけないので、文章を精選し、伝えたいことは何か吟味し

ながら書く力が身についた。 
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  小学校高学年 新聞切抜き部門 
   【優秀賞】 臼井あみる 喜屋武結彩 福原優希 
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   【佳作】  吉里美央 呉屋心花 
  小学校高学年 ノート部門 
   【優良賞】 嵩田くるみ  【佳作】 與那城舞子 
○第 11回沖縄県新聞感想文コンクール 
  【奨励賞】呉屋心花  【入選】福原優希 
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令和３年度 緑風学園 実践報告

１１．． ははじじめめにに
小中一貫校である緑風学園は、これまで１～９学年で日常的なＮＩＥの積極的な実践を進めてきた。取

り組みとしては、親子でつながる新聞スクラップノート、低学年では新聞遊びや新聞読み聞かせ等を通

して新聞に親しむこと、高学年・中学部では新聞を活用することを通して伝え合う力を高めるＮＩＥフリー

トークなど「思いや考えを伝え合う力」の育成を図ってきた。

２２．． をを通通ししててつつけけたたいい力力

児童生徒の実態から設定した育てたい３つの力

① 自分の思いや考えを伝え合う力 思考力・判断力・表現力

② 自分の思いや考えを書きまとめる力 書く力

③ 社会の出来事に関心を持ち、調べる力 （つながる力）

３３．． 「「ＮＮＩＩＥＥのの日日常常化化」」ににおおけけるる取取りりくくみみ
・今回はコロナ禍にあって実施できなかったが、これまでは保護者に について知ってもらうた

めに、 月の授業参観日などに の説明資料を配付したり授業を行ったりした。

・新聞購読の年間計画を立てる際にはどの月にも新聞に触れられるように新聞配達の依頼をした。また、

学習や行事との関連性も意識し、重点的に多くの新聞を注文する月を設定した。

・ コーナーを設定し、新聞活動の足跡を見る場、親しむ場をつくった。

・朝の タイムには、学年の発達段階に応じて新聞を活用した実践を行った。

４４．． 具具体体的的実実践践

テーマ「思いや考えを伝え合う子どもの育成～ＮＩＥの日常化を通して～」

コーナー フリートークに活用した思考ツール等の掲示

  （５）その他の活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ▲新聞記事で五・七・五      ▲新聞記事でコラージュ作成    ▲データベースの活用 
                                     （新報デジタル 
                                      朝日データベース活用） 
 
３ 成果と課題 
  （１）成果 
     ○新聞に触れる機会が増えたことで、いろいろな記事に興味を持ち、家庭学習でも新聞記事から学

んだことを書いてくる子が増えるなど、児童の興味・関心に広がりが見られた。 
     ○新聞投稿やはがき新聞などの活動を通して、書くことへの抵抗が減り、読み手を意識した文章を

書くために推敲を重ねる姿が見られるようになった。 
     ○見出しやリード文、構成の仕方などを新聞記事から学ぶことで、自分の考えを表現するときに相

手意識・目的意識を持って、より伝わりやすくするにはどうすればよいかを考えて、文章を書け

る子が増えてきた。 
  （２）課題   
     ●今年度は 6学年を主体とした取り組みであったが、学校全体としてのNIE活動に広げていきた

い。 
     ●年間を通して、計画的無理なく教育課程に組み込んでいきたい。 
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社会情勢やその時々に盛り上がっている話題や季節の便りを取り上げ、児童生徒の興味・関心

を広げていく工夫を図っている。（６年生児童 スクラップノートより）

まず、記事を読ませる→記事に対する自分の意見をもつ 
→学級全体やグループで話し合う→自分の意見をもう一度見つ

め考える ということを繰り返すことで、興味関心が広がって

いった。 

朝の の時間に使うスクラップノート。３年生からスタートしている。週末に持ち帰り、記事に対する自分の考え

を書いたり保護者と話し合ったりする。保護者にも一緒に考えてもらい、考えのコメントを書いてもらう。 の時間に

は、このノートを用いながらフリートーキング等を行う。

保護者のコメント

記事を選んだ理由

自分の意見や感想

54 名護市立小中一貫教育校 緑風学園　55



社会情勢やその時々に盛り上がっている話題や季節の便りを取り上げ、児童生徒の興味・関心

を広げていく工夫を図っている。（６年生児童 スクラップノートより）

まず、記事を読ませる→記事に対する自分の意見をもつ 
→学級全体やグループで話し合う→自分の意見をもう一度見つ

め考える ということを繰り返すことで、興味関心が広がって

いった。 

朝の の時間に使うスクラップノート。３年生からスタートしている。週末に持ち帰り、記事に対する自分の考え

を書いたり保護者と話し合ったりする。保護者にも一緒に考えてもらい、考えのコメントを書いてもらう。 の時間に

は、このノートを用いながらフリートーキング等を行う。

保護者のコメント

記事を選んだ理由

自分の意見や感想

54 名護市立小中一貫教育校 緑風学園　55



５ 成果と課題

【成果】
・ 関連のコンクールにおいて多くの児童生徒が作品の応募をし、受賞をすることで意欲の向上につな
がった。
・新聞の記事に対して友達同士やクラス全体で話し合うことで、考えを広げたり深めたりすることができ
た。
・朝のＮＩＥの活動の時間を週時程の中に入れ、各学年の発達段階に応じた新聞を活用した活動を行うこ
とができた。

【課題】

・コロナ禍にあり、例年行っている４月の授業参観時の保護者に について知ってもらう説明等を行うこ

とができなかったので、各家庭・保護者への協力の依頼方法を考えていく。

・時代の変化に伴い、新聞購読のない家庭が多くなり、学校でのみ新聞と関わる児童生徒が多くなり、い

かに新聞に親しませていくか工夫が必要である。

・ 年間の学びをつなぐ 活動の一層の充実

（各学年の発達段階をとらえ、共通確認・共通実践を行う）

コンクールへの挑戦 沖縄県知事賞、タイムス社社長賞等、多くの児童生徒が受賞した。
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２０２１年度 コザ中学校 ＮＩＥ実践報告書 

 

 

                                                                 沖縄市立 コザ中学校 

                                                                 校 長   上里 厚 

                                                                 主幹教諭  松田美奈子 

                                （ＮＩＥアドバイザー） 

 

１．はじめに 

２０１９年度から沖縄県ＮＩＥ実践指定校の指定を受け、ＮＩＥ実践校指定３年目となっ  

た。ＮＩＥを授業改善や授業力向上の手立てのひとつとして、相互に連動させながら各教科や  

領域などの教育活動に取り入れていくことを共通理解全体認識とした。３年目なので、過去２

年間の成果と課題を踏まえ、ＮＩＥの理論と実践、啓蒙を意識しながら進めていくこととした。 

 

２．ＮＩＥ推進テーマ 

    「主体的・対話的で深い学びを育むＮＩＥの実践」 

      ～主体的に学び合い、自己肯定感や自他理解を高める授業づくりを通して～ 

 

３．学力向上推進テーマ 

    「夢や希望の実現に向かって歩み続ける生徒の育成」 

      ～キャリア教育の視点で取り組む学習活動を通して～ 

 

４．校内研修テーマ 

    「主体的に学習に取り組む態度の育成」 

      ～新学習指導要領に則した指導と評価の工夫・改善を通して～ 

 

５．おもな取組 

（１）新聞の設置 

      ・ＮＩＥ用新聞は各新聞社ごとに職員室にある専用箱に入れ、１か月が経過したら図書館に    

移動し、授業時に生徒が検索・閲覧ができるように仕分けした。 

      ・本校独自で購読している県内紙（琉球新報・沖縄タイムス）は当該月は職員室で閲覧でき

るようにしている。その１カ月後に図書館に移動させ、ＮＩＥ用新聞と区別して誰でも閲

覧やコピー・貸し出しができるように共通確認をこまめに行いながら、新聞が身近な存在

となるよう設置場所や新聞を開きたくなるような仕組みや周辺環境を整備している。 
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５．おもな取組 

（１）新聞の設置 

      ・ＮＩＥ用新聞は各新聞社ごとに職員室にある専用箱に入れ、１か月が経過したら図書館に    

移動し、授業時に生徒が検索・閲覧ができるように仕分けした。 

      ・本校独自で購読している県内紙（琉球新報・沖縄タイムス）は当該月は職員室で閲覧でき

るようにしている。その１カ月後に図書館に移動させ、ＮＩＥ用新聞と区別して誰でも閲

覧やコピー・貸し出しができるように共通確認をこまめに行いながら、新聞が身近な存在

となるよう設置場所や新聞を開きたくなるような仕組みや周辺環境を整備している。 
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６．生徒の変容・成果・課題 

（１）生徒の変容①初めの頃はスポーツ面など興味がある面や写真、広告面ばかりを見る生徒が多

かったが、見出しの特徴・リード文の役割など新聞の特性や特徴を教師が説明

した後は、他の面も読む生徒が増えた。 

                ②落ち着きのない生徒が少しずつ落ち着いてきた。 

                ③自分で考えず、すぐ質問する生徒が、まず自分で考えてから、その後、友人に

質問するようになった。 

                ④ペア学習やグループ学習を苦手にしていた生徒が小さい声ではあるが、グルー         

プでの話し合いや意見交換に参加することができるようになった。 

                ⑤生徒からの質問が増え、意欲・関心が高まり、質問のレベルが上がった。 

                  （例）当初は「全部分からない」という質問から「○○は分かるけど、□□の            

この部分が分からない」という具体的な質問になった。 

        ⑥新聞記事や問題文を読むスピードが速くなった。 

 

 

（２）成果      ①集中力が高まった。 

        ②時間管理能力が格段に向上した。（タイムマネジメント） 

                ②思考力・判断力・表現力が高まった。 

                ③各コンクール・コンテストへの応募についても、コロナ禍ではあるが、入賞者         

さ ら に 上 位 入 賞 者 が 出 て 、 多 く の 生 徒 が 自 分 の こ と の よ う に         

喜んでいる姿が見られた。 

         また、「第１１回しんぶん感想文コンクール」（琉球新報主催）では、県知事

賞・優秀賞・入選、さらに学校賞を受賞した。 

                ⑥理由や根拠を自分なりの言葉で具体的に書ける生徒が増えた。 

                ⑦コミュニケーション力、分析力、問題発見力・問題解決力が身についた。 

                ⑧文章を要約して書く、「要約力」が向上した。 

 

 

（３）課題      ①職員の温度差があり、新聞を活用することに「難しい」「ハードルが高い」と

考えている職員がいる。 

                ②新聞記事の教材化について悩んでいる職員が多いので、空き時間や放課後の時

間帯で、協働での教材づくりを丁寧に進めていくことが大切である。 
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５．おもな取組 

（２）校内研修 

      ①オリエンテ―ション「ＮＩＥ入門～ＮＩＥで身につく力・教育的効果・記事の教材化～」 

         （４月１日 講師：松田美奈子 主幹教諭・ＮＩＥアドバイザー） 

      ②ＮＩＥ研修会「ＮＩＥ講座 ～新聞のしくみと特徴新聞切り抜きワークショップ～」          

（４月５日 講師：松田美奈子 主幹教諭・ＮＩＥアドバイザー） 

 

（３）実践教科・領域と内容 

      ①社会：高校入試時事問題対策（予想問題づくり）、２０２１年度１０大ニュース 

      ②道徳：平和の継承者としての自覚 

            ：沖縄戦、身近な平和について考えよう（全学年・全学級） 

            ：新聞記事を活用して、思いやりの心、いじめに考えた。（ＴＴ授業） 

      ④総合的な学習の時間：「新聞切り抜きシート」づくり（１・２年） 

 ⑤学活：キャリア教育（２０２２北京冬季オリンピック記事を活用し、挑戦する心について 

     考えた） 

 

（４）その他 

      ①「学推だより」 

          ・職員向けに発行 

          ・内容は学力向上や授業改善に関する記事を掲載し、記事の要約や記事から読み取れる      

こと、記事のキーワード等を入れ、授業づくりのヒントになるよう心がけて作成した。 

          ・学推関連の記事を抜粋し、記事の「キーワード」から職員への発問を掲載し、発行者      

側からの一方通行にならないよう、職員の意識高揚をねらった。発問に関して、職員      

からの記述があったものは、校長や教頭に目を通してもらった。 

      ②「キャリア教育だより」 

          ・職員向けに発行 

          ・内容は、本校の方針である「中学校３年間を見据えたキャリア教育」を意識しながら、      

学活の授業で実践できる新聞記事を抜粋し、記事の要約、記事から読み取れること、      

記事の「キーワード」をもとに職員への発問を掲載した。発問への回答を記述し、職      

員から「キャリア教育だより」を預かり、校長や教頭に目を通してもらった。 

    ③「夢サポートだより」（全生徒に配付） 

          ・生徒、保護者向けに発行・・・記事を活用し、家庭で行うキャリア教育 

          ・学力向上や進路・キャリア教育関連の記事を掲載し、学校と家庭が連携・連動して学      

力向上やキャリア教育を進めていく目的で作成した。家庭で、日頃から「卒業後の進      

路」「夢を持つこと」「具体的な目標を立てて実行・継続すること」を意識させ、記      

事のキーワードをもとに、親子への問いも掲載し、回答させた。 
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６．生徒の変容・成果・課題 

（１）生徒の変容①初めの頃はスポーツ面など興味がある面や写真、広告面ばかりを見る生徒が多

かったが、見出しの特徴・リード文の役割など新聞の特性や特徴を教師が説明

した後は、他の面も読む生徒が増えた。 

                ②落ち着きのない生徒が少しずつ落ち着いてきた。 

                ③自分で考えず、すぐ質問する生徒が、まず自分で考えてから、その後、友人に

質問するようになった。 

                ④ペア学習やグループ学習を苦手にしていた生徒が小さい声ではあるが、グルー         

プでの話し合いや意見交換に参加することができるようになった。 

                ⑤生徒からの質問が増え、意欲・関心が高まり、質問のレベルが上がった。 

                  （例）当初は「全部分からない」という質問から「○○は分かるけど、□□の            

この部分が分からない」という具体的な質問になった。 

        ⑥新聞記事や問題文を読むスピードが速くなった。 

 

 

（２）成果      ①集中力が高まった。 

        ②時間管理能力が格段に向上した。（タイムマネジメント） 

                ②思考力・判断力・表現力が高まった。 

                ③各コンクール・コンテストへの応募についても、コロナ禍ではあるが、入賞者         

さ ら に 上 位 入 賞 者 が 出 て 、 多 く の 生 徒 が 自 分 の こ と の よ う に         

喜んでいる姿が見られた。 

         また、「第１１回しんぶん感想文コンクール」（琉球新報主催）では、県知事

賞・優秀賞・入選、さらに学校賞を受賞した。 

                ⑥理由や根拠を自分なりの言葉で具体的に書ける生徒が増えた。 

                ⑦コミュニケーション力、分析力、問題発見力・問題解決力が身についた。 

                ⑧文章を要約して書く、「要約力」が向上した。 

 

 

（３）課題      ①職員の温度差があり、新聞を活用することに「難しい」「ハードルが高い」と

考えている職員がいる。 

                ②新聞記事の教材化について悩んでいる職員が多いので、空き時間や放課後の時

間帯で、協働での教材づくりを丁寧に進めていくことが大切である。 
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５．おもな取組 

（２）校内研修 

      ①オリエンテ―ション「ＮＩＥ入門～ＮＩＥで身につく力・教育的効果・記事の教材化～」 

         （４月１日 講師：松田美奈子 主幹教諭・ＮＩＥアドバイザー） 

      ②ＮＩＥ研修会「ＮＩＥ講座 ～新聞のしくみと特徴新聞切り抜きワークショップ～」          

（４月５日 講師：松田美奈子 主幹教諭・ＮＩＥアドバイザー） 

 

（３）実践教科・領域と内容 

      ①社会：高校入試時事問題対策（予想問題づくり）、２０２１年度１０大ニュース 

      ②道徳：平和の継承者としての自覚 

            ：沖縄戦、身近な平和について考えよう（全学年・全学級） 

            ：新聞記事を活用して、思いやりの心、いじめに考えた。（ＴＴ授業） 

      ④総合的な学習の時間：「新聞切り抜きシート」づくり（１・２年） 

 ⑤学活：キャリア教育（２０２２北京冬季オリンピック記事を活用し、挑戦する心について 

     考えた） 

 

（４）その他 

      ①「学推だより」 

          ・職員向けに発行 

          ・内容は学力向上や授業改善に関する記事を掲載し、記事の要約や記事から読み取れる      

こと、記事のキーワード等を入れ、授業づくりのヒントになるよう心がけて作成した。 

          ・学推関連の記事を抜粋し、記事の「キーワード」から職員への発問を掲載し、発行者      

側からの一方通行にならないよう、職員の意識高揚をねらった。発問に関して、職員      

からの記述があったものは、校長や教頭に目を通してもらった。 

      ②「キャリア教育だより」 

          ・職員向けに発行 

          ・内容は、本校の方針である「中学校３年間を見据えたキャリア教育」を意識しながら、      

学活の授業で実践できる新聞記事を抜粋し、記事の要約、記事から読み取れること、      

記事の「キーワード」をもとに職員への発問を掲載した。発問への回答を記述し、職      

員から「キャリア教育だより」を預かり、校長や教頭に目を通してもらった。 

    ③「夢サポートだより」（全生徒に配付） 

          ・生徒、保護者向けに発行・・・記事を活用し、家庭で行うキャリア教育 

          ・学力向上や進路・キャリア教育関連の記事を掲載し、学校と家庭が連携・連動して学      

力向上やキャリア教育を進めていく目的で作成した。家庭で、日頃から「卒業後の進      

路」「夢を持つこと」「具体的な目標を立てて実行・継続すること」を意識させ、記      

事のキーワードをもとに、親子への問いも掲載し、回答させた。 
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        琉球新報  ２０２２年３月１２日付  市町村２９面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        沖縄タイムス  ２０２２年３月２３日付 教育１８面  
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７．資料（写真・新聞記事） 

     

             意見交換後、ワークシートに記入中！       

 

 

 

   

 

教師も生徒の考えの変容を見取っています。話し合いでは班長が司会進行し、聴き合っています。 
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        琉球新報  ２０２２年３月１２日付  市町村２９面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        沖縄タイムス  ２０２２年３月２３日付 教育１８面  
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７．資料（写真・新聞記事） 

     

             意見交換後、ワークシートに記入中！       

 

 

 

   

 

教師も生徒の考えの変容を見取っています。話し合いでは班長が司会進行し、聴き合っています。 
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令和３年度 NIE実践報告 

 

新聞を活用した主体的・対話的な活動を通して 

  沖縄県立具志川高等学校 

校 長 冨 里 一 公 

教 諭 澤 岻 良 子 

 

１. はじめに   

「雲外蒼天」令和３年度、昨年度に引き続き本校が掲げた学校スピリットである。この言葉の意味

は、雲を突き抜けたその先には、青空が広がっているということ。転じて、努力して苦しみを乗り越

えれば、すばらしい世界が待っているといったことを指している。このスピリットのもと、この 1年

間、学習指導に取り組んできた。 

本校は、NIE 実践校として、引き続き３年目となり、授業、学校活動において、新聞を活用した新

たな取り組み実施してきた。近年、また情報化社会の進展にともない、SNS を活用する子どもたちが

増えモラルの低下や人間関係の希薄化が問題視される中で、自分の考えを表現し伝える力を身につけ

るためには何が必要かを考えた。そこで、子どもたちの周りで起きている地域、日本、世界情勢に興

味・関心を持ち社会との繋がりを認識させ、主体的・対話的な深い学びによる授業を実施することで、

自身の考えを表現し相手へ伝える力が身につけられるのではないかと考え、NIE を取り入れ、新聞を

活用した授業展開の工夫に取り組んだ。 

 

２．実践内容 

（１）新聞を活用した LHR・総合的な学習の時間（３学年６クラス） 

  気になる記事を読み、要約、意見感想を書く。ｸﾞﾙｰﾌﾟ 4名で自分が気になる記事の要約、意見を伝え

た後に、分野ごとにまとめて貼り出し、クラス全体で共有した。 

 授業終了後、自分が気になる分野を見て意見を述べ合っている様子が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

3学年「総合的な学習の時間」全クラス実施 

新聞を読み、要約し、意見・感想を書いている様子 
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令和３年度 NIE実践報告 

 

新聞を活用した主体的・対話的な活動を通して 

  沖縄県立具志川高等学校 

校 長 冨 里 一 公 

教 諭 澤 岻 良 子 

 

１. はじめに   

「雲外蒼天」令和３年度、昨年度に引き続き本校が掲げた学校スピリットである。この言葉の意味

は、雲を突き抜けたその先には、青空が広がっているということ。転じて、努力して苦しみを乗り越

えれば、すばらしい世界が待っているといったことを指している。このスピリットのもと、この 1年

間、学習指導に取り組んできた。 

本校は、NIE 実践校として、引き続き３年目となり、授業、学校活動において、新聞を活用した新

たな取り組み実施してきた。近年、また情報化社会の進展にともない、SNS を活用する子どもたちが

増えモラルの低下や人間関係の希薄化が問題視される中で、自分の考えを表現し伝える力を身につけ

るためには何が必要かを考えた。そこで、子どもたちの周りで起きている地域、日本、世界情勢に興

味・関心を持ち社会との繋がりを認識させ、主体的・対話的な深い学びによる授業を実施することで、

自身の考えを表現し相手へ伝える力が身につけられるのではないかと考え、NIE を取り入れ、新聞を

活用した授業展開の工夫に取り組んだ。 

 

２．実践内容 

（１）新聞を活用した LHR・総合的な学習の時間（３学年６クラス） 

  気になる記事を読み、要約、意見感想を書く。ｸﾞﾙｰﾌﾟ 4名で自分が気になる記事の要約、意見を伝え

た後に、分野ごとにまとめて貼り出し、クラス全体で共有した。 

 授業終了後、自分が気になる分野を見て意見を述べ合っている様子が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

3学年「総合的な学習の時間」全クラス実施 

新聞を読み、要約し、意見・感想を書いている様子 
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（３）授業実践（2学年３クラス、３学年３クラス実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

気になる新聞を読み、切り取り、要約する。意見感想を記入し、最後に SDGsの 17の目標と、 

新聞の内容がどう繋がっているのかを考えさせる授業の展開の工夫をした。 

 記入後、グループでその記事を発表し、意見交換をした。 

日頃から社会情勢に目を向けている生徒からの、質問があり、その社会情勢について、グループ

で共有することができた。 

 

 

（４）倫理応用        

 

新聞スクラップコンテスト(新聞切抜きの部)佳作 ３年 渡口真帆                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

（２）夏休みの課題【新聞スクラップ・いっしょに読もう新聞コンクール】 

    本校では、毎年、夏休みの課題として、日頃から社会に関心を持ってもらいたいと、 

新聞の切り抜き、意見、感想をワークシート記入するスクラップ新聞の作成や、いっしょに読もう

新聞コンクール等を応募している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       いっしょに読もう！作文コンクール 全国奨励賞 ２年 遠藤こより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          沖縄タイムス(2021.12.22)    琉球新報(2021.12.22) 
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（３）授業実践（2学年３クラス、３学年３クラス実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

気になる新聞を読み、切り取り、要約する。意見感想を記入し、最後に SDGsの 17の目標と、 

新聞の内容がどう繋がっているのかを考えさせる授業の展開の工夫をした。 

 記入後、グループでその記事を発表し、意見交換をした。 

日頃から社会情勢に目を向けている生徒からの、質問があり、その社会情勢について、グループ

で共有することができた。 

 

 

（４）倫理応用        

 

新聞スクラップコンテスト(新聞切抜きの部)佳作 ３年 渡口真帆                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

（２）夏休みの課題【新聞スクラップ・いっしょに読もう新聞コンクール】 

    本校では、毎年、夏休みの課題として、日頃から社会に関心を持ってもらいたいと、 

新聞の切り抜き、意見、感想をワークシート記入するスクラップ新聞の作成や、いっしょに読もう

新聞コンクール等を応募している。 
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          沖縄タイムス(2021.12.22)    琉球新報(2021.12.22) 
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３. NIE コーナーの設置と充実  

今年度も、全校生徒が新聞を読めるよう、生徒会室前へ新聞コーナーを設置しイスに座り自由に読

み話し合いのできるスペースを設置(図１) 

   県内版の新聞を分け、今日の新聞の紹介をし、誰でも手に取り、読める新聞コーナーの設置は、3年

生をはじめ、全学年の生徒たちの新聞活用の場となった。                  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               図１ 新聞コーナー 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 社会情勢をピックアップ掲示板 

 

今年度は、新聞コーナーの隣に、掲示板を設置し(図２)、社会情勢をピックアップしたコーナーを

作った。衆議院選挙の時期には、沖縄選挙区から出馬する候補者たちの公約を全面で紹介するなど、

生徒が社会問題に興味関心を持ち、自分ごととして捉えられるよう意識をもてる工夫をした。 

３. まとめ 

  NＩＥ実践校として３年間、新聞を手に取ることのできる環境が身近にあり、社会情勢に関心を持つ生

徒が多くみられた。特に、3 年生は、受験の小論文対策としても活用し、社会を知る手法として多く活

用された。今後も、教科書だけの内容に留まらず、学んだことを社会と結び付け、自ら考え、意見を伝

えることのできる生徒を育んでいきたいと考える。 

令和３年度は、スペースを拡大！！ 

多くの生徒が、特に３年生が新聞を手

に取り読む姿が見られました。 

 多くの生徒が、新聞を手に取り、 

 読む姿が見られた。 
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　本校は、沖縄本島
最北端に位置する高
校で県内最小規模の
県立高校である。世
界自然遺産やんばる
の大自然の中にあ
り、その環境を学び
へと最大限に活用す
るために、平成13
年には本県で唯一の
専科「環境科」が設
置された。やんばる

の自然を教材とした活動が新聞紙上で常に伝えられ、本校のユニー
クな面＝独自性がアピールされている。しかし一方で、これまでの
本県の高校入試制度改革（例えば全県区高校の設置等）や地域の過
疎化・少子化の進行は本校に大きな影響を与え、本校への入学を支
えていた三村（国頭村・大宜味村・東村）からの志願者が激減し、
現在に至るまで入学者が定員を大幅に下回る状態が久しく続いてい
る。このような状況を改善し本校のユニークさを少しでも多くの中
学校や受験生に知ってもらうために、数年前より「みらい留学」制
度への参加や様々な取り組みを行ってきた。しかし、劇的な状況改
善とはならず定員割れが続いている状況は、学習者母集団内での激
しい学力格差をも生じさせている。また本校は、様々な事情や特性
を持った生徒がある程度数入学するため、再チャレンジの場として
学び直す機会を与える面もある（学習支援）。このような中で、NIE
がどのように力になれるのか（学びに対する動機づけ＝学ぶ姿勢の
育成や生きる力をつける支援）、NIE実践1年目の成果・課題などを
授業例も踏まえて報告していく。 
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2021年度　沖縄県NIE推進協議会実践指定校　 実践報告 

NIE Report at  Hentona High School

沖繩県立 
　　辺土名高等学校 
1946年：田井等高校分校 
1947年：辺土名高等学校　 
課程：全日制 

校訓　　　　　　　　　　　　　　　　

誠‥誠を以って己を持し
愛‥愛を以って人に接し 

勇‥勇を以って事に当れ 

設置学科：環境科　普通科 

学年制  各科 1学年１クラス　 

在校生数 96人 (2022.３現在） 

卒業生総数 ：１０,５６６

学 校 紹 介

実践例　３ 

はがき新聞

実践例　２ 

歴史を体感しようぜ

１　はじめに

SDGsの基本的知識をNIEで学ぶ

報告者作成ワークシート

授業風景 

（報告者撮影）

実践例　１ 

読みとき新聞

実践例　４ 

NIEで　　　　　　
へんなかんじ～

報告者：教諭　宮城通就
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生徒が社会問題に興味関心を持ち、自分ごととして捉えられるよう意識をもてる工夫をした。 

３. まとめ 

  NＩＥ実践校として３年間、新聞を手に取ることのできる環境が身近にあり、社会情勢に関心を持つ生

徒が多くみられた。特に、3 年生は、受験の小論文対策としても活用し、社会を知る手法として多く活

用された。今後も、教科書だけの内容に留まらず、学んだことを社会と結び付け、自ら考え、意見を伝

えることのできる生徒を育んでいきたいと考える。 

令和３年度は、スペースを拡大！！ 

多くの生徒が、特に３年生が新聞を手
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２ NIEでちゅ～がなびら 

～感じティ　考げ～ティ　語やビラ（伝えユン）～ 

　本校ではNIE実践初年度として「NIEでちゅ～がなびら」という、
島くとぅばを交えたテーマを設定した（「ちゅ～がなびら」には
「お元気ですか？」という意味があり、その意味に絡めNIEという手
法を学習者が身近に感じられる言葉を選んだ意図あり）。副題の
「感じティ  考げ～ティ  語やビラ～（伝えユン）」は、実際に学習
者が行うNIE活動を表す。学習の三要素＝「自己との対話・テキスト
との対話・他者との対話」を柱とした活動である。私はこの活動を
「学習の三位一体論」と（自分勝手に）名付けた。（右図１）。そ
して抽象的概念の把握が苦手な学習者が多い本校（学力困難校）に
おける「感じる」は、大変有効な学びの方法であった。 

　実践研究の目標＝ビジョンについて、結論から言えば「思考停止
の人間を作らない」という事である。考えることを諦めない子、考
えることから逃げない子を育成することを目標としている。そのた
めにも彼らに「学ぶ姿勢」を身につけさせることが肝心である。換
言するなら「どうにもならない時に、どうにかしようとする行動力
を持った人間作り」である。その方法として、教科書や課題学習、
体験学習、探究学習などの従来の方法による学習法をより深化・拡
充させる手法としてNIEを試みた。 

実践例１「読みとき新聞」の活用　【考げ～てぃ・伝えユン】 

　読みとき新聞は、小学生高学年向けに作成されたNIE用のワーク
シートである。本校では「５W１H型」のシートを使用している。授

業開始の10分以内か
ら始め、慣れてきた頃
には5分程度で記述さ
せている。狙いとして
は 、 ① 要 約 力 （ ５
W1H）。必須は４W
（いつ、どこで、誰
が、何を）の記述。②
自由記述での論理力
（根拠に基づいた考え
＝意見）の訓練。小学
生向きの記事である上
に、漢字には全てルビ
が振られている。なぜ
高校生でもこのワーク
シートが有効なのか
それは、使用してい
るシートは同じだが、
授業者が（発達段階に
応じて）、何を学習者

  2

考える
Think

伝える
Communicate

感じる
Feel

N
I
E

図１　学習の三位一体論
イメージ

RISO： 
「よみとき新聞ワークシート」 

無料配布配信サービス登録で毎週配信される

事実・具体例

訴えたいこと

伝えたい 

こと

図２　読みとき新聞を通して
育成したい力

思考を深めるQワード 

なんで？　ほかの考えは？
もし～だったら？ そもそも
例えば　立場を変えたら？
反対は？ あなただったら？
あえて逆で考えてみよう　
仮説を立ててみよう　前提
から疑ってみよう　誰かの
気持ちになってみよう　　
具体例をあげてみよう　　
似ているところと違うとこ
ろを整理しよう！ 

以上のワードは学習者が感
想や意見を考える時の「視
点」として、投げかけてい
る言葉です。 

（報告者作成）

（報告者作成）

ETV「Qワードおぼえうた」より
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に要求するかで「有効性」が決まると考える。本校の場合、１点目に自ら新聞を読んでいる生徒は少ない
という点、２点目は教科書の内容と現実社会との関係性が見出せない生徒が多々いる点を踏まえ、この
ワークシートが学習への入口として有効であると考えて使用している。一番の目的は「日常生活から生じ
た疑問を学習へ繋げたい」のである。このワークシートを始める時、ほとんどの学習者は自由記述の書き
出しを、記事の内容を繰り返す書き出しで始める。意見や感想を求めている箇所に、事実＝記事の内容を
書く。言い換えるなら、30分のドラマ番組を60分で説明するパターンである。自由記述は限られた字数で
ある。高校生の段階としては、その制限の中で事実・具体例を踏まえて「訴えたい事」や「伝えたい事」
を書く訓練、妄想ではなく根拠に基づいた「意見」「提言」を述べよと要求している（前頁図２参照）。
また、ワークシートには「チャレンジ」という箇所がある。いわゆる「応用力」の部分である。記事には
書かれていないが（書かれている記事もあるが）、書かれている事実を元に記事から推測できること（原
因や背景など）を述べる箇所である。記事から得た情報と自身の生活体験と既習を根拠として、（How：
どのように　Why：なぜ）を推論（根拠に基づいた推測）を求めている。また、次の段階（ステップ）と
して、６W３H【５W１H＋Whom（誰に）、How much(費用）、How many(どれくらいの量）】も準備し
ている。この段階では、「思考の奥行き（幅を持たせる）・思考の深堀り」を期待している。 

 

 

  3

　記事から考えてほしいことを「視点」として書き込んでいる。例えば、「あなたは内容に賛成・反対のどの立場
ですか」との問いかけから、そもそも時短にした理由は？なぜ解除すると思う？解除の目的は？などなど、学習者
と対話しながら記事の内容を踏まえた日常生活での疑問・課題を一緒に考えている。

実践例１

実践例２

「視点」として、①開催に賛成・反対、どちらの立場で意見を作るか②人命とオリンピック、経済、政治、何が背
景にあるのかを考えてみよう③アスリートの立場（パフォーマンスのピークは？）で考えてみようなどの３点を投
げかけた。限られた字数なので、一人称＝僕は不要では？「話し言葉」と「書き言葉」、文体や言い換えられる言
葉はないか、など語彙力を蓄積させることにも有効だと認識している。当然、誤字なども指導する。　　　　　　
（いわゆる、プチ小論文指導ですね）。
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　読みとき新聞を2019年度より使用している。その成果としては、他人事で感想や意見を述べていた学習
者たちが、記事の内容を自分ごととして捉え、訴えたいことや伝えたいことで自由記述を結びはじめたこ
とは学習の成果と言える。以下は、本校学習者たちの主な変化（成長）をまとめたものである（表１）。
もちろんこの変化の要因は、NIEのみならず「国語の授業における成果」であることにも言及したい。この
ことから、NIEにおける教科横断的アプローチの有意義性も強く提言したい。本年度は国語表現の授業で
の意見文を46本の投稿した結果、合計13本が地元２紙に掲載された（2021.４～2022.1現在）。学習者の
自己肯定感向上への大きな力になったと言える。次年度も協力体制を続けていきたいと考えている。ま
た、第12回「いっしょに読もう！新聞コンクール」（主催：日本新聞協会）において高校生部門で「教室
が苦手な子へ 学びの場」として意見を述べた本校生徒（梶本凛太朗君）が優秀賞をいただいたことも、成
果の一つとしてあげたい（図３） 

 

実践例２「歴史を体感しようぜ！」～日本史におけるNIE事例～ 
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日本史の授業：最初の４時間で作成。目的：暗記科目の印象を払拭。 
マクロとミクロを意識させ、歴史のスケールを体感させる。 
方法：１００年を10cmとして作成。例えば、旧石器時代時代は１万
8000年だから、１m８０cmとする。後はグループで決める。。 
令和の後は、NIE活動その１＝最近の新聞記事の見出しで、 
　　　　　　　　　　　今の社会を表現してみよう！（図４） 

　　　自由記述　結びの文言 
Befor　　　　他人事

　　　自由記述　結びの文言 
After            自分ごと

頑張って欲しいです。 
しないと、いけないなと思いました。 
願いたいです。続けばいいなと思う。

私も参加したいです。 
小さな事から続けていきたい。 
協力しなければと考えました。

いいなと思いました。 
初めて知った。いいんじゃないかな。

勉強しなければいけないと気づかされた。 
考えていきたい。考えていく。

驚いた。残念だと思った。 
大変だなと思いました。

大切にしてく。改善できる点がある。 
意識していく。問題意識が重要だ。

～かも知れません。ダメだと思った。 
気がする。～な気持ちになった。

～について見直すことが必要と考える。 
～していくことを決意した。

→

→

→

→

表１　「読みとき新聞ワークシート」（RISO提供）での学習の主な成果（報告者作成）

図３-１：琉球新報 図３-２：沖縄タイムス

【授業者感想】ミャンマー情勢、汚染水の海洋放出、コロナ第４波、緊急事態宣言、
中国と米国の関係、米警官黒人男性射殺・・学習者のチョイスは暗いニュース（見出
しで表現）。明るいニュースは、核兵器禁止条約発効のみ・・何か複雑な思いでした。 図４

【感じティ・語やびら】
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完成した年表
NIE活動その２
関連する新聞記事を探して、その時代に貼り付けよう！（図５）

年間を通し歴史に関連する記事を集める。該当する時代へ貼り付ける。 
15本の記事が集まりました。

・新聞に目を通す習慣づけ（学習の習慣化） 期待できる効果

・現代社会と関連づけて考察できる→　読解力養成へ 

成果：次の①②をあげたい。「歴史は暗記科目ではない！」。この点を伝えたく始めたもので
ある。当初は、NIEとの関連づけをせず、ただ単に歴史のスケールを体感させるだけであった。つま
り「マクロとミクロ」を意識させ、歴史の連続性を見える化し、物事を考える時は「ロングレンジ
で！」という程度でしかなかった。学力困難校において、日本史という敬遠がちな科目に対して、
（級友との）作業からスタートする授業を用意することで、消極的な気持ちが和らぎ意欲的に取り
組んでくれた（特性のある学習者が多い本校では、協働して学習する体験も社会性を身につける重
要な時間と言える）。そして、授業途中から「この学習にNIEを組み入れてはどうか？」と思いつい
た。結果的に成果として、①NIEを導入することにより学習者に「対話」が生まれた。作り終えた後
のフリートークで感想を共有し、学習者にそれぞれの「気づき」を発表させた。②年間を通しての
役割を与えることで「学習の習慣化」が期待できることがわかった。考古学の発見とかと関連させ
て教科書では気づけないものを意識させることができたことも挙げられるが、歴史の新聞記事を探
していたつもりが新聞の特長である「世の中を俯瞰的に見れる」ことに、ある学習者は気づいてく
れたことが最大の収穫と言える。歴史の記事を探しているつもりが、意外な出会い（興味をそそら
れる記事や出来事）があったのである。この点がネットでの情報収集との最大の違いであり、NIEの
醍醐味とも言える。（ネットは「見たい・知りたい情報のみ」の提示。学習に幅や他の事象との関
連性が理解しにくいと考える。釣りに例えるなら、1本釣りと言える。一方、新聞は投網である。世
の中を多角的多面的側面から情報収集ができる。しかも、その情報は、精査されたものであり記者
達によって５W1Hに整理されているのである）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

課題、①作業の時間配分である。４単位授業の３時間を作業とし１時間を考察（対話）の時間と予
定していたが、トータル５時間のオーバーとなった点（学習者の達成感を重視したため）。次年度
は、作業開始の１～２時間はしっかりと学習者の特性を受け止め、的確な指示（それぞれ特性に
あった役割）を考え、参加する学習環境の流れを作った後で、彼らの主体的な活動を見守りたい。
②新学習指導要領により、「探究」科目が導入される。「探究」科目への移行に向けての準備とNIE
の効果をこの１年で試行錯誤することで「探究」や「総合」の見通しをつけたい。

授業者の解説例（学習者への発問など） 
問い１：日本列島で生活した人たちの歴史の中では、文字で記録が残されたのは弥生時代の中頃ですが、この
年表から何が見える？（考えられる？）。学習者からの回答：《文字で記録された歴史ってごく最近のこと》 
生徒共回答：「日本の歴史は「縄文時代」がほとんどだ！」「現代・・短！」「こんな短期間で環境破壊」　　　　　　　　　　　
問い２：文字がないのに、何でわかるの（知ることができるの？）→「過去の歴史を知るうえで、遺跡や埋蔵
品はとても重要」ということを気づかせる。教科書の内容へ導くもあり、そのままフリートークもOK！ 

図５
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実践例３　「はがき新聞」～高校生活を振り返る～ 

 

 

 

　　 

　「はがきサイズ」の新聞でNIEの教育的手法も実践。情報を書き出し、分類し、文章にする過程を体験し
て書く力を育むことを目的としているNIEです（桃山学院大学教育大学今宮信吾准教授）。今回は卒業式
会場への展示を前提とし、保護者や後輩達へのメッセージを「はがき新聞」形式で作成してもらいまし
た。１・２段目には高校生活の思い出。３段目は「10年後の私」というテーマでお題を設定した。見出し
や小見出しの重要性（要約力）も理解している作品が多くできた。この企画は、来賓者・保護者の皆さま
から好評でした。ぜひあなたの学校でも！・・・行事やクラス開き（新クラスの自己紹介）や新年度の決
意宣言など多様な場面で活用できるNIEと認識しています。（RISOさんへ連絡したら、一式送ってもらえ

実践例４　NIEで へんなかんじ～ 

　 

 

  6

お題：高校生活を振り返る 学習者作品例１ 学習者作品例２

授業者作成見本１：記事の内容を踏まえた創作漢字。
「食」を「失」う合わせて「フードロス」と読む。 

授業者作成見本２：記事の内容を踏まえた創作漢字。
「若」「苦」「支」を合わせで「ヤンングケアラー」 

　新聞からは、社会的課題が見える。新聞は、社会や
時代を読み解くカギである。創作漢字で社会的課題を
考えてみることを目的とした、名付けて「NIEでへん
なかんじ～」（次年度実践予定）のNIE授業を紹介す
る。「探究」とは「一人一人が自分なりの課題（問
い）をもち、物事の意味・背景や人の思い・願いを探
りながら、自分が納得できる答え（めざす事柄やそれ
を実現するための手段）を見つけ出し、それらを駆使
しながら問いを更新していくこと」（渡邊巧広島大学
大学院准教授：No.775p 14『社会科教育』明治図
書）との提言を読んで思いついたNIEである。現実社
会にリアルに起きている課題、直面しているかもしれ
ない課題、気づかないうちに巻き込まれている課題を
日常生活と結びつけることで、当事者意識（自分ご
と）とさせることを目標として、探究科目で活かせな
いかとの思いで、試験的に現在実践している（前記p 
15参照）・・・と難しいことを言ったが、コロナ禍で
の自宅時間で売れているカードゲーム「へんなかんじ
ゲーム（言葉をむりやり漢字１字で表す創作漢字ゲー
ム）」からの発想の部分も大きいです。 
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「社会にみられる現実の課題（論争や困難、
挑戦）」を取り上げる、「学問文化に繋がる学
習課題」を作る。「視点」の中には、人間の
思いや願いといった気持ちが含まれる。
（略）国家・社会の形成者として児童・生徒に
分かって欲しい「教養」や「人類の叡智として
の学問文化（人文社会科学の概念や方法）」
を学ぶことに繋がる」（前記p16参照）という
考えも、社会科教師（地歴・公民）の端くれ
としての私を動かしてくれた。また、渡邊氏は
次のことも指摘する。「問いの構造化」につい
てである。「どのように、なぜ、どうすべき」
というように、問いを構造化し子どもにその
まま問いかけても実感を伴った探究にはなり
にくい。子ども自身が「なぜ」と問いたくなる
ような授業展開（文脈や状況）を仕掛けるこ
とが求められる」（中略）「子どもの学習課
題（問い）の水準を引き上げる「視点や方法」
が必要である」とも指摘する（前記p 17）。
私の大好きな筒井康隆の小説名ではないが、た
だの教師に何ができるのか？このNIE授業
「NIEでへんなかんじ～」を通して、渡邉氏の
指摘に向かって「頑張ってみよう！」と決意し
てます。学習者達と楽しくやってみます。その
後の報告は、次年度に報告いたします。 

学習者作品１：記事の内容を踏まえた創作漢字。「人」「男」
「女」を合わせで「ジェンダー」と読む。 

学習者作品２：記事の内容を踏まえた創作漢字。自分の「自」、
多様性の「多」。肯定の「肯」を合わせで「自分らしく」と読む。 

学習者作品３：記事の内容を踏まえた創作漢字。沖縄の「沖」、
足枷の「枷」で「べいぐんきち」と読む。 

⇦ICTを使ったNIE 

１ヶ月の１面を写メ

し、動画に編集。
「見比べる」とと

で、違い（新聞って
中立？）ってことを

考える。

　次年度の取り組みとして、柱として考えてい
るのは「主権者教育」である。18歳成人が
2022年4月からスタートすることも踏まえ、
NIEという手法を用いた主権者教育や情報リテ
ラシー育成の実践を中心に授業展開を考えてい
る。ところで、主権者教育では「中立性」がよ
く問題となる。現場の教師達は（人事考課制
度が現場に導入された後は、特に感じるが）
時事問題的な話題や選挙・政治的な話題に対し
て敬遠がちな傾向があり、若い教師達からは
「できればやり過ごしたい」の印象を受けて
いる。特に本県においては、沖縄戦等をテー
マとした平和学習やその後の現在までつなが
る基地問題についてである。しかし、主権者教
育はこの国を支える人間づくり（主権者づく
り）でもあり、この国の将来の姿にも深く関
わってくる。SDGsの学習の立場からも「未来
社会を創造する彼ら・彼女たち」において重要
な教育の柱と認識している。 
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　以前の勤務校で「沖縄の新聞は偏向
報道だ！」と主張した生徒がいた。そ
もそも・・新聞って「中立」なの？彼
の発言をきっかけに、私的な県外旅行
や公務での県外出張の際には、必ず地
元紙と全国紙を購入することを決めて
いる。2021年12月の福岡出張の際に
全国紙を買い集め後日、辺土名高校で
学習者と「１面の見出しと社説」を基
準として、表現や論調が似ている新聞
のグループ分けをした。結果は、いわゆる、世間一般のグループ分け（各新聞社の評価）と似たような結果
となった（図６）。左の方は、一日の始まりをシンボルとする新聞。右の方は、８チャンネルの隣国脅威
論をよく主張する・・・。次年度もこの見比べ授業をやってみようと考えています。ところで、主権者教育
（政治的問題等）を敬遠しがちな先生方へ、2022年２月26日にオンライン形式開催された「第5回NIE教育
フォーラム　主権者教育のこれからとNIEの
可能性」（主催：一般社団法人日本新聞協
会）でのパネリスト鈴木謙介関西学院大学准
教授のアドバイスを以下紹介いたします。
「丸山眞男氏の「日本の思想」を思い出して
ください。国語の教科書にもよく出るので、
読んだ経験があるかもしれませんが、評論の
部分「『である』ことと、『する』こと」か
ら考えてみませんか。政治的に「中立である
こと」と「中立であろうとすること」は違
う。「中立であろうとすること」が大事であ
る」との趣旨のアドバイスがありました。こ
れから主権者教育を実践していく上で、たい
へん参考になる提言と考えます（図７情報リ
テラシー授業　衆議院選挙後の地元２紙見比
べ）。先日、読売新聞大阪本社が大阪府と「包
括連携協定」を結んだというニュースを読んだ
（2022年1月28日内田樹研究室ブログ）。その後
に頭に浮かんできたのが、戦前の信濃日日新聞の桐生悠々さんです。新聞社も確かに「経営」という側面が
大切であると理解しているが、このニュースから何かモヤモヤ感が湧いてきました。これからの日本の民主
主義が心配です。ウクライナ情勢からのアジア安全保障論に関するメディアの伝え方もその不安要因の一つ
です。【桐生さんのことを詳しくは知りたい方は、「そしてメディアは日本を戦争へ導いた（半藤一利、保
阪正康 ／ 文藝春秋）を、ぜひ一読くだされ】。 

　今のご時世、教師（学びを教える者）でさえ新聞を購読している者も少なくなり（以前「え？まだ新聞
取ってるんですか？ネットで十分じゃないっすか？」と言われた経験あり）、新聞購読者数は毎年激減の
傾向である。しかし、まだまだ新聞というものは「世論を形成する力」「現代社会の諸課題を繋げ、課題
の解決・改善方法のヒントを得られるもの」と信じている。教育現場で教える立場である者でさえ新聞購
読者は激減している。いわんや、学習者の家庭購読率は・・。だからこそ、学校現場では「学びの手法の
一つであるNIE」の機会を確保・実践し、学習者へNIEを経験をさせることは、子どもの学び（人生の可能
性を拡げる支援）として十分に力となる学習方法である考える。単元内容の導入や深化に止まらす主権者
教育や総合的探究学習なども含め、NIE的学習法は学ぶ姿勢を身につける（思考停止にならないため）に
は、必要不可欠な方法であると考えている。 

　次ページには本校（辺土名）生徒達のあるアンケートに対する回答がある。【2021年12月～2022年１
月実施：対象生徒：１年環境科（16名）１年普通科（７名）２年環境科（14名）２年普通科（６名）】

図６　全国紙、紙面読み比べて、グループ分けしてみよう！ 

図７　衆議院選挙前と後のしんぶん（地元紙）を見比べた。地元2
紙でも、学習者の表現の違いから、何かを感じていた。 
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アンケートの内容は、政府の教育再生実行会議における2019年に日本財団が調査した「国や社会に
対るする意識調査（世界９カ国の17歳～19歳描く1000人の若者対象）」での質問項目です。その中
のいくつかを辺土名高校の生徒達も答えてもらいました（図８、図９）。【参照：『学校ってなんな
んだ！日本の教育はなぜ息苦しいのか』著：工藤勇一　鴻上尚史　講談社現代新書　p 98】

図８-1　1年：普通科　 図８-2　1年：環境科

図９-1 ２年：普通科 図９-２　２年：環境科
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2021年 6月 8日（水）職朝 
                    沖縄ならではの面白い横断幕の紹介。 
                    県外出身の職員からは驚きの声が上がっていた。 

 

2021年 7月 12日 職朝 
ネーネーズとして活動している卒業生の紹介。 

2021年 11月 10 軽石について。 

2021年度 NIE実践報告書 
ヒューマンキャンパス高等学校 

校長：仲地 暁 
教諭：當山 由佳 

仲村 衿華 
 

1.はじめに 
 本校では、2019年度から NIE実践指定校に認定され、通信制高校初の実践校となる。本年度は認定校とし
て 3年目にあたる。当校はスクーリングで全国の生徒と関わる中で、新聞を通して沖縄についての興味関心に
繋げるとともに、新聞を身近に感じ、それぞれの生まれ育った地方の新聞にも関心が持てるよう実践をしてき

た。インターネットが普及し、生徒が情報収集するには、専らスマートフォンやパソコンを使用し、自分の興

味関心のある分野だけという限定的な現状だが、このNIEを通して新聞から広い視野を養っていけるよう取り
組んでいる。 
 
2.本校の取り組み 
①仲地暁校長による新聞を活用した職員朝礼 
毎朝オンラインで職員朝礼を行っている。県外出身の職員も多く、沖縄の特性を知ってもらうため、 

新聞の記事から人物、植物、自然、時事、伝統について新聞の記事を活用しながら紹介している。 
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　2021年度沖縄県NIE実践指定校初年度の主な実践を報告をしてきた。まだまだ、ご紹介したい実践
がある。例えば、ICTとNIE、「時事絵日記」（絵日記風に時事問題を風刺しよう）、土地公示価格か
らの「日本における税制史」の学習、NIE（慰霊の日特別号）での平和学習、メディアの功罪（世論の
支持無くして戦争は成り立たない）、ガラスの天井：ジェンダー問題、論理って何？新聞パズルでロ
ンリを体感…などです。私は現在、普天間基地の１Km以内に住んでます。2021年７月には土地規制法
が成立しました。そのような状況下で、私の部屋に私服警官が来ては困るので割愛しました。職質
は、昭和が終わる時にたくさん経験させていただいので（自粛ムードの中で街を徘徊していた私）、
もう懲り懲りです。だがしかし、次年度では「時事絵日記」や「平和学習」や「紙面読み比べ」など
も実践をまとめ報告したいと考えています（マルティン・ニーメラーさんの詩が私の信条の一つなの
で、やらずにはいられない・・・）。 

　「新聞を当たり前にして、当たり前を疑え」（宮城教育大学付属小学校 佐藤拓郎教諭　社会科教育
No.755 p48 明治図書)の投げかけをNIE授業展開の指針としたい。生きた教科書と言われる新聞を活
用し、学習者の「ガチ（切実な思い）」を引き出すことから「主体的・対話的な学習」が生まれる。
それは、学習者が「生きていく力」や「学ぶ姿勢」を身につけることにつながる。そのためにも「授
業コーディネイト力」や「読解力を鍛える授業デザイン」、「思考を深める発問力」を私自身に常に
問い続けていかなければならないと考えてる。そして最後に「言っている人の言葉ではない。聴く人
の耳が大事である～人の話にしっかりと耳を傾けることのできる子どもを育てるべし～」（社会科教
育No.745 P５）という関浩和氏（兵庫教育大学大学院教授）の言葉を忘れずに、今後も実践を続けて
いきたい。 

　アンケート結果から、Q13 「自分の国に解決したい社会課題がある」に対して、平均で８５％の以
上の生徒（ある・どちらかと言えばあるに回答した割合は、１年普通科（71％）環境科（１100％）２
年普通科（83％）環境科（86％）が解決すべき社会解題の存在を認識している一方で、Q14「自分で
この国や社会を変えられると思う」の質問に対しては、1年普通科（71％）環境科（50％）２年普通科
（67％）環境科（65％）となり、消極的回答（思わない・どちらかと言うと思わない）の平均は63％
となった。主権者教育を実施する上で、重要な意味をもつ事前資料となった。地歴・公民での授業はも
ちろんのこと探究学習や特別活動（生徒会活動）、生徒の学校生活全般をも含んだ全領域でNIE的手法
を柱とした学習を実践し、Q14の質問に対する消極的回答の減少と積極的回答（変えられると思う）の
増加を目指すことで、主権者としてのタネを育てていきたい。

（辺土名高等学校　地歴・公民科教諭：宮城通就）
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1.はじめに 
 本校では、2019年度から NIE実践指定校に認定され、通信制高校初の実践校となる。本年度は認定校とし
て 3年目にあたる。当校はスクーリングで全国の生徒と関わる中で、新聞を通して沖縄についての興味関心に
繋げるとともに、新聞を身近に感じ、それぞれの生まれ育った地方の新聞にも関心が持てるよう実践をしてき

た。インターネットが普及し、生徒が情報収集するには、専らスマートフォンやパソコンを使用し、自分の興

味関心のある分野だけという限定的な現状だが、このNIEを通して新聞から広い視野を養っていけるよう取り
組んでいる。 
 
2.本校の取り組み 
①仲地暁校長による新聞を活用した職員朝礼 
毎朝オンラインで職員朝礼を行っている。県外出身の職員も多く、沖縄の特性を知ってもらうため、 

新聞の記事から人物、植物、自然、時事、伝統について新聞の記事を活用しながら紹介している。 
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（２）社会（世界史 B）  授業者：島袋 一道 
 
時間 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価方法 
5分 自己紹介 

 
新聞記事を見せながら生徒に向けて学習に向かう心構

えを伝える 
 
 
・発問 
 【人物の拡大写真を見て、この人物は誰か。】 
・本時の目標 
 【目標：明を中心とした東アジア諸国の王朝の繁栄

について理解する。】 

 
・新聞記事（大学講師鈴木先

生による学生に向けた勉強

法）をもとに知識重点の勉

強ではなく、興味のあるこ

とをもっと深く考えるため

の知恵や知識を増やすこと

の大切さを伝える。 
 
 
 
・導入としてチンギスハン

の写真をみせて発問をす

る。 
・本時の内容が元の衰退後

の明の時代であることを意

識させる。 
 
・ワークシートを配布する 

 

25分 ①朝鮮の諸王朝の成立と周辺諸国との関係性につい

て、ワークシートに記入する。 
 
②配布されたハングルの表をもとに自分の名前をハン

グルで記入する。                                                                              

・ハングルがこの頃に制定

されたこと、明への朝貢、秀

吉の朝鮮侵入などに触れな

がら補足説明していく。 

 

15分 ①琉球王国の繁栄についてワークシートにまとめてい

く。 
 
②琉球に関するクイズ（5問程度）に挑戦 
 ワークシートに記入していく。                                          

・明への朝貢や尚巴志によ

る三山統一、中継貿易の拠

点として繁栄したことに触

れながら補足説明してい

く。 

 

5分 記入用紙を回収   ・小さい用紙を配布して生

徒に記入させ、回収する。 
 

 
 
 
 
 
 
 

②授業実践（社会・国語・特別活動） 
 
今年度も新型コロナウイルスの影響により、スクーリングの延期・中止が余儀なくされた。 

その中で、札幌大通学習センター、秋葉原新学習センター、静岡学習センター、広島学習センター他 
が 11月・12月に本校スクーリングを実施することができた。 
 
 
（１）社会（日本史）  授業者：仲村 衿華 
 
時間 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価方法 
5分 ・自己紹介 

・導入発問をする 
 例）戦国時代に活躍した人物と言えば誰？ 
・本時の目標について説明する。 
・授業の流れについて説明する。 

・この時間は何に注意して

学習するか、自分が何をす

るかを意識させる。 

 

25分 レポートの範囲をもと戦国時代の武将についての説明 
（ 桶 狭 間 の 戦 い ・ 三 日 天 下 ・ 全 国 統 一 ）                                                                 

についてのポイントを、キーワードを強調しつつ説明。 
・ワークノートを使用して、戦国時代の流れを時系列

で記入する。                                                                                  

・各項目の原因と過程・結果

について、時代の流れの影

響を考察しながら、ポイン

トをつかませる。 

 

15分 ・織田信長が行った改革について説明 
（楽市楽座→沖縄の公設市場の記事を使って市場を説

明） 
・日本が戦国時代の頃の沖縄について説明               
（南山・中山・北山・尚巴志）    
・沖縄の伝統やうるま市の闘牛の文化について説明                                          

・ワークノートを人数分準

備 
 

5分 記入用紙を回収   ・授業で気づいたこと、わか

ったこと等を、数名に発表

させる。 
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（２）社会（世界史 B）  授業者：島袋 一道 
 
時間 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価方法 
5分 自己紹介 

 
新聞記事を見せながら生徒に向けて学習に向かう心構

えを伝える 
 
 
・発問 
 【人物の拡大写真を見て、この人物は誰か。】 
・本時の目標 
 【目標：明を中心とした東アジア諸国の王朝の繁栄

について理解する。】 

 
・新聞記事（大学講師鈴木先

生による学生に向けた勉強

法）をもとに知識重点の勉

強ではなく、興味のあるこ

とをもっと深く考えるため

の知恵や知識を増やすこと

の大切さを伝える。 
 
 
 
・導入としてチンギスハン

の写真をみせて発問をす

る。 
・本時の内容が元の衰退後

の明の時代であることを意

識させる。 
 
・ワークシートを配布する 

 

25分 ①朝鮮の諸王朝の成立と周辺諸国との関係性につい

て、ワークシートに記入する。 
 
②配布されたハングルの表をもとに自分の名前をハン

グルで記入する。                                                                              

・ハングルがこの頃に制定

されたこと、明への朝貢、秀

吉の朝鮮侵入などに触れな

がら補足説明していく。 

 

15分 ①琉球王国の繁栄についてワークシートにまとめてい

く。 
 
②琉球に関するクイズ（5問程度）に挑戦 
 ワークシートに記入していく。                                          

・明への朝貢や尚巴志によ

る三山統一、中継貿易の拠

点として繁栄したことに触

れながら補足説明してい

く。 

 

5分 記入用紙を回収   ・小さい用紙を配布して生

徒に記入させ、回収する。 
 

 
 
 
 
 
 
 

②授業実践（社会・国語・特別活動） 
 
今年度も新型コロナウイルスの影響により、スクーリングの延期・中止が余儀なくされた。 
その中で、札幌大通学習センター、秋葉原新学習センター、静岡学習センター、広島学習センター他 
が 11月・12月に本校スクーリングを実施することができた。 
 
 
（１）社会（日本史）  授業者：仲村 衿華 
 
時間 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価方法 
5分 ・自己紹介 

・導入発問をする 
 例）戦国時代に活躍した人物と言えば誰？ 
・本時の目標について説明する。 
・授業の流れについて説明する。 

・この時間は何に注意して

学習するか、自分が何をす

るかを意識させる。 

 

25分 レポートの範囲をもと戦国時代の武将についての説明 
（ 桶 狭 間 の 戦 い ・ 三 日 天 下 ・ 全 国 統 一 ）                                                                 

についてのポイントを、キーワードを強調しつつ説明。 
・ワークノートを使用して、戦国時代の流れを時系列

で記入する。                                                                                  

・各項目の原因と過程・結果

について、時代の流れの影

響を考察しながら、ポイン

トをつかませる。 

 

15分 ・織田信長が行った改革について説明 
（楽市楽座→沖縄の公設市場の記事を使って市場を説

明） 
・日本が戦国時代の頃の沖縄について説明               
（南山・中山・北山・尚巴志）    
・沖縄の伝統やうるま市の闘牛の文化について説明                                          

・ワークノートを人数分準

備 
 

5分 記入用紙を回収   ・授業で気づいたこと、わか

ったこと等を、数名に発表

させる。 
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（３）特別活動 
 
①県外の学生たちへ沖縄の魅力を知ってもらうため、観光地やおすすめの特産品を紹介。 
 
 
 
 
 
 
 
② 沖縄の海について説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 沖縄の軽石問題について説明 

 
 
 
④ 新聞記事から軽石の活用方法について紹介。（新聞記事を見せる） 

 
 
 
 
 

（３）国語 
１．教材  ・県内新聞（2社）  ・パワーポイント   ・ワークシート 
２．単元設定の理由 
 ・高校生の新聞購読者数の現状を知る。 
・正しい情報を得るためには新聞は大切な情報源であり、ネットでは知りえない貴重な情報がたくさん 
あることを知る。 

３．本時の目標 
ア、高校生の新聞購読者数の現状を知る。 
イ、新聞記事を通して、自分の地域との違いを知る。 
４．本時の展開 
時間 指導過程 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価方法 
5分 担当教員の自

己紹介 
 

担当教員の自己紹介を行う。 
（方言でも自己紹介） 

授業に入りやすい雰

囲気づくりに努める。 
 

 

15分 高校生の新聞

購読状況の説

明 

① 高校生が新聞を「読む」

「読まない」の比率を知

る。 
② 新聞を読むとどのよう

なメリットがあるかを

説明する。 
（新書以冊分の情報が得ら

れる、受験勉強に有効） 

普段の自分の新聞と

のかかわりを考えさ

せる。 
 
生徒の興味を引く項

目にする。 
 
進路と合わせて新聞

の活用の重要性を考

えさせる。 

 

25分 新聞を読んで

知ろう 
①「琉球新報」「沖縄タイム

ス」を読みながら、自分の

住む地域との違いを知る。 
 
②沖縄についての気になる

記事を選び、ワークシート

にまとめる 
 

一面や、地域面、お悔

やみ情報、テレビ欄の

の紹介をし、興味をひ

かせる説明を行う。 
 
沖縄に関する記事に

絞ってワークシート

をまとめさせる 

 

5分 まとめ、講評 本時の感想を書く。 机間巡視  
５．おわりに 
東京学習センターの生徒が、インスタグラムで注目していた事柄が、今回の授業の新聞記事でより内容が詳細に

載っていることに感動し、SNSをより楽しむためにも新聞は意外な効果があることを実感していた。 
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（３）特別活動 
 
①県外の学生たちへ沖縄の魅力を知ってもらうため、観光地やおすすめの特産品を紹介。 
 
 
 
 
 
 
 
② 沖縄の海について説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 沖縄の軽石問題について説明 

 
 
 
④ 新聞記事から軽石の活用方法について紹介。（新聞記事を見せる） 

 
 
 
 
 

（３）国語 
１．教材  ・県内新聞（2社）  ・パワーポイント   ・ワークシート 
２．単元設定の理由 
 ・高校生の新聞購読者数の現状を知る。 
・正しい情報を得るためには新聞は大切な情報源であり、ネットでは知りえない貴重な情報がたくさん 
あることを知る。 

３．本時の目標 
ア、高校生の新聞購読者数の現状を知る。 
イ、新聞記事を通して、自分の地域との違いを知る。 
４．本時の展開 
時間 指導過程 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価方法 
5分 担当教員の自

己紹介 
 

担当教員の自己紹介を行う。 
（方言でも自己紹介） 

授業に入りやすい雰

囲気づくりに努める。 
 

 

15分 高校生の新聞

購読状況の説

明 

① 高校生が新聞を「読む」

「読まない」の比率を知

る。 
② 新聞を読むとどのよう

なメリットがあるかを

説明する。 
（新書以冊分の情報が得ら

れる、受験勉強に有効） 

普段の自分の新聞と

のかかわりを考えさ

せる。 
 
生徒の興味を引く項

目にする。 
 
進路と合わせて新聞

の活用の重要性を考

えさせる。 

 

25分 新聞を読んで

知ろう 
①「琉球新報」「沖縄タイム

ス」を読みながら、自分の

住む地域との違いを知る。 
 
②沖縄についての気になる

記事を選び、ワークシート

にまとめる 
 

一面や、地域面、お悔

やみ情報、テレビ欄の

の紹介をし、興味をひ

かせる説明を行う。 
 
沖縄に関する記事に

絞ってワークシート

をまとめさせる 

 

5分 まとめ、講評 本時の感想を書く。 机間巡視  
５．おわりに 
東京学習センターの生徒が、インスタグラムで注目していた事柄が、今回の授業の新聞記事でより内容が詳細に

載っていることに感動し、SNSをより楽しむためにも新聞は意外な効果があることを実感していた。 
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令和３年度 NIE 実践報告書 

県立桜野特別支援学校 
比 嘉  美 保   

（NIE アドバイザー） 
 
Ⅰ はじめに  
本校は肢体不自由と病弱に特化した特別支援学校であり、主に金武町以北に住所のある児童生徒を対象としてい
る。令和３年度の児童生徒数は２４名と小規模の学校であるが、重度重複障害を有する、あるいは医療的ケアを
要する子どもたちが全体の半数を占めている。そのため、我々は常に児童生徒の体調の変化を敏感に察知できる
よう細心の注意を払いながら授業を行っている。 
 一方、所定の日課通りに生活できる子どもたちに対しては、個々の発達段階に応じた各教科等の授業を展開し
ているところである。 
 しかしながら、移動手段が限定的であり、生活の大部分に介助の手が必要である点は、ほとんどの児童生徒に
共通した障害特性である。生活圏が限定的となれば、年齢相応の生活経験は不足しがちになる。日常生活で得ら
れる知識の獲得や人との出会い、多様な価値観に触れる機会も圧倒的に少ない。例えば近所のコンビニに出かけ
たり、映画館で好きな席を選んだりといった、ごく当たり前の一場面も彼らには得難い日常となっている。障害
があることが問題なのではなく、障害があることにより生じる障壁が、学習の素地を生み出す経験を阻むもので
あると感じている。 
 本校が教育課程やキャリア教育の視点を整理する際に念頭に置く事柄の一つが、これらの内容となる。その実
践の具体的取り組みの小さな一歩として、以下の事例を報告したい。 
 
Ⅱ 実践 
 １ 『新聞パズル』 
  （１）対象 

文字の読み書きができる    
児童生徒 

  （２）教科：道徳 
  （３）学習の流れ 
    ① 準備１ 

見出しのキーワード 
     を隠す。 
    ② 準備２ 

新聞記事をパズルの 
ピースにカットする。 

    ③ 学習活動１：パズルを作る。 
    ④ 学習活動２：記事を読み、見出しを考える。 
    ＊ 複数で行う場合には、共通するテーマの記事をグループ分準備し、各グループの見出しを一覧にし   
     て、テーマを全員で当てさせる。 
  （４）ねらい 
    ① 写真からの情報収集力 
    ② 記事から見出しを導き出す読解力 

 
3.まとめ 
 
今年度は実践 3 年目ではありましたが、全国の学習センターの学生への授業がほとんどできていない状況にあ
る。観光ができない状況だからこそ新聞に詰まった情報を提示しながら沖縄の魅力を伝え、関心をさらに持って

もらえるように各授業者が工夫し展開している。 
次年度も新聞を活用した新たな試みを持った授業を計画してまいります。 
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令和３年度 NIE 実践報告書 

県立桜野特別支援学校 
比 嘉  美 保   

（NIE アドバイザー） 
 
Ⅰ はじめに  
本校は肢体不自由と病弱に特化した特別支援学校であり、主に金武町以北に住所のある児童生徒を対象としてい
る。令和３年度の児童生徒数は２４名と小規模の学校であるが、重度重複障害を有する、あるいは医療的ケアを
要する子どもたちが全体の半数を占めている。そのため、我々は常に児童生徒の体調の変化を敏感に察知できる
よう細心の注意を払いながら授業を行っている。 
 一方、所定の日課通りに生活できる子どもたちに対しては、個々の発達段階に応じた各教科等の授業を展開し
ているところである。 
 しかしながら、移動手段が限定的であり、生活の大部分に介助の手が必要である点は、ほとんどの児童生徒に
共通した障害特性である。生活圏が限定的となれば、年齢相応の生活経験は不足しがちになる。日常生活で得ら
れる知識の獲得や人との出会い、多様な価値観に触れる機会も圧倒的に少ない。例えば近所のコンビニに出かけ
たり、映画館で好きな席を選んだりといった、ごく当たり前の一場面も彼らには得難い日常となっている。障害
があることが問題なのではなく、障害があることにより生じる障壁が、学習の素地を生み出す経験を阻むもので
あると感じている。 
 本校が教育課程やキャリア教育の視点を整理する際に念頭に置く事柄の一つが、これらの内容となる。その実
践の具体的取り組みの小さな一歩として、以下の事例を報告したい。 
 
Ⅱ 実践 
 １ 『新聞パズル』 
  （１）対象 

文字の読み書きができる    
児童生徒 

  （２）教科：道徳 
  （３）学習の流れ 
    ① 準備１ 

見出しのキーワード 
     を隠す。 
    ② 準備２ 

新聞記事をパズルの 
ピースにカットする。 

    ③ 学習活動１：パズルを作る。 
    ④ 学習活動２：記事を読み、見出しを考える。 
    ＊ 複数で行う場合には、共通するテーマの記事をグループ分準備し、各グループの見出しを一覧にし   
     て、テーマを全員で当てさせる。 
  （４）ねらい 
    ① 写真からの情報収集力 
    ② 記事から見出しを導き出す読解力 

 
3.まとめ 
 
今年度は実践 3 年目ではありましたが、全国の学習センターの学生への授業がほとんどできていない状況にあ
る。観光ができない状況だからこそ新聞に詰まった情報を提示しながら沖縄の魅力を伝え、関心をさらに持って

もらえるように各授業者が工夫し展開している。 
次年度も新聞を活用した新たな試みを持った授業を計画してまいります。 
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 ３ 『運動会新聞』（行事の感想文の代替） 
  （１）対象：文字の読み書きの前段階にある児童生徒   
  （２）教科：国語 
  （３）学習の流れ 
    ① 準備１：行事の写真（複数枚） 
    ② 準備２：見本となる新聞記事の提示 
    ③ 学習活動１：行事の中で頑張った場面、印象に残った姿を写した写真の選択 
    ④ 学習活動２：写真を選んだ理由を教師に伝える（聴き取りや選択肢を提示しながら） 
    ⑤ 学習活動３：伝えたい言葉や内容を写真に置き換え、教師と一緒に文章を作成する。 
  （４）ねらい 
    ① 伝えたい内容を自己決定する 
    ② 文字の代わりに写真を使って自分の感想を他者に伝える 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ まとめ 
 １ 成果 
  （１）他者（主に教師）との対話を通して問題を解くことで、考えを深めたり、見方を広げたりする様子 

が見られた。 
  （２）校内の教職員に、新聞活用の実践方法や、児童生徒の課題にアプローチする方法の一つに新聞がある 

ということを知ってもらうきっかけになった。 
 ２ 今後の課題 
  （１）児童生徒の課題に迫るだけの実践数には程遠い。次年度はますます教職員への周知を図り、新聞活用

により補えるものを共有し、日常的な活用を促していく必要がある。 
  （２）他校との交流学習の際に多様な見方や考え方に触れるきっかけとして新聞を活用する。 

    ③ 見出しやキーワードの効果 
    ④ 最新のニュースに対する興味関心の喚起 
 ２ 『ちょこっと NIE』 
  （１）対象：全児童生徒   
  （２）教科：全教科等 
  （３）学習の流れ 
    ① 準備１：記事や４コマ漫画 
    ② 準備２：記事と手書きの問題文による学習プリント 
    ③ 学習活動：問題を解く。 
  （４）ねらい 
    ① 記事、写真から、問題文の答えを導き出す力 
    ② 最新のニュースや学習の予備知識となる話題に対する興味関心の喚起 
    ③ 情報収集力 
    ④ 生活や既習事項と結びつけて問題を考える態度 
    ⑤ 粘り強く考えようとする態度 
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により補えるものを共有し、日常的な活用を促していく必要がある。 
  （２）他校との交流学習の際に多様な見方や考え方に触れるきっかけとして新聞を活用する。 

    ③ 見出しやキーワードの効果 
    ④ 最新のニュースに対する興味関心の喚起 
 ２ 『ちょこっと NIE』 
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  （４）ねらい 
    ① 記事、写真から、問題文の答えを導き出す力 
    ② 最新のニュースや学習の予備知識となる話題に対する興味関心の喚起 
    ③ 情報収集力 
    ④ 生活や既習事項と結びつけて問題を考える態度 
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【沖縄県ＮＩＥ推進協議会組織（２０２１年度）】 
＜会長＞  仲村守和（元沖縄県教育長） 
＜副会長＞ 与那嶺一枝（沖縄タイムス社編集局長） 

松元剛（琉球新報社編集局長） 
＜顧問＞  山内彰（元沖縄県教育長） 

武富和彦（沖縄タイムス社代表取締役社長） 
玻名城泰山（琉球新報社代表取締役社長） 

＜ＮＩＥアドバイザー＞ 
甲斐崇（西原町教育委員会指導主事） 
佐久間洋（恩納村立恩納小学校教頭） 
國吉美穂（興南中学・高校校教諭） 
松田美奈子（沖縄市立コザ中学校主幹教諭） 
宮城英誉（名護市立大宮小学校教諭） 
比嘉美保（沖縄県立桜野特別支援学校教諭） 
宮城通就（沖縄県立辺土名高等学校教諭） 

＜事務局長＞高崎園子（沖縄タイムス社編集局ＮＩＥ事業推進室事務局長） 
※事務局は沖縄タイムス社と琉球新報社が２年交代で担当 
＜会員社＞沖縄タイムス社▷琉球新報社▷宮古毎日新聞社（那覇支社）▷八重山毎日新聞
（那覇支局）▷朝日新聞社（那覇総局）▷毎日新聞社（那覇支局）▷読売新聞社（那覇支局）
▷日本経済新聞社（那覇支局）▷共同通信社（那覇支局）▷時事通信社（那覇支局） 
 
【沖縄県ＮＩＥ運動の経過】 
＜１９９６年（平成８年）＞ 
「沖縄県ＮＩＥ連絡会」結成 
７月２５日 第１回ＮＩＥ全国大会（東京都） 。新聞社員２名、県教育庁指導主事２名

が参加 
＜１９９９年（平成１１年）＞ 
日本新聞教育文化財団によるＮＩＥ実践指定校に那覇市立松島小、同古蔵中、県立首里 

東高。※翌年以降の実践指定校は別紙一覧表に掲載 
＜２０００年（平成１２年）＞ 
２月２６日 県ＮＩＥ連絡会を母体に「沖縄県ＮＩＥ推進協議会」設立総会。全国３３番 

目。初代会長に津留健二元教育長。事務局を沖縄タイムス社に設置 
７月２７日 ＮＩＥ全国大会（神奈川県）参加 

＜２００１年（平成１３年）＞ 
３月１６日 県ＮＩＥ推進協議会総会。津留会長再任 
７月２６日 ＮＩＥ全国大会（兵庫県）参加 
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【沖縄県ＮＩＥ推進協議会組織（２０２１年度）】 
＜会長＞  仲村守和（元沖縄県教育長） 
＜副会長＞ 与那嶺一枝（沖縄タイムス社編集局長） 

松元剛（琉球新報社編集局長） 
＜顧問＞  山内彰（元沖縄県教育長） 

武富和彦（沖縄タイムス社代表取締役社長） 
玻名城泰山（琉球新報社代表取締役社長） 

＜ＮＩＥアドバイザー＞ 
甲斐崇（西原町教育委員会指導主事） 
佐久間洋（恩納村立恩納小学校教頭） 
國吉美穂（興南中学・高校校教諭） 
松田美奈子（沖縄市立コザ中学校主幹教諭） 
宮城英誉（名護市立大宮小学校教諭） 
比嘉美保（沖縄県立桜野特別支援学校教諭） 
宮城通就（沖縄県立辺土名高等学校教諭） 

＜事務局長＞高崎園子（沖縄タイムス社編集局ＮＩＥ事業推進室事務局長） 
※事務局は沖縄タイムス社と琉球新報社が２年交代で担当 
＜会員社＞沖縄タイムス社▷琉球新報社▷宮古毎日新聞社（那覇支社）▷八重山毎日新聞
（那覇支局）▷朝日新聞社（那覇総局）▷毎日新聞社（那覇支局）▷読売新聞社（那覇支局）
▷日本経済新聞社（那覇支局）▷共同通信社（那覇支局）▷時事通信社（那覇支局） 
 
【沖縄県ＮＩＥ運動の経過】 
＜１９９６年（平成８年）＞ 
「沖縄県ＮＩＥ連絡会」結成 
７月２５日 第１回ＮＩＥ全国大会（東京都） 。新聞社員２名、県教育庁指導主事２名

が参加 
＜１９９９年（平成１１年）＞ 
日本新聞教育文化財団によるＮＩＥ実践指定校に那覇市立松島小、同古蔵中、県立首里 

東高。※翌年以降の実践指定校は別紙一覧表に掲載 
＜２０００年（平成１２年）＞ 
２月２６日 県ＮＩＥ連絡会を母体に「沖縄県ＮＩＥ推進協議会」設立総会。全国３３番 

目。初代会長に津留健二元教育長。事務局を沖縄タイムス社に設置 
７月２７日 ＮＩＥ全国大会（神奈川県）参加 

＜２００１年（平成１３年）＞ 
３月１６日 県ＮＩＥ推進協議会総会。津留会長再任 
７月２６日 ＮＩＥ全国大会（兵庫県）参加 
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４月 財団指定の実践校「奨励枠」に県内から初めて北中城村立北中城小学校、宜野湾小
学校（ともに０９年度指定）を推薦し、認定される 
５月１４日 ＮＩＥワークショップ（沖縄タイムス社で） 
６月１日 県独自指定校制度が発足。協議会が４校を指定し、沖縄タイムス・琉球新報２

紙を提供開始。１０年度はうるま市立比嘉小学校、豊見城市立豊見城中学校（以上０９年財
団指定校）、うるま市立石川中学校、与那原町立与那原中学校（以上新規） 
６月５日 九州地区事務局長会議・アドバイザー会議（熊本市）に与那嶺功事務局長、兼

松力アドバイザー出席 
６月２９日 県ＮＩＥ推進協議会総会。山内会長再任 
７月２９日 ＮＩＥ全国大会（熊本県）参加 
１１月６日 第４回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（沖縄タイムス社で）。教育関係者、保

護者ら２００人が参加した。越来小が国語の公開授業。記念講演は作家の大城貞俊さん（琉
球大学准教授）。兼松力教諭（ＮＩＥアドバイザー）、古波津聡越来小教諭、山城銀子小禄南
小校長、奥村敦子沖縄タイムス社学芸部デスク、佐藤ひろこ琉球新報社教育担当キャップを
パネリストに、佐久間洋宜野湾小教諭をコーディネーターにシンポジウム「新学習指導要領
とＮＩＥ」を行った 
＜２０１１年（平成２３年）＞ 
２月９日 日本新聞教育文化財団の枝元一三コーディネーターを招いた特別講演会「新

学習指導要領とＮＩＥ」（主催＝読谷中、喜名小、共催＝県ＮＩＥ推進協議会）を読谷中学
校体育館で開催。村内の教職員ら約１２０人が参加した 
２月１０日 金武正八郎県教育長に要請活動。山内会長、中根学沖縄タイムス社編集局長、

玻名城泰山琉球新報社編集局長、兼松アドバイザーらがＮＩＥ活動への理解と協力を要請
した 
４月 ２０１０年６月にパイロット事業としてスタートした沖縄タイムス社と琉球新報

社による県指定校制度の継続を確認。５校を上限に指定予定 
６月１７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。事務局が琉球新報社へ 
７月２４日 ＮＩＥ全国大会（青森県）。教師・事務局１３人、取材記者４人が参加 
８月２日 ＮＩＥアドバイザー就任要請。山内会長らが４校訪問 
９月１４日 日本新聞協会ＮＩＥ専門部会で仲程俊浩氏、佐久間洋氏、甲斐崇氏のＮＩＥ

アドバイザー認定が了承される 
１０月１７日 日本新聞協会主催「第２回いっしょに読もう！新聞コンクール」の地域審

査（琉球新報社で） 
１１月１２日 第５回県ＮＩＥ実践フォーラム（那覇市立小禄南小学校で）。全２６学級

で公開授業。保護者６００人を含む７５０人が参加 
１２月１０日 県中学校総合文化祭。中学生が速報発行、両新聞社が支援。ＮＩＥ展示ブ

ースも設置。１１日まで 

＜２００２年（平成１４年）＞ 
４月５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。津留会長再任 
８月１日 ＮＩＥ全国大会（北海道）参加 

＜２００３年（平成１５年）＞ 
３月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に渡久地政吉元那覇市教育長。事務局を琉県

球新報社へ 
７月３１日 ＮＩＥ全国大会（島根県）参加 

＜２００４年（平成１６年）＞ 
７月 日本新聞教育文化財団が「ＮＩＥアドバイザー」制度を発足。県内から兼松力教諭

が認定される 
７月２９日 ＮＩＥ全国大会（新潟県）参加 

＜２００５年（平成１７年）＞ 
３月２０日 「日本ＮＩＥ学会」が発足 
４月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ 

 ７月２８日 ＮＩＥ全国大会（鹿児島県）参加 
 １１月７日 初めての「ＮＩＥ週間」実施 
＜２００６年（平成１８年）＞ 
５月２５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任 
７月２７日 ＮＩＥ全国大会（茨城県）参加 

＜２００７年（平成１９年）＞ 
県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に山内彰元県教育長。事務局を琉球新報社へ 
７月２６日 ＮＩＥ全国大会（岡山県）参加 
１１月１０日 「沖縄県ＮＩＥ実践フォーラム」を初開催（琉球新報社で） 

＜２００８年（平成２０年）＞ 
７月３１日 ＮＩＥ全国大会（高知県）参加 
１１月８日 第２回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（沖縄タイムス社で） 

＜２００９年（平成２１年）＞ 
４月１７日 ＮＩＥ実践中間報告会（琉球新報社で） 
５月９日 ＮＩＥワークショップ（琉球新報社で） 
５月１８日 県ＮＩＥ推進協議会総会。山内会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ 
７月３０日 ＮＩＥ全国大会（長野県）参加 
１０月３１日 第３回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（琉球新報ホールで） 

＜２０１０年（平成２２年）＞ 
３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（沖縄タイムス社で） 
３月８日 山内会長、岸本沖縄タイムス社長、高嶺琉球新報社長らが県教育長を訪問し、 

大城浩統括官にＮＩＥへの一層の理解と連携を要請 

90 資料　91



４月 財団指定の実践校「奨励枠」に県内から初めて北中城村立北中城小学校、宜野湾小
学校（ともに０９年度指定）を推薦し、認定される 
５月１４日 ＮＩＥワークショップ（沖縄タイムス社で） 
６月１日 県独自指定校制度が発足。協議会が４校を指定し、沖縄タイムス・琉球新報２

紙を提供開始。１０年度はうるま市立比嘉小学校、豊見城市立豊見城中学校（以上０９年財
団指定校）、うるま市立石川中学校、与那原町立与那原中学校（以上新規） 
６月５日 九州地区事務局長会議・アドバイザー会議（熊本市）に与那嶺功事務局長、兼

松力アドバイザー出席 
６月２９日 県ＮＩＥ推進協議会総会。山内会長再任 
７月２９日 ＮＩＥ全国大会（熊本県）参加 
１１月６日 第４回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（沖縄タイムス社で）。教育関係者、保

護者ら２００人が参加した。越来小が国語の公開授業。記念講演は作家の大城貞俊さん（琉
球大学准教授）。兼松力教諭（ＮＩＥアドバイザー）、古波津聡越来小教諭、山城銀子小禄南
小校長、奥村敦子沖縄タイムス社学芸部デスク、佐藤ひろこ琉球新報社教育担当キャップを
パネリストに、佐久間洋宜野湾小教諭をコーディネーターにシンポジウム「新学習指導要領
とＮＩＥ」を行った 
＜２０１１年（平成２３年）＞ 
２月９日 日本新聞教育文化財団の枝元一三コーディネーターを招いた特別講演会「新

学習指導要領とＮＩＥ」（主催＝読谷中、喜名小、共催＝県ＮＩＥ推進協議会）を読谷中学
校体育館で開催。村内の教職員ら約１２０人が参加した 
２月１０日 金武正八郎県教育長に要請活動。山内会長、中根学沖縄タイムス社編集局長、

玻名城泰山琉球新報社編集局長、兼松アドバイザーらがＮＩＥ活動への理解と協力を要請
した 
４月 ２０１０年６月にパイロット事業としてスタートした沖縄タイムス社と琉球新報

社による県指定校制度の継続を確認。５校を上限に指定予定 
６月１７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。事務局が琉球新報社へ 
７月２４日 ＮＩＥ全国大会（青森県）。教師・事務局１３人、取材記者４人が参加 
８月２日 ＮＩＥアドバイザー就任要請。山内会長らが４校訪問 
９月１４日 日本新聞協会ＮＩＥ専門部会で仲程俊浩氏、佐久間洋氏、甲斐崇氏のＮＩＥ

アドバイザー認定が了承される 
１０月１７日 日本新聞協会主催「第２回いっしょに読もう！新聞コンクール」の地域審

査（琉球新報社で） 
１１月１２日 第５回県ＮＩＥ実践フォーラム（那覇市立小禄南小学校で）。全２６学級

で公開授業。保護者６００人を含む７５０人が参加 
１２月１０日 県中学校総合文化祭。中学生が速報発行、両新聞社が支援。ＮＩＥ展示ブ

ースも設置。１１日まで 

＜２００２年（平成１４年）＞ 
４月５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。津留会長再任 
８月１日 ＮＩＥ全国大会（北海道）参加 

＜２００３年（平成１５年）＞ 
３月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に渡久地政吉元那覇市教育長。事務局を琉県

球新報社へ 
７月３１日 ＮＩＥ全国大会（島根県）参加 

＜２００４年（平成１６年）＞ 
７月 日本新聞教育文化財団が「ＮＩＥアドバイザー」制度を発足。県内から兼松力教諭

が認定される 
７月２９日 ＮＩＥ全国大会（新潟県）参加 

＜２００５年（平成１７年）＞ 
３月２０日 「日本ＮＩＥ学会」が発足 
４月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ 

 ７月２８日 ＮＩＥ全国大会（鹿児島県）参加 
 １１月７日 初めての「ＮＩＥ週間」実施 
＜２００６年（平成１８年）＞ 
５月２５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任 
７月２７日 ＮＩＥ全国大会（茨城県）参加 

＜２００７年（平成１９年）＞ 
県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に山内彰元県教育長。事務局を琉球新報社へ 
７月２６日 ＮＩＥ全国大会（岡山県）参加 
１１月１０日 「沖縄県ＮＩＥ実践フォーラム」を初開催（琉球新報社で） 

＜２００８年（平成２０年）＞ 
７月３１日 ＮＩＥ全国大会（高知県）参加 
１１月８日 第２回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（沖縄タイムス社で） 

＜２００９年（平成２１年）＞ 
４月１７日 ＮＩＥ実践中間報告会（琉球新報社で） 
５月９日 ＮＩＥワークショップ（琉球新報社で） 
５月１８日 県ＮＩＥ推進協議会総会。山内会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ 
７月３０日 ＮＩＥ全国大会（長野県）参加 
１０月３１日 第３回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（琉球新報ホールで） 

＜２０１０年（平成２２年）＞ 
３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（沖縄タイムス社で） 
３月８日 山内会長、岸本沖縄タイムス社長、高嶺琉球新報社長らが県教育長を訪問し、 

大城浩統括官にＮＩＥへの一層の理解と連携を要請 
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種に分かれて講師を務めた 
１１月３０日 第７回実践フォーラム（県立総合教育センターで）。沖縄市立コザ小学校

の４年生、５年生が公開授業。パネルディスカッションは実践校の教員、県教育行政、教育
センターからパネリスト・コーディネーターを招いて議論を深め、新聞社による新聞解育セ
ンターからパネリスト・コーディネーターを招いて議論を深め、新聞社による新聞解説・ワ
ークショップもあった。約１５０人が参加。※古波津聡沖縄市立コザ小学校教諭が５人目の
ＮＩＥアドバイザーに承認 
＜２０１４年（平成２６年）＞ 
２月６日 山内彰会長、玻名城泰山琉球新報社取締役編集局長、武富和彦沖縄タイムス山

内彰会長ら７人が県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪問 
３月４日 実践報告会（沖縄タイムス社）１２校が発表。ほか２校が紙面発表。県指定校

の拡大にともない、過去最大の報告校数になった 
５月２４日 九州アドバイザー・事務局長会議を沖縄で開催（沖縄タイムス社）。沖縄か

らは推進協発足の経緯やフォーラム開催などの活動報告、教育センターにＮＩＥ出前講座
が盛り込まれたことなどを報告 
６月２８日 ６月のおきなわＮＩＥセミナーから、セミナー開催前の午前中に実践教員

に呼び掛けて「研究部会」を開催。それぞれの実践を持ち寄り、情報交換 
７月３１日 ＮＩＥ全国大会（徳島県）参加。８月１日まで 
１１月１日 第８回実践フォーラム（県立総合教育センターで）興南中学校の国語の公開

授業、授業研究会を行った。約５０人が参加 
＜２０１５年（平成２７年）＞ 
２月１３日 山内彰会長、副会長の武富和彦沖縄タイムス社取締役編集局長、潮平芳和山

内彰会長、兼松アドバイザー、佐久間アドバイザーが県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪
問 
３月２日 実践報告会（沖縄タイムス社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の名護実

践報告会（沖縄タイムス社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の名護市立真喜屋小、興
南中学・高校、那覇市立小禄南小から報告を受け、３グループに分かれて報告の内容や日頃
の実践について意見交換 
５月１９日 県ＮＩＥ推進協議会総会。事務局が琉球新報社へ 
６月２５日 山内彰会長、甲斐崇ＮＩＥアドバイザーらが北中城村教育委員会に森田孟

則教育長らを訪問。地域連携型のＮＩＥ の推進について意見交換 
６月２７日 ＮＩＥ研究部会を開催。佐久間洋ＮＩＥアドバイザー、松田美奈子美東中教

諭が記事を使った道徳の授業について実践報告。１５年度から研究部会の開催を定例化し、
教員らの実践内容の共有、意見交換の場とすることを確認した 
７月３０日 第２０回ＮＩＥ全国大会（秋田県）に、山内彰会長ら教育関係者７人と新聞

社関係者９人の計１６人が参加。「『問い』を育てるＮＩＥ思考を深め、発信する子どもたち」

＜２０１２年（平成２４年）＞ 
２月１５日 大城浩県教育長を訪問（山内会長、アドバイザー、両新聞社編集局長）。夏

休みの短期講座の開催、全国大会への職員派遣を確認 
３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（琉球新報社で） 
４月２１日 県ＮＩＥ研究会発足。教員主体の研究組織を目指す。当面、新聞社主催の講

座に合わせて会合を開く 
６月２２日 県ＮＩＥ推進協議会総会。地元２社の会費の増額を承認（６万円から１０万

円に）。他の加盟社の会費増額は次年度総会までに議論することにした 
７月３０日 ＮＩＥ全国大会（福井県）参加。県教育庁から職員３人が参加 
７月・８月 県立総合教育センターで初の教員向け研修。７月２７日に短期研修講座・小

学校社会科講座の一部として佐久間アドバイザーが講師。８月３日は中学校社会・高校地歴
公民講座の一部として兼松アドバイザーが講師 
１１月３日 第６回県ＮＩＥ実践フォーラム（うるま市立中原小学校で）。県教育委員会、

うるま市教育委員会の後援を得た。特別支援を含む全学年全学級で公開授業を行い、保護者
や教育関係者、新聞関係者計８００人が来場した。教師向け、保護者向けのワークショップ
（分科会）も開催し、兼松・佐久間・甲斐アドバイザーが講師 
＜２０１３年（平成２５年）＞ 
１月２０日 教師向けメーリングリスト開設 
２月２０日 大城浩県教育長を山内会長らが訪問。全国大会への職員派遣、行政主催の研

修へのＮＩＥ採用に謝意を述べた 
３月６日 実践報実践報告会（琉球新報社で）。協会指定、県指定１０校のうち９校が報

告した 
４月 県立総合教育センターの出前講座にＮＩＥが開設。甲斐崇研究主事（ＮＩＥアドバ

イザー）が担当して校内研修や児童生徒の授業に対応開始 
５月１１日 教師向け研修会「第１回おきなわＮＩＥセミナー」開催。昨年度まで新聞社

主催だった講座を推進協主催に。原則として偶数月に開催する 
５月２４日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会費、会則の変更を了承。会費は地元２社１０万

円から１５万円に、全国紙４社３万円から４万円に、通信社２社１万円から３万円に、宮古・
八重山２社３万円据え置き。役員では副会長を１名から２名とし、地元紙２社の編集局長を
充て、任期を１年から２年とした。再任を妨げないことは従来通り。事務局が沖縄タイムス
社へ 
７月２５日 ＮＩＥ全国大会（静岡県）参加。県教育庁が前年に続いて職員を派遣し、県

内の教育関係者、新聞社関係者らが参加 
７月３０日 金武町教育委員会が主催する教員研修に４人のＮＩＥアドバイザーを派遣 
８月１３日 県中頭教育事務所が主催する１０年経験者研修の選択研修でＮＩＥが取り

入れられ、２０人が受講。推進協に講師派遣依頼があり、兼松、佐久間両アドバイザーが校

92 資料　93



種に分かれて講師を務めた 
１１月３０日 第７回実践フォーラム（県立総合教育センターで）。沖縄市立コザ小学校

の４年生、５年生が公開授業。パネルディスカッションは実践校の教員、県教育行政、教育
センターからパネリスト・コーディネーターを招いて議論を深め、新聞社による新聞解育セ
ンターからパネリスト・コーディネーターを招いて議論を深め、新聞社による新聞解説・ワ
ークショップもあった。約１５０人が参加。※古波津聡沖縄市立コザ小学校教諭が５人目の
ＮＩＥアドバイザーに承認 
＜２０１４年（平成２６年）＞ 
２月６日 山内彰会長、玻名城泰山琉球新報社取締役編集局長、武富和彦沖縄タイムス山

内彰会長ら７人が県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪問 
３月４日 実践報告会（沖縄タイムス社）１２校が発表。ほか２校が紙面発表。県指定校

の拡大にともない、過去最大の報告校数になった 
５月２４日 九州アドバイザー・事務局長会議を沖縄で開催（沖縄タイムス社）。沖縄か

らは推進協発足の経緯やフォーラム開催などの活動報告、教育センターにＮＩＥ出前講座
が盛り込まれたことなどを報告 
６月２８日 ６月のおきなわＮＩＥセミナーから、セミナー開催前の午前中に実践教員

に呼び掛けて「研究部会」を開催。それぞれの実践を持ち寄り、情報交換 
７月３１日 ＮＩＥ全国大会（徳島県）参加。８月１日まで 
１１月１日 第８回実践フォーラム（県立総合教育センターで）興南中学校の国語の公開

授業、授業研究会を行った。約５０人が参加 
＜２０１５年（平成２７年）＞ 
２月１３日 山内彰会長、副会長の武富和彦沖縄タイムス社取締役編集局長、潮平芳和山

内彰会長、兼松アドバイザー、佐久間アドバイザーが県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪
問 
３月２日 実践報告会（沖縄タイムス社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の名護実

践報告会（沖縄タイムス社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の名護市立真喜屋小、興
南中学・高校、那覇市立小禄南小から報告を受け、３グループに分かれて報告の内容や日頃
の実践について意見交換 
５月１９日 県ＮＩＥ推進協議会総会。事務局が琉球新報社へ 
６月２５日 山内彰会長、甲斐崇ＮＩＥアドバイザーらが北中城村教育委員会に森田孟

則教育長らを訪問。地域連携型のＮＩＥ の推進について意見交換 
６月２７日 ＮＩＥ研究部会を開催。佐久間洋ＮＩＥアドバイザー、松田美奈子美東中教

諭が記事を使った道徳の授業について実践報告。１５年度から研究部会の開催を定例化し、
教員らの実践内容の共有、意見交換の場とすることを確認した 
７月３０日 第２０回ＮＩＥ全国大会（秋田県）に、山内彰会長ら教育関係者７人と新聞

社関係者９人の計１６人が参加。「『問い』を育てるＮＩＥ思考を深め、発信する子どもたち」

＜２０１２年（平成２４年）＞ 
２月１５日 大城浩県教育長を訪問（山内会長、アドバイザー、両新聞社編集局長）。夏

休みの短期講座の開催、全国大会への職員派遣を確認 
３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（琉球新報社で） 
４月２１日 県ＮＩＥ研究会発足。教員主体の研究組織を目指す。当面、新聞社主催の講

座に合わせて会合を開く 
６月２２日 県ＮＩＥ推進協議会総会。地元２社の会費の増額を承認（６万円から１０万

円に）。他の加盟社の会費増額は次年度総会までに議論することにした 
７月３０日 ＮＩＥ全国大会（福井県）参加。県教育庁から職員３人が参加 
７月・８月 県立総合教育センターで初の教員向け研修。７月２７日に短期研修講座・小

学校社会科講座の一部として佐久間アドバイザーが講師。８月３日は中学校社会・高校地歴
公民講座の一部として兼松アドバイザーが講師 
１１月３日 第６回県ＮＩＥ実践フォーラム（うるま市立中原小学校で）。県教育委員会、

うるま市教育委員会の後援を得た。特別支援を含む全学年全学級で公開授業を行い、保護者
や教育関係者、新聞関係者計８００人が来場した。教師向け、保護者向けのワークショップ
（分科会）も開催し、兼松・佐久間・甲斐アドバイザーが講師 
＜２０１３年（平成２５年）＞ 
１月２０日 教師向けメーリングリスト開設 
２月２０日 大城浩県教育長を山内会長らが訪問。全国大会への職員派遣、行政主催の研

修へのＮＩＥ採用に謝意を述べた 
３月６日 実践報実践報告会（琉球新報社で）。協会指定、県指定１０校のうち９校が報

告した 
４月 県立総合教育センターの出前講座にＮＩＥが開設。甲斐崇研究主事（ＮＩＥアドバ

イザー）が担当して校内研修や児童生徒の授業に対応開始 
５月１１日 教師向け研修会「第１回おきなわＮＩＥセミナー」開催。昨年度まで新聞社

主催だった講座を推進協主催に。原則として偶数月に開催する 
５月２４日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会費、会則の変更を了承。会費は地元２社１０万

円から１５万円に、全国紙４社３万円から４万円に、通信社２社１万円から３万円に、宮古・
八重山２社３万円据え置き。役員では副会長を１名から２名とし、地元紙２社の編集局長を
充て、任期を１年から２年とした。再任を妨げないことは従来通り。事務局が沖縄タイムス
社へ 
７月２５日 ＮＩＥ全国大会（静岡県）参加。県教育庁が前年に続いて職員を派遣し、県

内の教育関係者、新聞社関係者らが参加 
７月３０日 金武町教育委員会が主催する教員研修に４人のＮＩＥアドバイザーを派遣 
８月１３日 県中頭教育事務所が主催する１０年経験者研修の選択研修でＮＩＥが取り

入れられ、２０人が受講。推進協に講師派遣依頼があり、兼松、佐久間両アドバイザーが校
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戦特別版の活用方法（松田アドバイザー）、１１月は「はがき新聞作り」（プール学院大学の
今宮信吾准教授）、２月に「NIE 年間計画の立て方」（石川アドバイザー）を行った 
８月３、４日 ＮＩＥ全国大会名古屋大会に山内彰会長、蔵根美智子前室川小校長、松田

美奈子アドバイザー、金城治・県立総合教育センター研究主事、宮城英誉・緑風学園教諭、
比嘉美保・森川特支教諭、内山直美・糸満中教諭、地元新聞社員が参加した 
１２月９、１０日  「第２３回県中学校総合文化祭」（沖縄市民会館など）で、沖縄タイ

ムス、琉球新報の移動編集車両（ワラビーＧＯ！、りゅうちゃん号）を活用し、大会の速報
作りを行った。速報作りには糸満中、美東中の生徒が記者として参加し、新聞社が指導した 
＜２０１８年（平成３０年）＞ 
１月１７日 名護市教育委員会の後援を得て、実践指定校の同市立小中一貫教育校緑風

学園で NIE 実践フォーラムを開催。朝の NIE フリートーク再現、５年生の社会、１年生と
８年生（中学２年）合同の国語の３本の授業を公開。小中一貫校らしい異学年の学びの蓄積
を他校教員、保護者らに見せた。学校の取り組みを振り返る全体会も行った 
３月８日 ２０１７年度の実践報告会を那覇市の沖縄タイムス社で開催した。日本新聞

協会指定のうち、指定最終年の高原小、美東中、興南高校が報告発表を行った。その後、他
の指定校の代表者が３グループに分かれ、報告への質疑、実践交流を行った 
５月１０日 緑風学園の宮城英誉教諭がＮＩＥアドバイザーに認定。北部地区での教師

ネットワークづくりへ 
５月２６日 ６年目の「おきなわＮＩＥセミナー」スタート。この日は「話す力・書く力

を育てる指導法」をテーマに佐久間洋、宮城英誉両アドバイザーが講師。その後、６月「切
り抜き新聞」（甲斐崇アドバイザーがメイン講師）、１２月「はがき新聞」（講師は桃山学院
学院教育大学の今宮信吾准教授）を行った 
５月３１日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に仲村守和元県教育長を選出。山内彰会長は

顧問に就任。６月４日に新旧会長が平敷昭人県教育長を訪問した 
７月２６、２７日 ＮＩＥ全国大会岩手大会に宮城英誉アドバイザー、比嘉美保桜野特別

支援学校教諭、宮城通就宜野座高校教諭、蔵根美智子放送大学沖縄学習センター客員准教授、
地元新聞社員が参加した 
８月４日 実践資料集（仮称）制作のため、編集委員会を結成し、８、９、１０、翌年１

月に会議。編集作業を進めた 
１０月９日 県教育庁の県立学校教育課、義務教育課から各１人の指導主事を推進協の

幹事に任命 
１１月８日 比嘉美保桜野特別支援学校教諭がＮＩＥアドバイザーに承認された 
１１月１２日 糸満市立糸満中学校でＮＩＥ実践フォーラム開催。数学、英語、国語、理

科で公開授業を行った 
１２月８、９日 「第２４回県中学校総合文化祭」（うるま市民芸術劇場など）で、沖縄

タイムス、琉球新報の移動編集車両で大会の速報作りを行った。速報作りには糸満中、美東

をテーマにしたパネル討論や公開授業、実践発表などを通して論理的思考力など「２１世紀
型学力」とＮＩＥの取り組みを学んだ 
９月９日 日本新聞協会ＮＩＥアドバイザーに、新たに石川美穂興南高教諭、松田美奈ア

ドバイザーに、新たに石川美穂興南高教諭、松田美奈子美東中教諭が認定 
１１月１２日 日本新聞協会実践指定校の那覇市立城北小学校が１１月のおきなわＮＩ

Ｅ月間に合わせ、４年（総合学習）、５年（道徳）、６年（国語）の公開授業を同校で行った 
１１月２６日 第６回「いっしょに読もう！新聞コンクール」（日本新聞協会主催）で、

小学生部門の最優秀賞に北中城小６年の瀬底蘭さんが選ばれた。同コンクールの最優秀賞
は県内初。奨励賞３人、優秀学校賞に大里南小が選ばれた 
＜２０１６年（平成２８年）＞ 
２月１６日 山内彰会長、潮平芳和琉球新報編集局長、武富和彦沖縄タイムス編集局長の

両副会長らは県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪問。教育行政とのさらなる連携を確認
した。いっしょに読もう！新聞コンクール最優秀賞の瀬底蘭さんの受賞も報告した 
３月１日 ２０１５年度の実践報告会を琉球新報社で開催。日本新聞協会ＮＩＥ実践校

のうち本年度で実践期間が終了する城北小、大里南小、興南中・高校がこれまでの取り組み
や成果を報告した 
５月２８日 県ＮＩＥ推進協議会総会 
６月１８日 ＮＩＥ研究部会を「ＮＩＥカフェ」として、ケーキやコーヒーの出る飲食店

で開催した。原則毎月第３土曜日の午後２時から開催し、教員が参加しやすい環境にした 
８月４日 第２１回ＮＩＥ全国大会（大分県）に、山内彰会長ら教育関係者９人と新聞社

関係者が参加。パネル討論や公開授業を通し、大分や各地の事例や手法などに理解を深めた 
１１月４日 県ＮＩＥ実践フォーラム２０１６（沖縄市立室川小学校で）。おきなわＮＩ

Ｅ月間（県教育委員会後援）の中心行事として開催。２、３、６学年（計３クラス）の公開
授業や全体会を行った。約１２０人が参加 
１２月１０日 第２２回県中学校総合文化祭で中学生が速報を発行し、両新聞社が支援

した。ＮＩＥ展示コーナーも設置し、実践校や新聞社の活動を紹介。１１日まで 
＜２０１７年（平成２９年）＞ 
３月１日 実践報告会（琉球新報社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の室川小、県

立森川特別支援学校が報告発表を行った 
４月２０日 山内彰会長、副会長の普久原均琉球新報社編集局長、石川達也沖縄タイムス

社編集局長、、佐久間アドバイザー、石川アドバイザーらが県教育庁に平敷昭人県教育長を表
敬訪問 
５月２６日 県ＮＩＥ推進協議会総会。共同通信社の会費増額を承認（３万円から４万円

に）。事務局が沖縄タイムス社へ 
５月２７日 本年度最初のおきなわＮＩＥセミナー。新聞協会主催の「いっしょに読もう

新聞コンクールを授業に組み込む」（佐久間アドバイザー）。その後、６月はこども新聞沖縄
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戦特別版の活用方法（松田アドバイザー）、１１月は「はがき新聞作り」（プール学院大学の
今宮信吾准教授）、２月に「NIE 年間計画の立て方」（石川アドバイザー）を行った 
８月３、４日 ＮＩＥ全国大会名古屋大会に山内彰会長、蔵根美智子前室川小校長、松田

美奈子アドバイザー、金城治・県立総合教育センター研究主事、宮城英誉・緑風学園教諭、
比嘉美保・森川特支教諭、内山直美・糸満中教諭、地元新聞社員が参加した 
１２月９、１０日  「第２３回県中学校総合文化祭」（沖縄市民会館など）で、沖縄タイ

ムス、琉球新報の移動編集車両（ワラビーＧＯ！、りゅうちゃん号）を活用し、大会の速報
作りを行った。速報作りには糸満中、美東中の生徒が記者として参加し、新聞社が指導した 
＜２０１８年（平成３０年）＞ 
１月１７日 名護市教育委員会の後援を得て、実践指定校の同市立小中一貫教育校緑風

学園で NIE 実践フォーラムを開催。朝の NIE フリートーク再現、５年生の社会、１年生と
８年生（中学２年）合同の国語の３本の授業を公開。小中一貫校らしい異学年の学びの蓄積
を他校教員、保護者らに見せた。学校の取り組みを振り返る全体会も行った 
３月８日 ２０１７年度の実践報告会を那覇市の沖縄タイムス社で開催した。日本新聞

協会指定のうち、指定最終年の高原小、美東中、興南高校が報告発表を行った。その後、他
の指定校の代表者が３グループに分かれ、報告への質疑、実践交流を行った 
５月１０日 緑風学園の宮城英誉教諭がＮＩＥアドバイザーに認定。北部地区での教師

ネットワークづくりへ 
５月２６日 ６年目の「おきなわＮＩＥセミナー」スタート。この日は「話す力・書く力

を育てる指導法」をテーマに佐久間洋、宮城英誉両アドバイザーが講師。その後、６月「切
り抜き新聞」（甲斐崇アドバイザーがメイン講師）、１２月「はがき新聞」（講師は桃山学院
学院教育大学の今宮信吾准教授）を行った 
５月３１日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に仲村守和元県教育長を選出。山内彰会長は

顧問に就任。６月４日に新旧会長が平敷昭人県教育長を訪問した 
７月２６、２７日 ＮＩＥ全国大会岩手大会に宮城英誉アドバイザー、比嘉美保桜野特別

支援学校教諭、宮城通就宜野座高校教諭、蔵根美智子放送大学沖縄学習センター客員准教授、
地元新聞社員が参加した 
８月４日 実践資料集（仮称）制作のため、編集委員会を結成し、８、９、１０、翌年１

月に会議。編集作業を進めた 
１０月９日 県教育庁の県立学校教育課、義務教育課から各１人の指導主事を推進協の

幹事に任命 
１１月８日 比嘉美保桜野特別支援学校教諭がＮＩＥアドバイザーに承認された 
１１月１２日 糸満市立糸満中学校でＮＩＥ実践フォーラム開催。数学、英語、国語、理

科で公開授業を行った 
１２月８、９日 「第２４回県中学校総合文化祭」（うるま市民芸術劇場など）で、沖縄

タイムス、琉球新報の移動編集車両で大会の速報作りを行った。速報作りには糸満中、美東

をテーマにしたパネル討論や公開授業、実践発表などを通して論理的思考力など「２１世紀
型学力」とＮＩＥの取り組みを学んだ 
９月９日 日本新聞協会ＮＩＥアドバイザーに、新たに石川美穂興南高教諭、松田美奈ア

ドバイザーに、新たに石川美穂興南高教諭、松田美奈子美東中教諭が認定 
１１月１２日 日本新聞協会実践指定校の那覇市立城北小学校が１１月のおきなわＮＩ

Ｅ月間に合わせ、４年（総合学習）、５年（道徳）、６年（国語）の公開授業を同校で行った 
１１月２６日 第６回「いっしょに読もう！新聞コンクール」（日本新聞協会主催）で、

小学生部門の最優秀賞に北中城小６年の瀬底蘭さんが選ばれた。同コンクールの最優秀賞
は県内初。奨励賞３人、優秀学校賞に大里南小が選ばれた 
＜２０１６年（平成２８年）＞ 
２月１６日 山内彰会長、潮平芳和琉球新報編集局長、武富和彦沖縄タイムス編集局長の

両副会長らは県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪問。教育行政とのさらなる連携を確認
した。いっしょに読もう！新聞コンクール最優秀賞の瀬底蘭さんの受賞も報告した 
３月１日 ２０１５年度の実践報告会を琉球新報社で開催。日本新聞協会ＮＩＥ実践校

のうち本年度で実践期間が終了する城北小、大里南小、興南中・高校がこれまでの取り組み
や成果を報告した 
５月２８日 県ＮＩＥ推進協議会総会 
６月１８日 ＮＩＥ研究部会を「ＮＩＥカフェ」として、ケーキやコーヒーの出る飲食店

で開催した。原則毎月第３土曜日の午後２時から開催し、教員が参加しやすい環境にした 
８月４日 第２１回ＮＩＥ全国大会（大分県）に、山内彰会長ら教育関係者９人と新聞社

関係者が参加。パネル討論や公開授業を通し、大分や各地の事例や手法などに理解を深めた 
１１月４日 県ＮＩＥ実践フォーラム２０１６（沖縄市立室川小学校で）。おきなわＮＩ

Ｅ月間（県教育委員会後援）の中心行事として開催。２、３、６学年（計３クラス）の公開
授業や全体会を行った。約１２０人が参加 
１２月１０日 第２２回県中学校総合文化祭で中学生が速報を発行し、両新聞社が支援

した。ＮＩＥ展示コーナーも設置し、実践校や新聞社の活動を紹介。１１日まで 
＜２０１７年（平成２９年）＞ 
３月１日 実践報告会（琉球新報社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の室川小、県

立森川特別支援学校が報告発表を行った 
４月２０日 山内彰会長、副会長の普久原均琉球新報社編集局長、石川達也沖縄タイムス

社編集局長、、佐久間アドバイザー、石川アドバイザーらが県教育庁に平敷昭人県教育長を表
敬訪問 
５月２６日 県ＮＩＥ推進協議会総会。共同通信社の会費増額を承認（３万円から４万円

に）。事務局が沖縄タイムス社へ 
５月２７日 本年度最初のおきなわＮＩＥセミナー。新聞協会主催の「いっしょに読もう

新聞コンクールを授業に組み込む」（佐久間アドバイザー）。その後、６月はこども新聞沖縄
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６月１６日 県ＮＩＥ推進協議会総会開催。仲村守和会長の再任、山内彰顧問の再任が承
認された。 
６月 「すぐに活用できるＮＩＥ授業実践資料」が完成。県内の全小中高校、特別支援学

校のほか、教育委員会など関係機関に配布した。 
１１月２２日 ＮＩＥ全国大会東京大会。新型コロナウイルス感染拡大のため、初のオン

ライン開催となった。 
１２月１９日 「いっしょに読もう！新聞コンクール」地域表彰式を琉球新報本社で開催。

全国奨励賞５人、地域表彰６人のうち、８人が出席した。 
＜２０２１年（令和３年）＞ 
１月２０日 実践校の一つである糸満中学校で「沖縄県ＮＩＥ授業研究会」開催。校内研

修として４教科の公開授業が行われ、アドバイザーが参加し助言を行った。 
３月９日 ＮＩＥ実践報告会を琉球新報本社で開催。日本新聞協会指定の２年目の実践

校４校がオンラインで発表した。 
４月 沖縄県ＮＩＥ推進協議会のサイト開設。 

 ４月１７日 ＮＩＥカフェをオンライン開催。アドバイザーが２０２１年度の実践計画
を報告。 
 ５月２２日 第２８回おきなわＮＩＥセミナーを沖縄タイムス社で開催。初めて対面・オ
ンラインのハイブリッド形式で行った。１５人が受講して、児童生徒の表現力を伸ばす新聞
活用法を学んだ。アドバイザーの宮城英誉教諭（名護市立大宮小学校）が講師を務めた。 
 ６月２６日 第２９回おきなわＮＩＥセミナーを対面・オンラインのハイブリッド形式
で、琉球新報社で開催。１７人が参加し、新聞を使ったＳＤＧｓ学習の教授法を学んだ。ア
ドバイザーの宮城通就教諭（県立辺土名高校）、國吉美穂教諭（興南中学・高校）が講師を
務めた。 
 ６月３０日 県ＮＩＥ推進協議会総会開催。２０２１年度活動方針案を承認した。 
 ８月１６日 ＮＩＥ全国大会札幌大会。新型コロナウイルス感染拡大のため、昨年に続き、
オンライン開催となり、式や分科会の様子がライブ・オンデマンド配信された。 
８月１７日 県立総合教育センターの夏期短期研修ＮＩＥ講座がオンライン開催。アド

バイザー７人とタイムス、新報の記者が講師を務め、県内の教諭１７人が参加。 

 １０月２３日 第３０回おきなわＮＩＥセミナーをオンラインで開催。１１人が参加し、
「はがき新聞」の実践方法を学んだ。 
１０月２５日 仲村守和会長、与那嶺一枝副会長、松元剛副会長が金城弘昌県教育長に学

校図書館への新聞配備など、ＮＩＥ活動への協力に関する５項目を要請。義務教育課の植前
秀一郎指導主事、県立学校教育課の石垣真仁指導主事に協議会幹事就任を依頼。 
１１月１７日 糸満市立糸満中学校で県ＮＩＥ実践フォーラムを開催。新型コロナウイ

ルスの影響で昨年は中止となり、２年ぶり。感染予防のため人数制限し、教員ら約３０人が
参加。英語、数学、社会、家庭の４教科で公開授業が行われた。 

中の生徒が記者として参加し、新聞社が指導した 
＜２０１９年（平成３１年）＞ 
１月７、１１日 仲村守和会長が沖縄タイムス社、琉球新報社の社長を訪ね、学校への購

読料軽減措置を要請。７日には平敷昭人県教育長を訪ね、学校図書館への新聞配備状況の調
査を要請した 
３月１５日 ２０１８年度の実践報告会を那覇市のてぃるるで開催した。日本新聞協会

指定のうち、指定最終年の糸満中、宜野座高校が報告発表を行った。その後、他の指定校の
代表者が３グループに分かれ、報告への質疑、実践交流を行った 
４月６日 ＮＩＥカフェ開催。４月２０日、７月、９月、翌年２月、３月とアドバイザー

の先生たちと実践と実践資料集（仮称）の編集会議を開催 
５月７日 県立辺土名高校の宮城通就教諭が日本新聞協会のＮＩＥアドバイザーに承認

された。 
５月２５日 ７年目の「おきなわＮＩＥセミナー」がスタート。「簡単にできるＮＩＥ入

門編」（宮城英誉教諭が講師）を行った。その後６月２９日に「簡単にできるＮＩＥ～特別
支援教育向けと他校種への応用」（比嘉美保教諭が講師）、１０月１９日に「時事カルタ」（宮
城通就教諭）のセミナーを実施した。１１月２日は、桃山学院教育大の今宮信吾准教授によ
るよる「はがき新聞づくり」をセミナーの一環として開いた 
５月２９日 沖縄県ＮＩＥ推進協議会総会開催 
５月３１日 仲村守和会長ら３役が沖縄県教育庁を訪れ、県立学校教育課の石垣真仁指

導主事と義務教育課の山内かおり指導主事の２人を沖縄県ＮＩＥ推進協議会の幹事に任命 
８月１、２日 ＮＩＥ全国大会栃木大会に、仲村守和会長、宮城英誉アドバイザー、佐久

間洋アドバイザー、宮城通就アドバイザーと実践指定校の古堅南小学校から教諭１１人、藏
根美智子放送大学学習センター客員准教授、地元新聞社員が参加した。 
１１月１２日 読谷村立古堅南小学校でＮＩＥ実践フォーラムを開催。２年、３年、５年

の公開授業のほか、秋田大学大学院特別教授の阿部昇氏の講演会も実施 
１２月７日 「第 10 回いっしょに読もう！新聞コンクール」の初の地域表彰式を那覇市

の琉球新報社で開催。 
１２月７、８日 第２５回沖縄県中学校総合文化祭（浦添市のアイム・ユニバースてだこ

ホールなど）で、琉球新報、沖縄タイムスの両社がそれぞれ移動編集車両で大会の速報作り
作りに協力した 
＜２０２０年（令和２年）＞ 
１月７、８日 仲村守和会長が琉球新報、沖縄タイムスの両社の社長を訪ね、学校への購

読料軽減措置を要請。また平敷昭人教育長を訪ね学校図書館への新聞配備を要望した 
６月２日 仲村守和会長、与那嶺一枝副会長、松元剛副会長が金城弘昌県教育長を表敬訪

問。県立学校教育課の石垣真仁指導主事、義務教育課学力向上推進室の平良一指導主事を幹
事に任命した。 
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６月１６日 県ＮＩＥ推進協議会総会開催。仲村守和会長の再任、山内彰顧問の再任が承
認された。 
６月 「すぐに活用できるＮＩＥ授業実践資料」が完成。県内の全小中高校、特別支援学

校のほか、教育委員会など関係機関に配布した。 
１１月２２日 ＮＩＥ全国大会東京大会。新型コロナウイルス感染拡大のため、初のオン

ライン開催となった。 
１２月１９日 「いっしょに読もう！新聞コンクール」地域表彰式を琉球新報本社で開催。

全国奨励賞５人、地域表彰６人のうち、８人が出席した。 
＜２０２１年（令和３年）＞ 
１月２０日 実践校の一つである糸満中学校で「沖縄県ＮＩＥ授業研究会」開催。校内研

修として４教科の公開授業が行われ、アドバイザーが参加し助言を行った。 
３月９日 ＮＩＥ実践報告会を琉球新報本社で開催。日本新聞協会指定の２年目の実践

校４校がオンラインで発表した。 
４月 沖縄県ＮＩＥ推進協議会のサイト開設。 

 ４月１７日 ＮＩＥカフェをオンライン開催。アドバイザーが２０２１年度の実践計画
を報告。 
 ５月２２日 第２８回おきなわＮＩＥセミナーを沖縄タイムス社で開催。初めて対面・オ
ンラインのハイブリッド形式で行った。１５人が受講して、児童生徒の表現力を伸ばす新聞
活用法を学んだ。アドバイザーの宮城英誉教諭（名護市立大宮小学校）が講師を務めた。 
 ６月２６日 第２９回おきなわＮＩＥセミナーを対面・オンラインのハイブリッド形式
で、琉球新報社で開催。１７人が参加し、新聞を使ったＳＤＧｓ学習の教授法を学んだ。ア
ドバイザーの宮城通就教諭（県立辺土名高校）、國吉美穂教諭（興南中学・高校）が講師を
務めた。 
 ６月３０日 県ＮＩＥ推進協議会総会開催。２０２１年度活動方針案を承認した。 
 ８月１６日 ＮＩＥ全国大会札幌大会。新型コロナウイルス感染拡大のため、昨年に続き、
オンライン開催となり、式や分科会の様子がライブ・オンデマンド配信された。 
８月１７日 県立総合教育センターの夏期短期研修ＮＩＥ講座がオンライン開催。アド

バイザー７人とタイムス、新報の記者が講師を務め、県内の教諭１７人が参加。 

 １０月２３日 第３０回おきなわＮＩＥセミナーをオンラインで開催。１１人が参加し、
「はがき新聞」の実践方法を学んだ。 
１０月２５日 仲村守和会長、与那嶺一枝副会長、松元剛副会長が金城弘昌県教育長に学

校図書館への新聞配備など、ＮＩＥ活動への協力に関する５項目を要請。義務教育課の植前
秀一郎指導主事、県立学校教育課の石垣真仁指導主事に協議会幹事就任を依頼。 
１１月１７日 糸満市立糸満中学校で県ＮＩＥ実践フォーラムを開催。新型コロナウイ

ルスの影響で昨年は中止となり、２年ぶり。感染予防のため人数制限し、教員ら約３０人が
参加。英語、数学、社会、家庭の４教科で公開授業が行われた。 

中の生徒が記者として参加し、新聞社が指導した 
＜２０１９年（平成３１年）＞ 
１月７、１１日 仲村守和会長が沖縄タイムス社、琉球新報社の社長を訪ね、学校への購

読料軽減措置を要請。７日には平敷昭人県教育長を訪ね、学校図書館への新聞配備状況の調
査を要請した 
３月１５日 ２０１８年度の実践報告会を那覇市のてぃるるで開催した。日本新聞協会

指定のうち、指定最終年の糸満中、宜野座高校が報告発表を行った。その後、他の指定校の
代表者が３グループに分かれ、報告への質疑、実践交流を行った 
４月６日 ＮＩＥカフェ開催。４月２０日、７月、９月、翌年２月、３月とアドバイザー

の先生たちと実践と実践資料集（仮称）の編集会議を開催 
５月７日 県立辺土名高校の宮城通就教諭が日本新聞協会のＮＩＥアドバイザーに承認

された。 
５月２５日 ７年目の「おきなわＮＩＥセミナー」がスタート。「簡単にできるＮＩＥ入

門編」（宮城英誉教諭が講師）を行った。その後６月２９日に「簡単にできるＮＩＥ～特別
支援教育向けと他校種への応用」（比嘉美保教諭が講師）、１０月１９日に「時事カルタ」（宮
城通就教諭）のセミナーを実施した。１１月２日は、桃山学院教育大の今宮信吾准教授によ
るよる「はがき新聞づくり」をセミナーの一環として開いた 
５月２９日 沖縄県ＮＩＥ推進協議会総会開催 
５月３１日 仲村守和会長ら３役が沖縄県教育庁を訪れ、県立学校教育課の石垣真仁指

導主事と義務教育課の山内かおり指導主事の２人を沖縄県ＮＩＥ推進協議会の幹事に任命 
８月１、２日 ＮＩＥ全国大会栃木大会に、仲村守和会長、宮城英誉アドバイザー、佐久

間洋アドバイザー、宮城通就アドバイザーと実践指定校の古堅南小学校から教諭１１人、藏
根美智子放送大学学習センター客員准教授、地元新聞社員が参加した。 
１１月１２日 読谷村立古堅南小学校でＮＩＥ実践フォーラムを開催。２年、３年、５年

の公開授業のほか、秋田大学大学院特別教授の阿部昇氏の講演会も実施 
１２月７日 「第 10 回いっしょに読もう！新聞コンクール」の初の地域表彰式を那覇市

の琉球新報社で開催。 
１２月７、８日 第２５回沖縄県中学校総合文化祭（浦添市のアイム・ユニバースてだこ

ホールなど）で、琉球新報、沖縄タイムスの両社がそれぞれ移動編集車両で大会の速報作り
作りに協力した 
＜２０２０年（令和２年）＞ 
１月７、８日 仲村守和会長が琉球新報、沖縄タイムスの両社の社長を訪ね、学校への購

読料軽減措置を要請。また平敷昭人教育長を訪ね学校図書館への新聞配備を要望した 
６月２日 仲村守和会長、与那嶺一枝副会長、松元剛副会長が金城弘昌県教育長を表敬訪

問。県立学校教育課の石垣真仁指導主事、義務教育課学力向上推進室の平良一指導主事を幹
事に任命した。 
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沖縄県内の実践指定校一覧 

＜２０２１年度＞ 

【日本新聞協会指定】久米島町立久米島小学校▽西原町立坂田小学校▽石垣市立富野小

中学校▽糸満市立糸満中学校▽西原町立西原中学校▽沖縄県立本部高等学校【沖縄県ＮＩＥ

推進協議会指定】名護市立久辺小学校▽西原町立西原南小学校▽名護市立小中一貫教育校

緑風学園▽沖縄市立コザ中学校▽沖縄県立具志川高等学校▽沖縄県立辺土名高等学校▽ヒ

ューマンキャンパス高等学校▽沖縄県立桜野特別支援学校 

＜２０２０年度＞ 

【日本新聞協会指定】▽石垣市立大浜小学校▽浦添市立牧港小学校▽石垣市立崎枝小中

学校▽糸満市立糸満中学校▽県立具志川高校▽ヒューマンキャンパス高等学校【沖縄県Ｎ

ＩＥ推進協議会指定】名護市立久辺小学校▽恩納村立恩納小学校▽与那国町立与那国小学

校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市立コザ中学校▽興南中学校▽沖縄県立宜野

座高校 

＜２０１９年度＞ 

【日本新聞協会指定】読谷村立古堅南小学校▽名護市立久辺小学校▽石垣市立大浜小学

校▽浦添市立牧港小学校▽石垣市立崎枝中学校▽県立具志川高校▽ヒューマンキャンパス

高等学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽名護市立小中一貫教育

校緑風学園▽沖縄市立高原小学校▽うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽沖縄市

立コザ中学校▽沖縄県立宜野座高校 

＜２０１８年度＞ 

 【日本新聞協会指定】うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽県立宜野座高校▽

読谷村立古堅南小学校▽名護市立久辺小学校▽浦添市立仲西小学校【沖縄県ＮＩＥ推進協

議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽沖縄市立美東中学校▽興南中学校▽名護市立小中一貫

教育校緑風学園▽伊平屋村立伊平屋小学校▽那覇市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽

沖縄市立室川小学校▽沖縄市立高原小学校 

＜２０１７年度＞ 

 【日本新聞協会指定】沖縄市立高原小学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市

立美東中学校▽興南高校▽うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽県立宜野座高校 

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽那覇

市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽名護市立久辺小学校▽久米島町立久米島小学校▽

渡嘉敷村立渡嘉敷中学校▽沖縄市立室川小学校▽県立森川特別支援学校 

＜２０１６年度＞ 

 【日本新聞協会指定】沖縄市立室川小学校▽宮古島市立福嶺小学校▽興南高校▽県立森

川特別支援学校▽沖縄市立高原小学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市立美東

中学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校

１２月３日 福岡市で開催された日本新聞協会主催「九州ブロックＮＩＥアドバイザー・
ＮＩＥ推進協議会事務局長会議」にアドバイザーの宮城通就教諭、國吉美穂教諭、県ＮＩＥ
推進協の高崎園子事務局長が出席。 
＜２０２２年（令和４年）＞ 
２月２６日 第３１回おきなわＮＩＥセミナーがオンライン開催。県内大学生、県外高校

生を含む２０人が参加。アドバイザー７人が新聞を活用した実践例を紹介。 
 ２月２７日 「第１２回いっしょに読もう！新聞コンクール」地域表彰式を沖縄タイムス
社で開催。全国奨励賞と県推進協議会会長賞・奨励賞に選ばれた児童生徒９人全員が出席し、
表彰された。 
 ３月３日 ２０２１年度ＮＩＥ実践報告会をオンラインで開催。日本新聞協会指定ＮＩ
Ｅ実践校の西原町立坂田小、糸満市立糸満中、沖縄県立本部高校が実践例を報告。 
 ４月２３日 ＮＩＥカフェをオンラインで開催。新聞協会指定ＮＩＥ実践校の代表やア
ドバイザー約２０人が参加して、２０２２年度の実践計画を報告。 
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沖縄県内の実践指定校一覧 

＜２０２１年度＞ 

【日本新聞協会指定】久米島町立久米島小学校▽西原町立坂田小学校▽石垣市立富野小

中学校▽糸満市立糸満中学校▽西原町立西原中学校▽沖縄県立本部高等学校【沖縄県ＮＩＥ

推進協議会指定】名護市立久辺小学校▽西原町立西原南小学校▽名護市立小中一貫教育校

緑風学園▽沖縄市立コザ中学校▽沖縄県立具志川高等学校▽沖縄県立辺土名高等学校▽ヒ

ューマンキャンパス高等学校▽沖縄県立桜野特別支援学校 

＜２０２０年度＞ 

【日本新聞協会指定】▽石垣市立大浜小学校▽浦添市立牧港小学校▽石垣市立崎枝小中

学校▽糸満市立糸満中学校▽県立具志川高校▽ヒューマンキャンパス高等学校【沖縄県Ｎ

ＩＥ推進協議会指定】名護市立久辺小学校▽恩納村立恩納小学校▽与那国町立与那国小学

校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市立コザ中学校▽興南中学校▽沖縄県立宜野

座高校 

＜２０１９年度＞ 

【日本新聞協会指定】読谷村立古堅南小学校▽名護市立久辺小学校▽石垣市立大浜小学

校▽浦添市立牧港小学校▽石垣市立崎枝中学校▽県立具志川高校▽ヒューマンキャンパス

高等学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽名護市立小中一貫教育

校緑風学園▽沖縄市立高原小学校▽うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽沖縄市

立コザ中学校▽沖縄県立宜野座高校 

＜２０１８年度＞ 

 【日本新聞協会指定】うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽県立宜野座高校▽

読谷村立古堅南小学校▽名護市立久辺小学校▽浦添市立仲西小学校【沖縄県ＮＩＥ推進協

議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽沖縄市立美東中学校▽興南中学校▽名護市立小中一貫

教育校緑風学園▽伊平屋村立伊平屋小学校▽那覇市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽

沖縄市立室川小学校▽沖縄市立高原小学校 

＜２０１７年度＞ 

 【日本新聞協会指定】沖縄市立高原小学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市

立美東中学校▽興南高校▽うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽県立宜野座高校 

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽那覇

市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽名護市立久辺小学校▽久米島町立久米島小学校▽

渡嘉敷村立渡嘉敷中学校▽沖縄市立室川小学校▽県立森川特別支援学校 

＜２０１６年度＞ 

 【日本新聞協会指定】沖縄市立室川小学校▽宮古島市立福嶺小学校▽興南高校▽県立森

川特別支援学校▽沖縄市立高原小学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市立美東

中学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校

１２月３日 福岡市で開催された日本新聞協会主催「九州ブロックＮＩＥアドバイザー・
ＮＩＥ推進協議会事務局長会議」にアドバイザーの宮城通就教諭、國吉美穂教諭、県ＮＩＥ
推進協の高崎園子事務局長が出席。 
＜２０２２年（令和４年）＞ 
２月２６日 第３１回おきなわＮＩＥセミナーがオンライン開催。県内大学生、県外高校

生を含む２０人が参加。アドバイザー７人が新聞を活用した実践例を紹介。 
 ２月２７日 「第１２回いっしょに読もう！新聞コンクール」地域表彰式を沖縄タイムス
社で開催。全国奨励賞と県推進協議会会長賞・奨励賞に選ばれた児童生徒９人全員が出席し、
表彰された。 
 ３月３日 ２０２１年度ＮＩＥ実践報告会をオンラインで開催。日本新聞協会指定ＮＩ
Ｅ実践校の西原町立坂田小、糸満市立糸満中、沖縄県立本部高校が実践例を報告。 
 ４月２３日 ＮＩＥカフェをオンラインで開催。新聞協会指定ＮＩＥ実践校の代表やア
ドバイザー約２０人が参加して、２０２２年度の実践計画を報告。 
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真和志高校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】うるま市立比嘉小学校▽与那原町立与那原中

学校▽うるま市立石川中学校▽豊見城市立豊見城中学校 ※年度末で日本新聞教育文化財

団が日本新聞協会と合併 

＜２００９年度＞ 

 ※これ以前はすべて日本新聞教育文化財団指定▽那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵

中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北

中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校 

＜２００８年度＞ 

 那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江

洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校 

＜２００７年度＞ 

 那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽糸満市立三和中学校（注１）▽那覇市立石

嶺中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校 （注１）座間味村立慶留間小中学校

から実践者異動による実践校の変更 

＜２００６年度＞ 

 那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽座間味村立慶留間小中学校▽那覇市立石嶺

中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校▽県立向陽高校（注２）▽県立南風原高

校（注２） （注２）実践者の休職などによる指定中止 

＜２００５年度＞ 

 浦添市立当山小学校▽座間味村立座間味小中学校▽那覇市立小禄中学校▽那覇市立上山

中学校▽県立浦添商業高校 

＜２００４年度＞ 

 浦添市立当山小学校▽座間味村立座間味小中学校▽那覇市立小禄中学校▽那覇市立上山

中学校▽県立那覇高校▽県立浦添商業高校 

＜２００３年度＞ 

 那覇市立城北小学校▽沖縄市立室川小学校▽琉球大学教育学部附属中学校▽沖縄尚学高

校附属中学校▽県立那覇高校▽県立辺土名高校 

＜２００２年度＞ 

 那覇市立城北小学校▽沖縄市立室川小学校▽琉球大学教育学部附属中学校▽沖縄尚学高

校附属中学校▽県立中部商業高校▽県立辺土名高校 

＜２００１年度＞ 

 豊見城村立とよみ小学校▽沖縄カトリック小学校▽平良市立西辺中学校▽東風平町立東

風平中学校▽県立中部商業高校▽県立浦添高校 

＜２０００年度＞ 

 豊見城村立とよみ小学校▽沖縄カトリック小学校▽平良市立西辺中学校▽東風平町立東

風平中学校▽県立首里東高校▽県立浦添高校 

▽那覇市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽名護市立久辺小学校▽宮古島市立西辺小学

校▽久米島町立久米島小学校▽八重瀬町立具志頭中学校▽渡嘉敷村立渡嘉敷中学校 

＜２０１５年度＞ 

 【日本新聞協会指定奨励枠】興南中学校・高校【日本新聞協会指定通常枠】南城市立大

里南小学校▽那覇市立城北小学校▽沖縄市立北美小学校▽宮古島市立福嶺小学校▽沖縄市

立室川小学校▽県立森川特別支援学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学

校▽沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立石垣小学校▽沖縄アミー

クスインターナショナル▽宜野座村立松田小学校▽那覇市立小禄南小学校 

＜２０１４年度＞ 

 【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校【日本新聞協会指定通常枠】名護市

立真喜屋小学校▽興南中学校・高校▽南城市立大里南小学校▽北谷町立浜川小学校▽那覇

市立城北小学校▽石垣市立伊野田小学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中

学校▽沖縄市立比屋根小学校▽沖縄市立コザ小学校▽那覇市立城北中学校若夏分校▽伊平

屋村立伊平屋小学校▽石垣市立宮良小学校▽県立泊高校▽沖縄アミークスインターナショ

ナル▽宜野座村立松田小学校▽宮古島市立平良中学校 

＜２Ｏ１３年度＞ 

 【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校【日本新聞協

会指定通常枠】うるま市立中原小学校▽沖縄市立コザ小学校▽沖縄アミークスインターナ

ショナル▽名護市立真喜屋小学校▽恩納村立喜瀬武原小中学校▽興南中学校▽県立陽明高

校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽那覇市立城北中学校若夏分校▽

北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校▽石垣市立宮良小

学校▽県立沖縄工業高校 

＜２０１２年度＞ 

 【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校【日本新聞協

会指定通常枠】うるま市立中原小学校▽沖縄市立コザ小学校▽沖縄アミークスインターナ

ショナル【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽豊見城市立豊見城中学校

▽北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校 

＜２Ｏ１１年度＞ 

 【日本新聞協会指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校【日本

新聞協会指定通常枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市立勝連小学

校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立真和志高校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】与那原町立与那原中学校▽豊見城市立豊見城中学校 

＜２０１０年度＞ 

 【日本新聞教育文化財団指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学

校【日本新聞教育文化財団指定】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市

立勝連小学校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立
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真和志高校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】うるま市立比嘉小学校▽与那原町立与那原中

学校▽うるま市立石川中学校▽豊見城市立豊見城中学校 ※年度末で日本新聞教育文化財

団が日本新聞協会と合併 

＜２００９年度＞ 

 ※これ以前はすべて日本新聞教育文化財団指定▽那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵

中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北

中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校 

＜２００８年度＞ 

 那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江

洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校 

＜２００７年度＞ 

 那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽糸満市立三和中学校（注１）▽那覇市立石

嶺中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校 （注１）座間味村立慶留間小中学校

から実践者異動による実践校の変更 

＜２００６年度＞ 

 那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽座間味村立慶留間小中学校▽那覇市立石嶺

中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校▽県立向陽高校（注２）▽県立南風原高

校（注２） （注２）実践者の休職などによる指定中止 

＜２００５年度＞ 

 浦添市立当山小学校▽座間味村立座間味小中学校▽那覇市立小禄中学校▽那覇市立上山

中学校▽県立浦添商業高校 

＜２００４年度＞ 

 浦添市立当山小学校▽座間味村立座間味小中学校▽那覇市立小禄中学校▽那覇市立上山

中学校▽県立那覇高校▽県立浦添商業高校 

＜２００３年度＞ 

 那覇市立城北小学校▽沖縄市立室川小学校▽琉球大学教育学部附属中学校▽沖縄尚学高

校附属中学校▽県立那覇高校▽県立辺土名高校 

＜２００２年度＞ 

 那覇市立城北小学校▽沖縄市立室川小学校▽琉球大学教育学部附属中学校▽沖縄尚学高

校附属中学校▽県立中部商業高校▽県立辺土名高校 

＜２００１年度＞ 

 豊見城村立とよみ小学校▽沖縄カトリック小学校▽平良市立西辺中学校▽東風平町立東

風平中学校▽県立中部商業高校▽県立浦添高校 

＜２０００年度＞ 

 豊見城村立とよみ小学校▽沖縄カトリック小学校▽平良市立西辺中学校▽東風平町立東

風平中学校▽県立首里東高校▽県立浦添高校 

▽那覇市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽名護市立久辺小学校▽宮古島市立西辺小学

校▽久米島町立久米島小学校▽八重瀬町立具志頭中学校▽渡嘉敷村立渡嘉敷中学校 

＜２０１５年度＞ 

 【日本新聞協会指定奨励枠】興南中学校・高校【日本新聞協会指定通常枠】南城市立大

里南小学校▽那覇市立城北小学校▽沖縄市立北美小学校▽宮古島市立福嶺小学校▽沖縄市

立室川小学校▽県立森川特別支援学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学

校▽沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立石垣小学校▽沖縄アミー

クスインターナショナル▽宜野座村立松田小学校▽那覇市立小禄南小学校 

＜２０１４年度＞ 

 【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校【日本新聞協会指定通常枠】名護市

立真喜屋小学校▽興南中学校・高校▽南城市立大里南小学校▽北谷町立浜川小学校▽那覇

市立城北小学校▽石垣市立伊野田小学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中

学校▽沖縄市立比屋根小学校▽沖縄市立コザ小学校▽那覇市立城北中学校若夏分校▽伊平

屋村立伊平屋小学校▽石垣市立宮良小学校▽県立泊高校▽沖縄アミークスインターナショ

ナル▽宜野座村立松田小学校▽宮古島市立平良中学校 

＜２Ｏ１３年度＞ 

 【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校【日本新聞協

会指定通常枠】うるま市立中原小学校▽沖縄市立コザ小学校▽沖縄アミークスインターナ

ショナル▽名護市立真喜屋小学校▽恩納村立喜瀬武原小中学校▽興南中学校▽県立陽明高

校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽那覇市立城北中学校若夏分校▽

北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校▽石垣市立宮良小

学校▽県立沖縄工業高校 

＜２０１２年度＞ 

 【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校【日本新聞協

会指定通常枠】うるま市立中原小学校▽沖縄市立コザ小学校▽沖縄アミークスインターナ

ショナル【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽豊見城市立豊見城中学校

▽北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校 

＜２Ｏ１１年度＞ 

 【日本新聞協会指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校【日本

新聞協会指定通常枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市立勝連小学

校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立真和志高校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】与那原町立与那原中学校▽豊見城市立豊見城中学校 

＜２０１０年度＞ 

 【日本新聞教育文化財団指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学

校【日本新聞教育文化財団指定】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市

立勝連小学校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立
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＜１９９９年度＞ 

 那覇市立古蔵中学校▽那覇市立松島小学校▽県立首里東高校 
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せ
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変
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）
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諭
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宮

宮
城
通
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教
諭

　
新 聞 を う ま く 活 用 し た 

面 白 い 授 業 だ  た  見 出 し

の ﹁ ２ 割 ﹂ と 記 事 中 の ﹁ 

％ ﹂ が 同 じ 意 味 だ と い う と

こ ろ か ら  分 か り や す く 生

徒 に 伝 え て い た 

　
生 徒 が 教 科 書 に 飽 き て き

た ら 記 事 を 読 ま せ  展 開 に

変 化 を つ け て い た 

　
大 学 入 学 共 通 テ ス ト で

は  数 学 で も 長 い 文 章 を 読

む 必 要 が あ る  長 文 の 問 題

で  何 を 問 わ れ て い る の か

分 か ら な く な り  解 答 を 諦

め る 受 験 生 も い る 

　
新 聞 は 中 学 生 で も 読 め る

内 容 だ  読 解 力 を 高 め る た

め  身 近 な 記 事 で い い か ら

活 用 し て ほ し い 






           





   　

声の者加参
　た

け
つ

き
引

心
関

で
ズ

イ
ク

　
大 城 麻 希 教 諭 ︵ 坂 田 小 ︶

　
記 事 か ら ク イ ズ を つ く 

て 生 徒 の 関 心 を 引 き つ け 

そ こ か ら １ 次 関 数 に つ な げ

る 展 開 は す ご い な  と 思 

た  小 ２ の 担 任 で  算 数 で

記 事 を 使 う こ と は 難 し い け

れ ど  子 ど も 新 聞 の ﹁ ワ ラ

ビ  ﹂ な ら ク イ ズ 形 式 を 使

 て 授 業 に 生 か せ る か も し

れ な い と 思  た 

ぶ
学

に
的

体
主 　

用
活

聞
新

ム
ラ

ー
ォ
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実
で

中
満

糸

　感成達に徒生
　

に考参文例
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教
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新
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記
事

を
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で

知
っ

た
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を
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士
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っ
た

　
英 語 科 の 授 業 で は １ 年 生 が 

本 紙 の 子 ど も 新 聞 ﹁ ワ ラ ビ  ﹂

の 記 事 か ら 沖 縄 の 魅 力 を 見 つ け

て 英 文 に 訳 し  外 国 語 指 導 助 手

で ネ パ  ル 出 身 の ス ワ ン ・ ワ ジ

ラ チ  リ ヤ さ ん に 伝 え た 

　
授 業 を 行  た 阿 波 連 美 奈 子 教

諭 は 事 前 に  県 産 ア イ ス や 県 内

の 水 族 館  沖 縄 を 題 材 に し た 漫

画 の 記 事 を 生 徒 に 配 布  뗒 読 ん

で 感 動 し た こ と ﹂ や ﹁ 初 め て 知

 た こ と 뗓 に 傍 線 を 引 か せ 뗆 뗒 ス

ワ ン 先 生 に 伝 え た い こ と ﹂ を 日

本 語 で 書 か せ て い た 

　
公 開 授 業 で は  お に ぎ り を 魚

の す り 身 で 包 ん で 揚 げ た 糸 満 名

物 ﹁ ば く だ ん お に ぎ り ﹂ の 紹 介

文 を 簡 単 な 英 単 語 や 表 現 を 使 

て 例 示  生 徒 は こ の 例 文 を 参 考

に  自 身 が 伝 え た い 内 容 を 英 訳

し た  生 徒 た ち が グ ル  プ ご と

に 共 有  相 談 し て 完 成 さ せ た 英

作 文 を ワ ジ ラ チ  リ ヤ さ ん が 講

評 し た 

　
阿 波 連 教 諭 は ﹁ 英 語 を 学 ぶ 中

で も 自 国 や 沖 縄 の 身 近 な 文 化 を

知 る こ と は 大 事  新 聞 か ら 新 し

い 知 識 を 得 る 経 験 や  英 語 で 伝

え る 達 成 感 を 与 え た か  た ﹂ と

話 し た 

　
生 徒 の 桃 原 結 翔 さ ん は ﹁ 記 事

とゆ い

か ら 読 み 取  た こ と を 英 訳 す る

の は 初 め て で 大 変 だ  た が  続

け れ ば 英 単 語 を 含 め  い ろ ん な

知 識 が 増 え そ う ﹂ と 手 応 え を 感

じ て い る よ う だ  た 
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２ 年 の 数 学 科 は  海 洋 プ ラ ス

チ  ク ご み と １ 次 関 数 を 結 び 付

け た 授 業 を 行  た  新 垣 孝 子 教

諭 は 冒 頭  뗒 沖 縄 本 島 周 辺 の ウ

ミ ガ メ の う ち 何 ％ が 海 洋 ご み を

誤 食 し て い ま す か ？ ﹂ と 質 問 を

投 げ 掛 け た 

　
配  た 記 事 の 見 出 し に 書 か れ

た ﹁ ２ 割 ﹂ を 示 し  日 本 人 は 魚

介 類 を 通 し て 微 小 プ ラ ご み を 年

間  万 個 摂 取 し て お り  身 近 な

問 題 で も あ る と  生 徒 の 関 心 を

引 き つ け た 

　
世 界 で は 年 間 ８ ０ ０ 万 뗢 の 海

洋 プ ラ ご み が 発 生 し  日 本 を 含

む Ｇ  は ２ ０ ５ ０ 年 ま で に プ ラ

ご み の 海 へ の 流 出 を ゼ ロ に す る

こ と を 目 標 に 掲 げ て い る と 紹

介  뗒 １ 次 関 数 で 削 減 量 を 考 え

よ う ﹂ と 提 案 し た 

　
横 軸 を 年  縦 軸 を 年 間 排 出 量

に し た グ ラ フ に ﹁  年  ８ ０ ０

万 뗢 ﹂ 뗒  年  ０ 뗢 ﹂ の 座 標 を

書 き 뗆 ２ 点 を 結 ん だ 表 を 基 に 뗒 傾

き ‖ 毎 年 の 削 減 量 뗓 を 計 算 し た 뗇

ｙ ‖ ａ ｘ ＋ ｂ の 公 式 か ら   年

に 海 洋 プ ラ ご み ゼ ロ を 達 成 す る

に は  年 間 約  万 뗢 の 削 減 が 必

要 と の 答 え を 導 き 出 し た 

　
新 垣 教 諭 は 最 後 に ﹁ プ ラ ご み

が 悪 い ん じ  な い  ど う 取 り 組

む か は み ん な の 心 に あ る ﹂ と 呼

び 掛 け た 

　
数 学 が 得 意 な 新 垣 凛 さ ん は

﹁ 日 頃 考 え た こ と が な い の で 内

容 は 難 し か  た け れ ど  新 鮮 で

楽 し か  た ﹂ と 話 し て い た 
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１ 年 の 社 会 科 で は 中 山 興 一 朗 教 諭 が 

災 害 に 関 す る 新 聞 記 事 や 映 像  ホ  ム ペ

 ジ な ど さ ま ざ ま な メ デ  ア 素 材 を 使 

て  뗒 自 然 災 害 に 対 す る 備 え ﹂ に つ い て

考 え さ せ る 授 業 を 行  た 

　
導 入 で は  今 年 ６ 月  県 内 で 降  た 大

雨 の 記 事 や 東 日 本 大 震 災 の 映 像 を 見 せ 

﹁ 備 え  て 何 だ と 思 う ？ ﹂ と 生 徒 に 問 い

掛 け た 

　
﹁ 自 然 災 害 な ど  何 か あ  た と き の た

め に 準 備 す る こ と ﹂ と 説 明 し た 上 で  糸

満 市 で 起 こ り 得 る 災 害 を 生 徒 に 自 由 に 挙

げ さ せ  身 近 な 問 題 で あ る こ と を 認 識 さ

せ た 
　
﹁ 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 の 視 点 で  で き る

対 策 を 考 え て み よ う ﹂ と 呼 び 掛 け  グ ル

 プ ワ  ク へ  生 徒 た ち は ４ 人 ず つ の グ

ル  プ に 分 か れ て 意 見 を 出 し 合 い  ボ 

ド に 書 き 出 し て 発 表 し た 

　
﹁ 딹 災 害 が 起 こ る 前 ﹄ と ﹃ 起 き た 時 ﹄

に 分 け る と 考 え や す い ﹂ と 自 発 的 に 考 え

た グ ル  プ も あ  た 

　
同 教 諭 は 最 後 に  地 域 や 自 治 体  学 校

の 取 り 組 み を 記 事 な ど で 紹 介 し ﹁ 新 聞 に

は 皆 の た め に な る 情 報 が 載  て い る  見

つ け て 役 立 て よ う ﹂ と 呼 び 掛 け た 

　
生 徒 の 玉 城 孝 介 さ ん は ﹁ 新 聞 を 読 め ば

社 会 の 動 き を 知 る こ と が で き る  ネ  ト

情 報 と 照 ら し 合 わ せ て 自 分 な り の 情 報 網

を 作 れ れ ば 뗆 デ マ 情 報 に も 流 さ れ に く い 뗓

と 新 聞 活 用 に 意 欲 を 示 し て い た 

　てし通ムゲ
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２ 年 家 庭 科 の 授 業 で は 與 那 嶺

紀 子 教 諭 が  食 生 活 を 取 り 巻 く

問 題 に つ い て 生 徒 が 考 え を 深 め

る 授 業 に 取 り 組 ん だ  ゲ  ム や

ワ  ク シ  ト を 活 用 し て  他 の

生 徒 の 意 見 に 触 れ  多 様 な 視 点

に 気 付 く よ う 工 夫 し た 

　
與 那 嶺 教 諭 は 東 京 五 輪 で 弁 当

４ 千 食 が 廃 棄 さ れ た と い う 新 聞

記 事 を 紹 介  生 徒 は ワ  ク シ 

ト に 記 事 の 感 想 を 書 い た  幸 地

琴 春 さ ん は ﹁ 驚 い た し  そ こ か

はこ と
ら 考 え る こ と が い  ぱ い あ る と

感 じ た ﹂ と 話 し た 

　
生 徒 は そ の 後  ゲ

　
 ム を 通

し て  持

　
続 可 能 な 社 会 実 現

　
の

た め  自 分 に で

　
き る 食 行 動 を

考 え

　
た 

　
例 え ば  牛 乳 を 購 入 す る な ら

賞 味 期 限 が ３ 日 後 の も の と ５ 日

後 の も の の ど ち ら が い い か  参

加 人 数 が 分 か ら な い 親 戚 の 集 ま

り で 食 事 の 準 備 を 多 め に す る か

少 な め に す る か な ど  身 近 な テ

 マ に 関 す る 選 択 肢 か ら Ａ か Ｂ

の カ  ド を 選 び  互 い の 意 見 を

交 換 し た 

　
與 那 嶺 教 諭 は ﹁ ど ち ら が い い

か で は な く  い ろ い ろ な 考 え 方

が あ  て  そ の 中 で 自 分 が で き

る こ と を 見 つ け て ほ し か  た 

興 味 や 関 心 を 持  て も ら う た め

に ゲ  ム を 取 り 入 れ な が ら  考

え を シ  ト に 書 く な ど  メ リ ハ

リ の あ る 課 題 提 示 を 目 指 し た ﹂

と 振 り 返  た 

校学中満糸

長校之直城大成
育

子
な

的
動

能
で

Ｅ
Ｉ

Ｎ 大
城
直
之
校
長

　
コ ロ ナ の 影 響 で 制 限 さ れ

た 状 況 下 だ  た が  多 く の

参 観 者 を 招 い て Ｎ Ｉ Ｅ 実 践

フ   ラ ム を 開 催 で き て 

喜 ん で い る  糸 満 中 は ２ ０

１ ７ 年 度 に Ｎ Ｉ Ｅ 実 践 校 に

指 定 さ れ  Ｎ Ｉ Ｅ の 取 り 組

み は ５ 年 目 を 迎 え た  新 聞

を 活 用 し た 授 業 実 践 を 精 力

的 に 進 め て い る 

　
私 た ち 教 師 の 基 本 は 授 業

だ  主 体 的 に 学 び 合 い  高

め 合 う 生 徒 の 育 成 に 向 け て

授 業 改 善 に 取 り 組 ん で い

る  Ｎ Ｉ Ｅ は 授 業 改 善 の 手

法 の 一 つ で  主 体 的  能 動

的 な 子 ど も た ち を 育 て る こ

と に つ な が る と 考 え て い

る  校 内 研 修 の 成 果 を 確 か

な 学 び に 結 び 付 け た い 

会議協進推ＥＩＮ県

長会和守村仲現
体」

び
学

い
深

な
的

話
対

「 仲
村
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和
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長

　
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 下 に

も か か わ ら ず  糸 満 中 学 校

が Ｎ Ｉ Ｅ 実 践 研 究 の 集 大 成

と し て セ ミ ナ  を 開 催 し た

こ と は 大 変 意 義 深 く  高 く

評 価 す る 

　
先 生 方 は 授 業 に 子 ど も た

ち が 興 味 を 持 ち そ う な 題 材

を 取 り 入 れ  新 聞 を ツ  ル

と し た 教 育 的 手 法 を 用 い て

﹁ 主 体 的  対 話 的 な 深 い 学

び ﹂ を 体 現 さ せ て い た  授

業 を 行  た 先 生 方 に は 今 後

も  新 聞 を 使  た 教 育 実 践

を 進 め  児 童 生 徒 の 思 考 力

や 判 断 力  表 現 力 を 育 て て

ほ し い 

　
Ｎ Ｉ Ｅ 活 動 は 楽 し く な く

て は い け な い  ま ず は 先 生

が 楽

　
し め ば  き  と 子

　
ど

も た ち も 授 業 が

　
楽 し く な

る 
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非 常 に 工 夫 さ れ た 授 業 だ

 た  뗒 魅 力 ﹂ な ど の 難 し

い 単 語 を 直 訳 さ せ る こ と な

く  뗒 沖 縄 に は  が あ り ま

す ﹂ は ﹁ Ｏ ｋ ｉ ｎ ａ ｗ ａ

　

ｈ ａ ｓ  ﹂ で 訳 せ る と 教 え

る な ど  英 語 の ニ  ア ン ス

を う ま く 伝 え て い た 

　
英 作 文 が 苦 手 な 生 徒 は 多

い が  ば く だ ん お に ぎ り の

例 文 を ﹁ 型 ﹂ と し て 例 示 し

て お く こ と で  苦 手 な 子 も

単 語 を は め 込 ん で 英 文 を 作

れ て い た  英 語 好 き な 子 は

難 し い 単 語 に ト ラ イ で き 

全 員 が 主 体 的 に 授 業 に 取 り

組 め る 構 成 だ  た  生 徒 同

士 が ﹁ 意 外 と 書 け た ﹂ と 話

し て い た  す ご く 達 成 感 が

あ  た と 思 う 
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玉 城 洋 介 教 諭 ︵ 興 南 高 ︶

　
新 聞 の 内 容 を 英 語 で 伝 え

る の は 高 校 生 で も ハ  ド ル

が 高 い  モ デ ル と な る 文 章

を 示 す こ と で  中 学 １ 年 生

で も う ま く 発 表 で き る 形 を

つ く  て い て 参 考 に な 

た  自 分 が 書 い た 英 文 を 理

解 し て も ら え た 時 の 生 徒 の

喜 び が 印 象 に 残  た 
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生 徒 た ち の 学 び に 向 か う

姿 勢 が 素 晴 ら し か  た  全

員 参 加 で  集 中 し て 他 の 生

徒 の 発 表 を 聞 い て い た 

　
発 表 に は ﹁ 自 分 事 ﹂ と し

て 捉 え る 姿 勢 が 感 じ ら れ

た  社 会 科 で は 特 に 自 分 事

の 視 点 が 大 切 だ 

　
中 山 先 生 は  新 聞 を 活 用

し て 生 徒 の 新 た な 問 い を 引

き 出 そ う と い う 意 識 を 強 く

持  て い た  先 生 の テ ン ポ

の よ い 問 い 掛 け に 子 ど も た

が よ く 答 え て い た  生 徒 が

戸 惑  て い る 時  タ イ ミ ン

グ 良 く 視 点 を 与 え て い た の

も よ か  た 

　
今 日 は 資 料 と な る 記 事 が

多 か  た  導 入 だ け  振 り

返 り に だ け 新 聞 を 活 用 す る

方 法 も あ る 
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澤 岻 良 子 教 諭 뗊 具 志 川 高 뗋

　
中 山 先 生 の 発 問 に 対 し

て  生 徒 が 活 発 に 発 言 し て

い る の が す ご い と 思  た 

教 科 書 の 内 容 を  新 聞 を 使

 て 生 徒 に ﹁ 自 分 事 ﹂ と し

て 考 え さ せ る 工 夫 を し て い

た  授 業 の 導 入 と 最 後 に 新

聞 を 使 い  社 会 問 題 と つ な

げ て い た  学 ぶ こ と が 多 い

授 業 だ  た 
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崎 原 り こ 教 諭 ︵ 高 嶺 中 

佐 敷 中 非 常 勤 講 師 ︶

　
新 聞

記 事 と 身 近 な 生 活 の 出 来 事

を 絡 め る と  生 徒 の 関 心 も

高 ま る の で 뗆 良 い と 思  た 뗇

ゲ  ム を 取 り 入 れ る と  自

分 の 考 え を 相 手 に 説 明 す る

力 や 相 手 の 意 見 を 聞 く 力 も

つ く  良 い 授 業 だ  た 
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子 ど も た ち が グ ル  プ の

中 で 意 見 を 共 有 し  い ろ い

ろ な 考 え 方 が あ る こ と を 

ゲ  ム を 通 し て 知 り  自 分

の 考 え を 形 成 し て い く と い

う こ と が  楽 し み な が ら 行

わ れ て い た 

　
ゲ  ム で 使 う カ  ド に

は  意 見 が 出 し や す い 工 夫

が さ れ て い た  下 準 備 す れ

ば  少 し の 働 き 掛 け で 大 き

な 学 習 効 果 が あ る と 感 じ

た 
　
ど ん な 揺 さ ぶ り が で き る

か  と い う 視 点 で 記 事 を 選

ぶ と  生 徒 た ち は よ り 活 発

に 意 見 交 換 し て く れ る  そ

こ か ら 悩 ん で 答 え を 出 す こ

と が  将 来 の 基 礎 に な る 学

習 に つ な が る 
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

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

































せ
ら

知
お

ら
か

会
議

協
進

推
Ｅ

Ｉ
Ｎ

県

　
Ｎ

Ｉ
Ｅ

（
Ｎ

ｅ
ｗ

ｓ
ｐ

ａ
ｐ

ｅ
ｒ
　

ｉ
ｎ
　

イ
ー

ア
イ

エ
ヌ

Ｅ
ｄ

ｕ
ｃ

ａ
ｔ

ｉ
ｏ

ｎ
＝

教
育

に
新

聞
を

땇
は

뙘
学

校
な

ど
で

新
聞

を
教

材
と

し
て

活
用

す
る

活
動

。





年

代
に

米
国

で
始

ま
り

뙘
日

本
で

は


年
に

静
岡

県
で

開
か

れ
た

新
聞

大
会

で
提

唱
さ

れ
た

。

　
県

Ｎ
Ｉ

Ｅ
推

進
協

議
会

は
、

来
年

度
の

Ｎ
Ｉ

Ｅ

実
践

校
を

募
集

し
て

い
る

。

　
同

協
議

会
が

日
本

新
聞

協
会

に
推

薦
し

、
指

定

さ
れ

る
と

뙘
県

内
の

地
元

紙
に

加
え

뙘
全

国
紙

땆
小

学
生

は
小

学
生

新
聞

も
可

）
が

一
定

期
間

、
無

償

で
提

供
さ

れ
る

。
指

定
期

間
は

２
年

間
。

年
度

末

に
実

践
報

告
書

の
提

出
が

必
要

と
な

る
。

　
問

い
合

わ
せ

は
同

事
務

局
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

社

内
땇
、

電
話




땆



땇




、

メ
ー

ル
놼놱
놵
놭
놻
-
놶
놱놭

@
놷
놳
놱놶
놩
놿
놩
놼놱
놵
놭
놻.
놫
놷.
놲놸
。

同
協

議
会

は
뙘
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
公

開
授

業
指

導
案

땆
４

教
科

땇
な

ど
の

資
料

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
て

い
る

뙙
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
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「

確
か

な
学

力
を

身
に

つ
け

、
主

体
的

に
学

び
合

い
高

め
合

う
生

徒
の

育
成

」
を

テ
ー

マ
に

、




年

度
県

Ｎ
Ｉ

Ｅ
（

教
育

に
新

聞
を

）

実
践

フ
ォ

ー
ラ

ム
（

主
催

・
県

Ｎ
Ｉ

Ｅ
推

進
協

議
会

、
主

管
・

糸
満

中
学

校
、

後
援

・
県

教
育

委
員

会
、

糸
満

市
教

育
委

員
会

）
が


日

、

糸
満

中
学

校
で

開
か

れ
た

。
日

本
新

聞
協

会
指

定
Ｎ

Ｉ
Ｅ

実
践

校
で

あ
る

同
中

学
校

の
教

諭
４

人
が

英
語

、
数

学
、

社
会

、
家

庭
の

４
教

科

で
、

新
聞

記
事

を
活

用
し

た
公

開
授

業
を

行
っ

た
。

分
科

会
で

は
Ｎ

Ｉ
Ｅ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
助

言
も

あ
っ

た
。

昨
年

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
で

実
施

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
フ

ォ
ー

ラ
ム

は
２

年
ぶ

り
の

開
催

と
な

っ
た

。
コ

ロ
ナ

下
、

人
数

を
制

限
し

て
開

か
れ

た

が
、

県
内

各
地

か
ら

教
諭

や
教

育
関

係
者

約


人
が

参
加

し
、

熱
心

に
授

業
を

参
観

し
た

。
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
様

子
を

詳
報

す
る

。




第
３

種
郵

便
物

認
可













 　
年
　
땆令

和
３

年
땇


月



日
　
火
曜
日

特
集




数
学
科
の
公
開
授
業
で
は
、
１
次
関
数
を

利
用
し
て
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
＝


日
、
糸
満
中
学
校

＜１９９９年度＞ 
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英
語
の
公
開
授
業
を
行

う
阿
波
連
美
奈
子
教
諭

参 観 者 が 熱 心 に 見 入 る 中 行 わ れ た 英 語 の 公 開 授 業 ＝ � 日 、 糸 満 中 学 校

子
ど
も
向
け
新
聞
な
ど
か
ら
得
た
情
報
を
基

に
、
沖
縄
の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
る
生
徒
ら

災 害 対 策 に つ い て 話 し 合 い 、 ワ ー ク シ ー ト や ホ ワ イ ト ボ ー ド に 記 入 す る 生 徒 た ち
自
然
災
害
に
つ
い
て
語

る
中
山
興
一
朗
教
諭

新
聞
記
事
な
ど
の
内
容
を
活
用
し
、

防
災
や
減
災
に
つ
い
て
学
ぶ
生
徒
ら

ジ ャ ッ ジ ゲ ー ム で 與 那 嶺 紀 子 教 諭 の 助 言 を 受 け な が ら 意 見 を 交 わ す 生 徒 た ち

数
学
の
公
開
授
業
を

行
う
新
垣
孝
子
教
諭

グ
ラ
フ
を
作
り
、
式
を
立
て
て
１
年
の
ご
み
削
減
量
を
算
出
す
る
様
子

家
庭
の
公
開
授
業
を
行

う
與
那
嶺
紀
子
教
諭

ジ ャ ッ ジ ゲ ー ム を 通 し て 、 食 品 の 選 び 方 に 対

す る 自 分 と 周 囲 の 意 見 の 違 い な ど を 学 ぶ 生 徒弁 当 廃 棄 の 記 事 を 読 み 、 考 え を ま と め る 生 徒 た ち

　
今
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
�
年
で
あ
り
、
さ
ら

に
６
月
の
線
状
降
水
帯
の
大
雨
、
最
近
の
軽
石
な
ど
、

自
然
災
害
が
迫
っ
て
く
る
中
で
生
徒
た
ち
が
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。
朝
の
会
な
ど
で
話
を
し
て
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
出
た
の
で
、
こ
の
授
業
を
や
る
た
め
に

新
聞
記
事
を
集
め
た
。
発
表
や
グ
ル
ー
プ
活
動
で
は

生
徒
の
良
い
面
が
た
く
さ
ん
出
て
い
た
。
市
な
ど
行

政
に
、
生
徒
の
考
え
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
、
も

っ
と
生
徒
た
ち
と
意
見
を
深
め
た
い
と
思
う
。

　
新
聞
を
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
子
が
多
い
。
新
聞

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
紙
面
か
ら
ど
ん
な
こ ご

と
が
学
べ
る
か
教
え
た
か
っ
た
。
英
語
表
現
や
語

い
り
ょ
く

彙
力
に
限
り
が
あ
る
中
、
ど
う
新
聞
教
育
と
結
び

付
け
る
か
悩
ん
だ
。
教
科
書
以
外
の
内
容
を
英
語

に
す
る
の
は
生
徒
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
。
達

成
感
を
与
え
る
た
め
、
少
し
ず
つ
ヒ
ン
ト
を
与
え

な
が
ら
、
自
分
で
考
え
る
時
間
を
設
け
た
。

　
糸
満
中
学
校
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実

践
校
と
し
て
不
断
の
研
究
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
集
大
成
と
し
て
今

回
、
公
開
授
業
を
行
っ
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
と
高
く
評
価

し
た
い
。

　
公
開
授
業
で
は
、
生
徒
た
ち
が
興
味
を
持
ち
そ
う
な
題
材
を
取
り

入
れ
、
新
聞
を
使
い
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
体
現
さ

せ
て
い
た
。
つ
か
み
か
ら
展
開
ま
で
、
素
晴
ら
し
い
授
業
だ
っ
た
。

参
加
し
た
先
生
方
に
は
今
後
も
新
聞
を
ツ
ー
ル
と
し
た
教
育
実
践
を

推
進
し
て
い
た
だ
き
、
児
童
生
徒
の
思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
を

培
う
一
助
に
し
て
ほ
し
い
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
は
楽
し
く
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
る
。
ま
ず
は

先
生
方
が
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
先
生
方
が
楽
し
そ
う
だ
と
、

き
っ
と
子
ど
も
た
ち
も
授
業
が
楽
し
く
な
る
。

　
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
で
は
、
来
年
度
の
実
践

校
を
募
集
し
て
い
る
。
同
協
議
会
が
日
本
新
聞
協

会
に
推
薦
し
、
指
定
さ
れ
る
と
県
内
の
地
元
紙
に

加
え
、
全
国
紙
（
小
学
校
は
小
学
生
新
聞
も
可
能
）

が
一
定
期
間
無
償
で
提
供
さ
れ
る
。
指
定
期
間
は

２
年
間
。
年
度
末
に
実
践
報
告
書
の
提
出
が
必
要
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
事
務
局
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社

学
芸
部
内
）
☎
０
９
８
（
８
６
０
）
３
５
５
３
、
メ
ー
ル
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

ｓ
－
ｎ
ｉ
ｅ
＠
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ａ
ｗ
ａ
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
ｓ
．ｃ
ｏ
．ｊ
ｐ
。

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
外
部
か
ら
の
参
加
者
を
招
待
で

き
ず
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
い
て
の
校
内
研
修
を
実
施
し
た
。

本
年
度
、
制
限
さ
れ
た
中
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
参
観
者
を
招
い
て

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
い
る
。

　
本
校
は
２
０
１
７
年
度
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
校
に
指
定
さ
れ
、
本
年
度
で

５
年
目
。
新
聞
を
活
用
し
た
授
業
の
実
践
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

私
た
ち
教
師
の
基
本
は
授
業
だ
と
考
え
る
。
授
業
改
善
を
し
っ
か
り

進
め
て
、
子
ど
も
の
主
体
性
を
引
き
出
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

授
業
改
善
の
一
つ
の
手
法
と
し
て
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
主

体
的
、
能
動
的
な
こ
ど
も
た
ち
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
四
つ

の
公
開
授
業
か
ら
皆
さ
ま
の
率
直
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
授

業
改
善
に
役
立
て
た
い
。

　
生
徒
た
ち
が
１
年
の
と
き
に
海
洋
教
育
で
学
ん
だ

こ
と
と
数
学
を
つ
な
げ
よ
う
と
授
業
を
考
え
た
。
ご

み
削
減
を
意
識
さ
せ
よ
う
と
自
由
に
グ
ラ
フ
を
描
か

せ
、
年
間
同
じ
量
を
減
ら
す
こ
と
が
効
率
的
だ
と
い

う
こ
と
に
気
付
か
せ
、
授
業
を
進
め
た
。
最
後
、
マ

ス
ク
ご
み
に
つ
い
て
の
記
事
も
紹
介
し
た
。
こ
れ
も

問
題
を
出
し
た
か
っ
た
が
時
間
は
な
か
っ
た
。
既
に

習
っ
た
知
識
で
グ
ラ
フ
を
描
き
式
を
立
て
ら
れ
る
か

心
配
し
た
が
、
皆
が
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
た
。

グ ル ー プ に な り 、 グ ラ フ を 作

る 生 徒 た ち

　 ２ 年 １ 組 の 数 学 の 授 業 は 、

海 洋 プ ラ ス チ ッ ク ご み 問 題 の

解 決 を 一 次 関 数 で 考 え る こ と

に 挑 戦 し た 。 ２ ０ ５ ０ 年 に 海

洋 流 出 プ ラ ご み を ゼ ロ に す る

に は 年 間 ど れ だ け 削 減 し て い

け ば い い の か を 、 記 事 に あ る

デ ー タ か ら グ ラ フ 、 式 を 作 っ

て 導 き 出 し て い た 。

　 担 当 し た 新 垣 孝 子 教 諭 は 、

本 島 周 辺 に い る ウ ミ ガ メ の �

％ が 海 洋 ご み を 誤 食 し て い る

と い う 記 事 か ら ク イ ズ を 出 題

し 、 問 題 を 生 徒 に 認 識 さ せ た 。

ま た ２ ０ １ ９ 年 の Ｇ � サ ミ ッ

ト の 記 事 か ら 、 世 界 の 海 洋 プ

ラ ご み 流 出 は 年 間 ８ ０ ０ 万 ㌧

あ り 、 � 年 ま で に 流 出 ゼ ロ に

す る 目 標 が 打 ち 出 さ れ た こ と

を 確 認 し た 。

　 生 徒 は 「 あ る 国 の 首 相 と し

て 、 ご み 流 出 を � 年 ま で に ゼ

ロ に し よ う と 国 民 に 訴 え る 」

た め の グ ラ フ を 作 成 。 「 毎 年

一 定 量 を 減 ら す こ と 」 が 訴 え

や す い と し て 、 直 線 の グ ラ フ

か ら 一 次 関 数 の 式 を 立 て て 毎

年 の 削 減 量 を 世 界 中 で � 万 ㌧

と 算 出 し た 。 新 垣 教 諭 は こ の

方 法 で 「 未 来 の 予 測 や 結 果 も

比 較 で き る 」 と し 「 プ ラ ス チ

ッ ク は 悪 い も の で は な く 、 使

い 捨 て す る こ と で 環 境 問 題 を

引 き 起 こ し て き た 」 と 説 明 、

一 人 一 人 が 考 え 行 動 す る こ と

が 大 切 と 問 い 掛 け た 。

　 授 業 を 受 け た 東 恩 納 沙 奈 さ

ん （ � ） は 「 数 学 で 今 ま で 習 っ

た こ と を 使 っ て 考 え た ら 、 世

の 中 の 出 来 事 が 身 に し み て 分

か っ た 」 と 話 し た 。

　 １ 年 ２ 組 は 子 ど も 向 け 新

聞 の 記 事 か ら 得 た 情 報 を 基

に 、 Ａ Ｅ Ｔ （ 英 語 指 導 助 手 ）

の ス ワ ン ・ ワ ジ ラ チ ャ リ ア

教 諭 に 沖 縄 の 魅 力 を 伝 え る

こ と に 挑 戦 し た 。 阿 波 連 美

奈 子 教 諭 が 授 業 を 担 当 し

た 。
　 生 徒 は あ ら か じ め 、 沖 縄

の ア イ ス キ ャ ン デ ィ ー 、 漫

画 、 水 族 館 を 紹 介 す る 三 つ

の 記 事 か ら 一 つ を 選 択 。 ワ

ジ ラ チ ャ リ ア 教 諭 に 伝 え た

い こ と を 日 本 語 で ま と め

た 。 授 業 で は 日 本 語 の 文 章

を 基 に 、 英 作 文 に 取 り 組 ん

だ 。
　 「 こ れ っ て 英 語 で 何 て 言

う の ？ 」 ｜ 。 最 初 は 戸 惑 う

生 徒 が 多 か っ た 。 阿 波 連 教

諭 が 助 動 詞 「 ｃ ａ ｎ 」 や 「 ｔ

ｈ ｉ ｓ 　 ｉ ｓ ～ 」 の 構 文 な

ど 、 こ れ ま で に 習 っ た フ レ

ー ズ を 用 い た 例 文 を 提 示 す

る と 、 そ れ に 当 て は め て 作

文 を 始 め た 。

　 最 後 は ３ ～ ４ 人 の グ ル ー

プ に 分 か れ て 、 沖 縄 の 魅 力

を 紹 介 す る 短 い 文 章 を 完 成

さ せ た 。 上 野 咲 奈 さ ん （ � ）

は 「 英 語 で 伝 え る こ と は 難

し か っ た け ど 、 沖 縄 の こ と

を 学 び な が ら 伝 え ら れ て 楽

し か っ た 」 と 話 し た 。

　
２
０
２
１
年
度
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
教
育
に
新
聞
を
）
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
主
催
・
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
、
主
管
・
糸
満
市
立
糸

満
中
学
校
、
後
援
・
県
教
育
委
員
会
、
糸
満
市
教
育
委
員
会
）
が
�
日
、
糸
満
中
学
校
で
開
か
れ
た
。
日
本
新
聞
協
会
指

定
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
校
の
同
校
教
諭
が
、
１
年
英
語
、
１
年
社
会
、
２
年
家
庭
科
、
２
年
数
学
の
４
教
科
の
公
開
授
業
を
行
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
で
新
聞
を
活
用
し
、
世
の
中
の
出
来
事
と
教
科
の
学
び
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
参
加
人
数
を
制
限
し
た
中
、
教
育
関
係
者
約
�
人
が
授
業
に
熱
心
に
見
入
っ
た
。
そ
の
後
の
分
科
会

で
は
日
本
新
聞
協
会
認
定
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
４
教
諭
が
各
授
業
に
指
導
助
言
を
行
っ
た
。
公
開
授
業
の
様
子
や
、

分
科
会
で
の
指
導
助
言
な
ど
を
紹
介
す
る
。

　
例
文
を
示
す
と
、
英
作
文
が
で
き

な
い
子
も
例
文
に
単
語
を
は
め
込
む

こ
と
が
で
き
る
。
英
語
が
好
き
で
も

っ
と
や
り
た
い
子
は
英
単
語
を
探
し

て
ト
ラ
イ
す
る
。
全
員
が
主
体
的
に

取
り
組
め
る
授
業
構
成
に
な
っ
て
い

た
。
新
学
習
指
導
要
領
は
、
社
会
に

役
立
つ
知
識
や
話
せ
る
英
語
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
を
目
指
す
。
社
会
と

つ
な
が
る
手
法
と
し
て
は
ま
ず
沖

縄
、
地
域
に
目
を
向
け
た
新
聞
を
教

材
に
使
う
。
子
ど
も
新
聞
を
用
い
て

日
本
語
の
記
事
を
読
む
ハ
ー
ド
ル
は

下
げ
、
（
英
作
文
の
）
ハ
ー
ド
ル
は

上
げ
る
。
非
常
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
、

ど
の
学
校
も
ま
ね
し
た
く
な
る
よ
う

な
授
業
だ
っ
た
。

（
興
南
中
・
高
校
教
諭
）

　
生
徒
た
ち
は
防
災
を
自
分
事
と
し
て

捉
え
、
全
員
参
加
で
多
様
な
意
見
を
交

流
さ
せ
て
い
て
、
学
び
に
向
か
う
姿
勢

が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
新
聞
の
資
料
が

多
か
っ
た
が
、
テ
ン
ポ
が
よ
く
、
子
ど

も
た
ち
が
つ
い
て
い
っ
て
い
る
の
も
心

地
よ
か
っ
た
。
全
国
に
見
せ
た
い
ぐ
ら

い
だ
。
グ
ル
ー
プ
学
習
の
際
、
戸
惑
っ

て
話
が
進
ま
な
い
と
き
に
、
タ
イ
ミ
ン

グ
よ
く
災
害
の
前
後
な
ど
の
視
点
を
与

え
て
、
生
徒
た
ち
が
乗
っ
て
い
っ
た
。

導
入
と
ま
と
め
で
新
聞
を
使
っ
て
い
た

が
、
授
業
で
は
導
入
か
ま
と
め
の
ど
ち

ら
か
だ
け
で
も
新
聞
を
見
る
目
が
育
て

ら
れ
る
。
今
回
の
授
業
は
新
聞
を
使
っ

て
新
た
な
問
い
を
生
み
出
す
取
り
組
み

が
で
き
て
い
た
。

（
名
護
市
立
大
宮
小
教
諭
）

　 １ 年 ４ 組 で は 、 自 然 災 害

に 対 す る 備 え に つ い て 、 新

聞 記 事 な ど で 実 際 の 災 害 を

意 識 し つ つ 自 助 、 共 助 、 公

助 の 三 つ の 視 点 か ら グ ル ー

プ で 話 し 合 い 、 発 表 し た 。

中 山 興 一 朗 教 諭 は 、 災 害 に

関 す る 記 事 や 東 日 本 大 震 災

の 映 像 を 見 せ 、 「 国 や 地 域 、

個 人 で 防 災 、 減 災 す る た め

に 、 ど の よ う な 工 夫 が で き

る か 」 と 生 徒 に 問 い 掛 け た 。

　 生 徒 た ち は ４ 人 ず つ の グ

ル ー プ に 分 か れ 、 意 見 を 出

し 合 い な が ら 、 内 容 を ボ ー

ド に ま と め た 。 玉 城 陽 介 さ

ん （ � ） は 「 共 助 は 、 ご 飯 を

分 け る ？ 」 と 声 を 掛 け な が

ら ボ ー ド に 書 き 込 ん だ 。 生

徒 た ち は 発 表 で 、 自 助 に 「 防

災 バ ッ グ を 準 備 す る 」 「 天

気 予 報 を し っ か り 見 る 」 「 避

難 場 所 に す ぐ 逃 げ る 」 、 共

助 に 「 避 難 の 時 に 声 掛 け を

す る 」 「 け が 人 を 救 助 す る 」 、

公 助 に 「 が け 崩 れ が 起 き そ

う な と こ ろ は 整 備 す る 」 「 支

援 金 を 出 す 」 な ど の 意 見 を

出 し た 。

　 中 山 教 諭 は 「 自 助 、 共 助 、

公 助 が う ま く 連 携 す る こ と

が 大 事 だ し 、 そ う い う こ と

が 新 聞 に 載 っ て い る 」 と 述

べ 、 防 災 に 取 り 組 ん で い る

地 域 の 取 り 組 み に つ い て 記

事 を 交 え て 紹 介 し て 授 業 を

ま と め た 。 授 業 を 受 け た 石

井 彩 絵 さ ん （ � ） は 「 新 聞 は

図 な ど が あ っ て 読 み や す い

と 思 っ た 」 と 話 し た 。

　
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
は
、
同
協
議
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
今
回
の
四
つ
の
公
開
授

業
指
導
案
を
含
む
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
資

料
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
サ
イ
ト
で
は
こ
の
ほ
か
、
協
議
会
主
催

の
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
や
、
昨
年
発
行
し
た

「
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
授
業
実
践

資
料
」
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
も
掲
載
し
て
い

る
。
サ
イ
ト
か
ら
実
践
資
料
の
冊
子
配
布

の
申
し
込
み
も
で
き
る
。

　 與 那 嶺 紀 子 教 諭 が ２ 年 ４ 組

の 家 庭 科 で 用 意 し た の は 、 東

京 五 輪 の 開 会 式 で ４ 千 食 の 弁

当 が 廃 棄 さ れ た こ と を 伝 え る

記 事 や 、 食 品 ロ ス の 多 さ を 視

覚 的 に 訴 え た 新 聞 広 告 。 生 徒

た ち は 記 事 と 広 告 を 踏 ま え て

自 分 自 身 の 食 生 活 を 振 り 返

り 、 持 続 可 能 な 社 会 を 目 指 す

た め に 何 が で き る か 方 法 を 考

え た 。

　 食 品 ロ ス の 多 さ を 知 っ た 生

徒 た ち か ら 「 も っ た い な い 」 と

の 声 が 多 く 上 が っ た こ と を 受

け て 、 與 那 嶺 教 諭 は 、 「 自 分 事 」

と 捉 え て も ら う た め に 課 題 を

提 起 。 家 庭 で 食 べ 残 し や 食 品

を 無 駄 に し た 経 験 、 ど う す れ

ば 家 庭 ご み を 削 減 で き る か 問

い 掛 け た 。

　 そ の 上 で 、 生 徒 た ち は グ ル

ー プ に 分 か れ 、 同 じ 食 品 で 見

た 目 や 消 費 期 限 な ど が 異 な る

Ａ 、 Ｂ か ら 一 つ を 選 ぶ ジ ャ ッ

ジ ゲ ー ム に 取 り 組 ん だ 。 「 消

費 期 限 の 早 い も の か ら 選 ぶ 」

「 み ん な が 触 っ た ば ら 売 り の

野 菜 よ り 袋 詰 め を 選 ぶ 」 な ど

食 品 ロ ス や コ ロ ナ 対 策 を 意 識

し た 意 見 が 出 た 一 方 、 お 盆 で

親 戚 に 出 す 料 理 に つ い て は

「 多 め に 作 る 」 と の 回 答 も 多

く 出 た 。 「 も て な す 」 と い う

感 覚 に よ っ て 食 品 ロ ス に 対 す

る 意 識 が 異 な る こ と を 認 識 し

た よ う だ っ た 。

　 田 尻 さ く ら さ ん （ � ） は 「 授

業 で 食 品 ロ ス を 減 ら す 方 法 が

具 体 的 に 分 か っ た 。 お 店 で 商

品 を 買 う 時 は 消 費 期 限 の 近 い

も の か ら 選 び 、 食 べ 残 し を な

く す な ど 自 分 に で き る こ と を

し た い 」 と 感 想 を 話 し た 。

　
東
京
五
輪
の
弁
当
廃
棄
に
つ
い
て
の
記
事
を
通
し
て
、
弁
当
や
沖
縄

の
旧
盆
の
オ
ー
ド
ブ
ル
の
ロ
ス
を
な
く
す
た
め
に
は
ど
う
作
れ
ば
い
い

の
か
、
生
徒
た
ち
に
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
思
い
、

授
業
を
つ
く
っ
た
。
二
つ
の
食
品
か
ら
一
つ
を
選
ぶ
ゲ
ー
ム
を
通
し
て

違
う
考
え
や
意
見
を
聞
く
中
で
、
生
徒
は
い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
が
あ
る

と
知
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
中
で
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
新
聞
の
特
徴
と
数
学
と
い
う
教
科
の

特
性
を
か
ら
め
た
授
業
に
な
っ
て
い
て

こ
ち
ら
も
勉
強
に
な
っ
た
。
新
聞
は
現

代
社
会
の
課
題
が
載
っ
て
い
る
の
が
魅

力
。
教
科
書
以
外
に
、
生
徒
の
興
味
関

心
を
引
き
出
す
た
め
の
有
効
手
段
に
な

る
。
ま
と
め
で
は
未
来
の
こ
と
に
も
触

れ
て
い
た
。
今
と
未
来
を
つ
な
ぐ
の
に

新
聞
も
一
役
買
っ
て
い
る
。
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
あ
る
授
業
は
生
徒
の
心
に
響
く
。

ア
ナ
ロ
グ
的
な
新
聞
だ
か
ら
心
に
落
と

し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
共
通
テ
ス
ト

で
は
数
学
も
長
文
問
題
が
あ
り
、
読
解

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
新
聞
記
事
と

い
っ
た
身
近
な
文
章
を
読
む
こ
と
が
訓

練
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

（
辺
土
名
高
教
諭
）

　
生
徒
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
で
意
見
を
共
有
し
、
い
ろ

い
ろ
な
考
え
が
あ
る
こ
と
を
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
知

り
、
自
分
の
考
え
を
形
成
し
て
い
く
。
授
業
で
は
そ

の
演
出
が
行
わ
れ
て
い
た
。
意
見
を
出
し
や
す
い
工

夫
が
さ
れ
て
お
り
、
少
し
の
働
き
掛
け
で
大
き
な
学

習
効
果
が
あ
る
と
感
じ
た
。
食
品
ロ
ス
に
対
す
る
「
も

っ
た
い
な
い
」
と
の
意
識
が
、
親
戚
に
出
す
料
理
の

量
に
対
し
て
は
異
な
る
意
見
も
多
く
、
違
い
に
つ
い

て
話
し
合
う
様
子
も
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
生

徒
を
ど
う
揺
さ
ぶ
る
か
悩
む
と
思
う
が
、
社
会
参
加
、

き
っ
か
け
発
信
と
い
う
視
点
で
、
新
聞
記
事
の
活
用

は
将
来
の
基
礎
と
な
る
学
習
に
つ
な
が
る
。
今
後
も

進
化
さ
せ
て
ほ
し
い
。 （
桜
野
特
別
支
援
学
校
教
諭
）

（１
５
）

第
３
種
郵
便
物
認
可

２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）
１
１
月
２
７
日

土
曜
日

特
集
（１
４
）
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　基
調
提
案
で
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推

進
協
議
会
の
菊
池
安
吉
会
長
は


新
型
コ
ロ
ナ
な
ど

従
来
の
経
験

で
は
解
決
で
き
な
い
事
案
に
対
応

す
る
﹁
生
き
る
力
﹂
を
育
む
必
要

性
を
指
摘

自
分
で
得
た
情
報
を

主
体
的
に
判
断
す
る
学
習
や
次
の

ス
テ

プ
に
つ
な
が
る
課
題
解
決

型
の
授
業
な
ど
で

新
聞
を
活
用

す
る
新
し
い
学
び
に
取
り
組
む
意

義
を
提
起
し
た


　基
調
講
演
で
ノ
ン
フ

ク
シ


ン
作
家
の
梯
久
美
子
さ
ん
は
﹁
新

聞
は
広
げ
る
と
世
界
の
今
が
載


て
い
て

積
み
重
ね
る
と
時
間
の

層

歴
史
が
で
き
る

私
に
と


て
は

戦
争
と
い
う
興
味
あ
る
テ


マ
の
道
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き

る
﹂
と
話
し
た


　パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ

ン
に

は

元
プ
ロ
野
球
日
本
ハ
ム
選
手

で
小
学
校
を
来
年
開
く
学
校
法
人

理
事
長
の
田
中
賢
介
さ
ん
や

新

聞
を
活
用
す
る
高
校
教
諭
や
生
徒

ら
が
参
加

家
庭

地
域

学
校

の
立
場
で
話
し
た


　親
の
視
点
か
ら
は
﹁
新
聞
が
子

ど
も
に
考
え
て
も
ら
う
き

か
け

に
な

た
﹂
뗒
子
ど
も
新
聞
は
イ

ラ
ス
ト
や
写
真
が
多
く

分
か
り

や
す
い
﹂
と
肯
定
的
な
意
見
も


高
校
生
か
ら
は

新
聞
の
情
報
の

重
要
さ
を
認
め
つ
つ
も
﹁
サ
イ
ズ

が
大
き
く
て
読
み
に
く
い
﹂
뗒
イ

ン
タ

ネ

ト
の
方

　
が
手
軽
﹂

と
い

た

率
直
な
声
が
聞
か
れ

た
　来

年
の
全
国
大
会
は
宮
崎
県
で

開
か
れ
る


催開ンイランオ
　

会大幌札会大国全ＥＩＮ回第

うも育で聞新
　
」力るき生「

に
助
一
の
習
学
的
体
主

﹂

ぶ
す
む
を
域
地

室
教

庭
家
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｅ
Ｉ
Ｎ
る
創
を
び
学
い
し
新
﹁

に」軸「の動行
　

■

　
在存るめ深識知

を信発声の域地
　

■

　
」るさ刺「に子

新
聞
の
存
在
と
は

　｜
新
聞
は
ど
ん
な
存
在
か


　為
国
結
菜

　生
活
に
欠
か
せ
な
い

小
さ
い

頃
は
読
ま
な
く
て
も
生
き
て
い
け
る
と
思

て

い
た
が
新
聞
か
ら
得
た
情
報
は
人
と
の
関
わ
り

に
大
切

学
校
で
友
達
と
話
す
時

ニ


ス

の
内
容
を
知
ら
な
い
と
話
が
広
が
ら
な
い

人

と
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
に
重
要
だ


　浜
田
亮
太

　新
聞
は

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ


ネ

ト
の
媒
体
が
伝
え
切
れ
な
い
内
容
を
得
る

こ
と
が
で
き

自
分
の
知
識
を
幅
広
く
深
め
る

の
に
有
効
な
存
在

高
校
受
験
の
時

勉
強
の

仕
方

テ
ス
ト
の
受
け
方
の
記
事
を
参
考
に
し

た
Ｎ

Ｉ
Ｅ
と
学
力

　｜
日
本
新
聞
協
会
に
よ
る
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
学
力

は
伸
び
る
と
の
デ

タ
が
あ
る

全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
小
学
６
年
﹁
国
語
Ａ
﹂
の
正

答
率
は

新
聞
を
ほ
ぼ
毎
日
読
む
児
童
と
読
ん

で
い
な
い
児
童
と
で

떕
以
上
の
差
が
あ


た
　古

畑
理
絵

　国
語
教
師
と
し
て

新
聞
な
ど

で
文
章
に
触
れ
る
機
会
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

点
数
が
上
が
る
の
は
当
然
だ
と
感
じ
る

注
目

す
べ
き
は
算
数
や
数
学
の
結
果
に
も
影
響
を
与

え
て
い
る
と
こ
ろ

読
解
力
が
高
ま
る
と
自
然

と
他
の
教
科
に
も
良
い
影
響
が
出
る


　鈴
木
桃
子

　新
聞
に
出
て
く
る
グ
ラ
フ
は
算

数
や
数
学
に
つ
な
が
る
し

知
ら
な
い
言
葉
の

意
味
を
調
べ
る
こ
と
は
国
語
に
関
わ
る

新
聞

を
読
む
こ
と
が

学
び
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

つ
な
が

て
い
る


　内
山
佳
奈

　テ
ス
ト
の
点
数
だ
け
で
は
な

く

視
野
を
広
く
持

た
り

社
会
の
課
題
を

知
る
な
ど

将
来
に
役
立
つ
こ
と
が
育

て
い

る

行
動
の
﹁
軸
﹂
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る

支
え
に
な
る

点
数
に
と
ど
ま
ら
な
い
学
び
を

得
ら
れ
る
の
が
新
聞
の
良
い
と
こ
ろ
だ


　田
中
賢
介

　子
ど
も
新
聞
は
何
か
が
子
ど
も

に
﹁
刺
さ
る
﹂
内
容
に
な

て
い
る

子
ど
も

が
い
き
な
り
親
に
﹁
新
聞
を
読
み
た
い
﹂
と
言

う
こ
と
は
な
い

親
が
子
ど
も
と
関
わ
る
ツ


ル
と
し
て

新
聞
を
読
む
こ
と
で
自
然
と
学
力

が
上
が
る
と
思
う

親
世
代
が
新
聞
を
読
む
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か


教
育
と
デ
ジ
タ
ル

　｜
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
小
中
学
生
に
情
報

端
末
を
１
人
１
台
ず
つ
配
布
す
る
﹁
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク

ル
構
想
﹂
が
前
倒
し
で
進
め
ら
れ
た


デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
本
格
導
入
案
も
あ
る


　為
国

　私
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い

自
分

で
文
字
を
書
い
た
方
が
記
憶
に
残
る

自
分
が

作

た
ノ

ト
が
テ
ス
ト
勉
強
に
も
役
立
つ


　鈴
木
翼

　ラ
ン
ド
セ
ル
に
重
い
教
科
書
を
詰

め
て
持
ち
歩
か
な
く
て
す
む
の
で
楽
に
な
る
の

で
は

教
科
書
を
読
み
比
べ
で
き
た
り
メ
リ


ト
は
大
き
い

使
う
際
は
共
通
の
指
針
や
専
門

教
師
の
配
置
が
必
要
に
な
る


　田
中

　子
ど
も
に
と

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
︵
情
報
通

信
技
術
︶
は
文
房
具
の
よ
う
な
も
の

デ
ジ
タ

ル
ド
リ
ル
の
よ
う
な
形
で
問
題
を
ど
ん
ど
ん
解

き

間
違
い
や
す
い
問
題
の
傾
向
を
人
工
知
能

︵
Ａ
Ｉ
︶
に
教
え
て
も
ら
う

一
方
で

深
く

ゆ

く
り
学
ぶ
こ
と
は
従
来
通
り
の
教
育
で
よ

い
と
思
う


新
聞
は
役
立
つ
？

　｜
新
聞
を
ど
う
思
う
か


　為
国

　私
は
新
聞
は
面
白
い
と
思
う
뗇で
も
뗆

文
字
の
羅
列
と
白
黒
の
世
界
は
読
ん
で
い
る
う

ち
に
眠
く
な

た
り

飽
き
て
し
ま

た
り


集
中
力
が
途
切
れ
る

参
考
書
を
選
ぶ
時
も
白

黒
の
文
字
ば
か
り
よ
り
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
が
多

く
あ
り

明
る
い
も
の
を
選
ぶ

イ
ラ
ス
ト
と

写
真
を
も

と
多
く
掲
載
す
る
と
い
い
と
思

う
　浜

田

　新
聞
を
読
む
こ
と
で
能
動
的
に
知
識

や
情
報
が
得
ら
れ
る
メ
リ

ト
が
あ
る

面
白

さ
を
知

て
も
ら
う
た
め
に
は
子
ど
も
の
頃
か

ら
新
聞
に
触
れ
る
習
慣
が
大
事
だ


期
待
す
る
こ
と

　｜
こ
れ
か
ら
の
新
聞
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
何
を
期
待

す
る
か


　古
畑

　新
し
い
学
習
内
容
で
あ
る
﹁
グ
ロ


バ
ル
化
﹂
뗒
地
域
創
生
﹂
뗒持
続
可
能
性
﹂
は
新

聞
社
の
得
意
分
野
だ
ろ
う

引
き
続
き
公
正
公

平
な
立
場
で
確
か
な
取
材
に
基
づ
く
客
観
的
な

事
実
を
報
道
し
て
ほ
し
い


　内
山

　社
会
の
課
題
を
自
分
ご
と
と
し
て
問

題
意
識
を
持
て
る
紙
面
作
り
を
し
て
ほ
し
い


　鈴
木
翼

　新
聞
社
は
各
地
方
に
あ
り

地
域

に
密
着
し
て
地
元
の
人
の
声
を
拾
い
や
す
い


法
律
や
制
度
の
影
響
を
受
け
困

て
い
て
も
発

信
す
る
方
法
が
な
い
人
の
声
を
発
信
し
て
く
れ

る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る


に
観
史
歴
り
ど
た
層
の
間
時

 

　　
んさ子美久梯

家作ンョシクィフンノ
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






演
講
調
基

　か
け
は
し
・
く
み
こ

　１
９
６
１
年
熊

本
市
生
ま
れ
뗇
ノ
ン
フ

ク
シ

ン
作
家
뗇

編
集
者
を
経
て
２
０
０
５
年
の
デ
ビ



作
﹁
散
る
ぞ
悲
し
き
﹂
で

大
宅
壮
一
ノ

ン
フ

ク
シ

ン
賞

뗒狂
う
ひ
と
﹂
で
芸

術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
な
ど
を
受
賞


他
に
戦
争
体
験
者
を
取
材
し
た
﹁
昭
和
二

十
年
夏

僕
は
兵
士
だ

た
﹂
な
ど


























﹁
毎
日
発
行
さ
れ
る
地
方
紙
だ
か
ら
こ
そ

教
育
の
現
場
で

で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
﹂
な
ど
と
講
演
で
語


た
梯
久
美
子
さ
ん
‖
︵
北
海
道
新
聞
社
提
供
︶

　世
界
の
今
を
輪
切
り
に
し
て
届
け

る
の
が
新
聞

そ
れ
が
積
み
重
な


た
時
間
の
層
が
歴
史
だ

子
ど
も
た

ち
に
は
ぜ
ひ

自
分
が
知
り
た
い
テ


マ
に
沿

て
過
去
の
記
事
を
た
ど


て
ほ
し
い

時
間
の
層
に
潜
る
経

験
と
な
り

長
い
ス
パ
ン
で
物
事
を

捉
え
る
歴
史
観
が
養
わ
れ
る


　私
も
新
聞
を
通
し
て
多
く
の
物
事

を
知
り

出
合

て
き
た

例
え
ば

太
平
洋
戦
争
末
期
の
激
戦
地
・
硫
黄

島
で
戦
死
し
た
栗
林
忠
道
中
将
に
つ

い
て
調
べ
た
時

栗
林
さ
ん
の
打


た
最
後
の
電
報
が
改
ざ
ん
さ
れ
た
事

実
に
行
き
着
い
た

歴
史
の
片
り
ん

に
触
れ
た
気
が
し
て

も

と
知
る

べ
き
だ

伝
え
る
べ
き
だ
と
強
く
思


た


　新
聞
に
は
過
去
の
客
観
的
な
事
実

だ
け
で
な
く

そ
の
時
代
を
生
き
た

人
々
の
姿
や
声
も
刻
印
さ
れ
て
い

る

時
に

書
か
れ
て
い
な
い
こ
と

も
感
じ
取
れ
る

広
島
で
被
爆
し
た

作
家

原
民
喜
に
つ
い
て

私
が
地

元
紙
な
ど
に
当
た

た
時
の
実
感

だ
　新

聞
社
に
は

戦
争
や

地
元
な

ら
で
は
の
テ

マ
に
絞

た
記
事
の

ア

カ
イ
ブ
を
作

て
ほ
し
い

長

年
発
行
し
続
け
て
き
た
日
刊
紙
だ
か

ら
こ
そ

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
ツ


ル
と
し
て
果
た
せ
る
役
割
が
あ
る


表発践実・業授開公
　

会科分 科会社／校高▼ 科徳道／校学小▼科会社／校学中▼

るえ考を光観な能可続持

新聞記事を題材に、北海道の持続可能な観光の発展

について考えさせる山田耕平教諭（中央奥）の授業

＝札幌市立真駒内中学校（オンデマンド配信から）

　中
学
校
社
会
科
で
は

北
海
道

観
光
に
つ
い
て
学
ぶ
際
の
課
題
設

定
や
資
料
に
新
聞
記
事
が
活
用
さ

れ
た

札
幌
市
立
真
駒
内
中
学
の

山
田
耕
平
教
諭
は

野
生
生
物
の

餌
付
け
に
罰
金
を
科
す
自
然
公
園

法
改
正
に
つ
い
て
伝
え
る
北
海
道

新
聞
の
記
事
を
題
材
に

뗒
北
海

道
の
観
光
の
持
続
的
な
発
展
に
向

け
て
必
要
な
こ
と
﹂
を
考
え
さ
せ

る
公
開
授
業
を
実
施
し
た


　世
界
自
然
遺
産
に
指
定
さ
れ
て

い
る
知
床
国
立
公
園
で
は
観
光
客

が
ヒ
グ
マ
を
餌
付
け
し
た
り

人

に
慣
れ
た
ク
マ
が
人
里
に
下
り
て

駆
除
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
問
題

化
し
て
い
る


　山
田
教
諭
は
罰
金
導
入
の
賛
否

に
つ
い
て
意
見
を
求
め

そ
の
意

見
が

뗒観
光
客
側
뗓
と

뗒行
政
側
뗓

の
ど
ち
ら
に
属
す
る
か
も
含
め


表
明
さ
せ
た
뗇
さ
ら
に
뗆
双
方
の

뗒
共
通
の
思
い
뗓
を
問
う
と
뗆
生
徒

か
ら
は
뗒
北
海
道
の
自
然
を
大
切

に
し
た
い
뗓と
の
声
が
上
が

た
뗇

　そ
の
上
で
﹁
自
然
保
護
と
観
光

の
両
立
は
で
き
る
の
か
﹂
と
問
い

掛
け
た


　知
床
で
は
世
界
遺
産
登
録
後


自
然
を
大
切
に
す
れ
ば
観
光
客
が

来
て
経
済
的
に
う
る
お
う
と
い
う

考
え
が
広
ま

た
と
紹
介
す
る
新

聞
記
事
を
示
し

뗒
人
数
制
限
な

ど
の
ル

ル
を
設
け

自
然
保
護

と
観
光
を
両
立
さ
せ
る
﹃
エ
コ
ツ


リ
ズ
ム
﹄
を
探
る
取
り
組
み
が

広
が

て
い
る
﹂
と
導
い
た


　生
徒
か
ら
は
﹁
北
海
道
の
自
然

が
好
き
だ
と
い
う
思
い
は
地
元
の

人
に
も
観
光
客
に
も
あ
る
﹂
뗒
ま

ず
は
自
然
を
大
切
に
し
な
い
と
観

光
の
発
展
は
難
し
い
﹂
な
ど
の
感

想
が
あ

た


成育勢姿うか向に標目

新
聞
記
事
を
活
用
し
た
道
徳
科
の
授
業
を
開
い

た
札
幌
市
立
栄
南
小
学
校
の
上
野
裕
子
教
諭

︵
中
央
︶
뗊オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
か
ら
︶

　札
幌
市
立
栄
南
小
学
校
の
上

野
裕
子
教
諭
は

新
聞
記
事
を

活
用
し
た
道
徳
科
４
年
生
の
授

業
を
公
開
し
た


　授
業
は
﹁
目
標
に
向
か

て

︵
希
望
と
勇
気

努
力
と
強
い

意
志
뗋
﹂
を
主
題
に

パ
ラ
リ

ン
ピ
ア
ン
の

　　
谷
真
海
さ
ん
を

み

ま

た

に

紹
介
し
た
教

　
材
を
取
り
上
げ

た
　病

気
で
足
を
切
断
し
た
谷
さ

ん
が

医
師
や
義
肢
装
具
士
ら

と
の
関
わ
り
の
中
で
目
標
を
見

つ
け

走
り
幅
跳
び
選
手
と
し

て
パ
ラ
リ
ン
ピ

ク
大
会
出
場

の
夢
を
実
現
す
る
姿
を
描
く


目
標
に
向
か

て
粘
り
強
く
や

り
抜
く
意
思
を
育
む
こ
と
を
授

業
の
ね
ら
い
と
し
て
い
る


　上
野
教
諭
は
﹁
真
海
さ
ん
は

ど
ん
な
こ
と
を
が
ん
ば

た

か
﹂
な
ど

子
ど
も
た
ち
に
質

問
を
重
ね
て
意
見
を
引
き
出
し

た

さ
ら
に

谷
さ
ん
の
イ
ン

タ
ビ


が
掲
載
さ
れ
た
新
聞

記
事
を
活
用

児
童
は
１
人
１

台
ず
つ
与
え
ら
れ
た
パ
ソ
コ
ン

で
記
事
を
読
ん
だ

母
親
に
励

ま
さ
れ
た
エ
ピ
ソ

ド
が
紹
介

さ
れ

児
童
は
登
場
人
物
の
背

景
や
気
持
ち
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た


　授
業
後

市
立
琴
似
小
学
校

荒
井
亮
子
校
長
に
よ
る
指
導
と

助
言
で
は
﹁
本
時
の
道
徳
的
価

値
に
つ
い
て

考
え
を
深
め
広

げ
る
た
め
に
新
聞
記
事
を
活
用

し
た
と
こ
ろ
が

新
し
い
積
極

的
な
取
り
組
み
뗓
と
評
価
뗇
뗒子

ど
も
た
ち
が
身
近
な
か
た
ち

で

視
点
を
変
え
る
記
事
が
活

用
さ
れ
て
い
た

子
ど
も
の
心

に
与
え
る
本
物
の
言
葉
の
力
強

さ
が
記
事
の
活
用
に
よ

て
得

ら
れ

新
聞
の
有
効
性
を
感
じ

た
﹂
と
話
し
た


ぶ
学
題
問
差
格
の
ヌ
イ
ア

かつてアイヌの人々に与えられた、やせた

土地の写真を示しながら、生徒に説明する

北海道北見北斗高校の山崎辰也教諭땆左端땇

＝４月、北海道北見市（同高提供）

　先
住
民
族
の
ア
イ
ヌ
が
置
か
れ
て
き
た

厳
し
い
格
差
の
問
題
に

ど
う
向
き
合
う

か

日
本
社
会
全
体
の
課
題
と
も
い
え
る

テ

マ
に

北
海
道
北
見
北
斗
高
校
の
山

崎
辰
也
教
諭
뗊
뗋は

社
会
科
の
授
業
で

取
り
組
ん
だ


　題
材
は
毎
日
新
聞
の
２
０
０
９
年
６
月

の
記
事

札
幌
大
が
ア
イ
ヌ
を
対
象
に


奨
学
金
や
特
別
入
学
枠
の
制
度
を
新
設
す

る
な
ど
と
報
じ
た
内
容
だ

そ
れ
は
﹁
公

平
뗓な
制
度
と
言
え
る
の
か
뗇ま
ず
背
景
を

探
ろ
う
と
뗆山
崎
教
諭
は
生
徒
と
뗆他
紙
の

記
事
も
用
い
て
関
連
の
デ

タ
や
法
律
な

ど
を
読
み
解
き
뗆実
態
を
調
べ
た
뗇そ
の
結

果
뗆
ア
イ
ヌ
の
平
均
年
収
が
全
国
や
全
道

の
平
均
よ
り
低
く

背
後
に
は
﹁
北
海
道

旧
土
人
保
護
法
﹂
に
象
徴
さ
れ
る
差
別
的

な
政
策
の
歴
史
が
あ

た
と
分
か

た


　同
法
に
基
づ
き
ア
イ
ヌ
に
与
え
ら
れ
た

の
は

条
件
の
悪
い
や
せ
た
土
地

子
ど

も
が
学
校
に
通
う
修
業
年
限
は
短
く
さ

れ

内
容
も
乏
し
か

た
｜

格
差
を
生

み
出
し
た
歴
史
も
見
え
て
き
て

生
徒
か

ら
は
﹁
ア
イ
ヌ
を
︵
問
題
意
識
に
︶
目
覚

め
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
か

た
か
ら

だ
﹂
な
ど
の
意
見
も
出
た

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︻
パ
ネ
リ
ス
ト
︼

為
国
結
菜
さ
ん
︵
札
幌
藻
岩
高
校
２
年
︶

浜
田
亮
太
さ
ん
︵
同
︶

古
畑
理
絵
さ
ん
︵
同
校
教
諭
︶

田
中
賢
介
さ
ん
︵
元
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ


イ
タ

ズ
選
手

学
校
法
人
田
中
学

園
理
事
長
︶

内
山
佳
奈
さ
ん
︵
美
唄
市
の
ア
ス
パ
ラ
生

産
農
家
︶

鈴
木
翼
떶桃
子
さ
ん
夫
妻
뗊別
海
町
で
秋
サ

ケ
定
置
網
漁
な
ど
を
営
む
漁
師
뗆
ス
ク


ル
サ
ポ

ト
ス
タ

フ
뗋

︻
司
会
︼
松
本
裕
子
さ
ん
︵
フ
リ

ア
ナ

ウ
ン
サ

︶

︵
文
中
敬
称
略
︶
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能可聴視でま末月
　

演講や業授

　
第回ＮＩＥ全国大会の公開授

業や実践発表などの動画は、開会

式や基調講演、パネルディスカッ

ションの動画とともに、月末ま

でオンデマンドで配信する。視聴

申し込みは８月末までで、新聞協

会ＮＩＥウェブサイト땆놰놼놼놸놻놌//

놶놱놭.놲놸/놫놷놶놮놭놺놭놶놫놭땇で受け付ける뙙

料金は資料含め千円。

　
問い合わせは日本新聞協会新聞

教育文化部ＮＩＥ担当、電話

땆땇。

　

ン

シ

カ
ス

デ
ル
ネ
パ
　

　教
育
に
新
聞
を
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
を
考
え
る

﹁
第

回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
﹂
뗊
日
本
新
聞
協
会
主
催

北

海
道
新
聞
社
な
ど
主
管
︶
が

日

札
幌
市
で
開
か
れ
た


ス
ロ

ガ
ン
は
﹁
新
し
い
学
び
を
創
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ

家
庭

教

室

地
域
を
む
す
ぶ

뗓

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
昨
年
に
続
く
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り

開
会
式
や
基
調

講
演

パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ

ン

分
科
会
の
様
子
が
ラ

イ
ブ
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
配
信
さ
れ
た


社 会 １版 
　
年
　
땆令和３年땇

　
月

　
日

　
火曜日       第３種郵便物認可

（左から）パネリストの内山佳奈さん、田中賢介さん、古畑理絵さん、為国結菜さん、浜田亮太さん、鈴木桃子さん、鈴木翼さん＝日、札幌市（いずれも北海道新聞社提供）
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　かけはし・くみこ　１９６１年熊本市
生まれ。ノンフィクション作家。編
集者を経て２００５年のデビュー作「散
るぞ悲しき」で、大宅壮一ノンフィ
クション賞。「狂うひと」で芸術選
奨文部科学大臣賞などを受賞。他に
戦争体験者を取材した「昭和二十年
夏、僕は兵士だった」など。

「新しい学びを創るＮＩＥ」をスローガンに開かれた　

ＮＩＥ全国大会＝�日、札幌文化芸術劇場ｈｉｔａｒｕ

田中賢介さん古畑理絵さん為国結菜さん浜田亮太さん内山佳奈さん鈴木翼さん鈴木桃子さん

自分のポスター作りに生かすため、記事の主張に合

う資料は何か考えた札幌市立桑園小学校の公開授業

野生動物への餌やりの記事から、持続可能な観光につ

いて考えた札幌市立真駒内中学校の社会科の公開授業

多様なテーマの発表があった札幌南高校の公開授業

　
世
界
の
今
を
輪
切
り
に
し
て

届
け
る
の
が
新
聞
。
そ
れ
が
積

み
重
な
っ
た
時
間
の
層
が
歴
史

だ
。
子
ど
も
た
ち
に
は
ぜ
ひ
、

自
分
が
知
り
た
い
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
過
去
の
記
事
を
た
ど
っ
て

ほ
し
い
。
時
間
の
層
に
潜
る
経

験
と
な
り
、
長
い
ス
パ
ン
で
物

事
を
捉
え
る
歴
史
観
が
養
わ
れ

る
。

　
私
も
新
聞
を
通
し
て
多
く
の

物
事
を
知
り
、出
合
っ
て
き
た
。

例
え
ば
太
平
洋
戦
争
末
期
の
激

戦
地
・
硫
黄
島
で
戦
死
し
た
栗

林
忠
道
中
将
に
つ
い
て
調
べ
た

時
。
栗
林
さ
ん
の
打
っ
た
最
後

の
電
報
が
改
ざ
ん
さ
れ
た
事
実

に
行
き
着
い
た
。
歴
史
の
片
り

ん
に
触
れ
た
気
が
し
て
、
も
っ

と
知
る
べ
き
だ
、
伝
え
る
べ
き

だ
と
強
く
思
っ
た
。

　
新
聞
に
は
過
去
の
客
観
的
な

事
実
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
代

を
生
き
た
人
々
の
姿
や
声
も
刻

印
さ
れ
て
い
る
。
時
に
、
書
か

れ
て
い
な
い
こ
と
も
感
じ
取
れ

る
。
広
島
で
被
爆
し
た
作
家
、

原
民
喜
に
つ
い
て
、
私
が
地
元

紙
な
ど
に
当
た
っ
た
時
の
実
感

だ
。

　
新
聞
社
に
は
、
戦
争
や
、
地

元
な
ら
で
は
の
テ
ー
マ
に
絞
っ

た
記
事
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
作
っ

て
ほ
し
い
。
長
年
発
行
し
続
け

て
き
た
日
刊
紙
だ
か
ら
こ
そ
、

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
ツ
ー
ル
と

し
て
果
た
せ
る
役
割
が
あ
る
。

　
札
幌
市
立
桑
園
小
学
校
の
夏
井
彩
教

諭
は
５
年
生
国
語
の
「
資
料
を
用
い
た

文
章
の
効
果
を
考
え
、
そ
れ
を
生
か
し

て
書
こ
う
」
と
の
単
元
の
授
業
で
新
聞

記
事
を
使
っ
た
。
環
境
保
護
を
呼
び
掛

け
る
「
桑
園
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ポ
ス
タ
ー
」
を

各
自
作
る
こ
と
が
目
標
。
説
明
文
に
添

え
る
写
真
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
集
め
て
き

た
が
、
こ
の
中
か
ら
自
分
の
主
張
に
合

っ
た
資
料
選
び
が
で
き
る
よ
う
、
新
聞

記
事
の
実
例
か
ら
学
ん
だ
。

　
札
幌
駅
前
地
下
歩
行
空
間
（チ
カ
ホ
）

に
関
す
る
新
聞
記
事
を
、
記
事
部
分
の

み
提
示
し
て
使
用
。
前
回
授
業
で
読
み

取
っ
た
記
者
の
主
張
「
地
下
と
地
上
が

協
力
し
て
駅
前
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
て

ほ
し
い
」
に
合
う
資
料
を
①
チ
カ
ホ
の

地
図
②
地
下
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
写
真

③
人
が
少
な
い
地
上
の
写
真
④
札
幌
駅

前
通
の
地
上
・
地
下
の
人
出
の
増
減
が

分
か
る
棒
グ
ラ
フ
―
の
中
か
ら
各
児
童

が
選
ん
だ
。
「
②
③
両
方
載
せ
れ
ば
地

下
に
人
が
増
え
、
地
上
は
減
っ
た
の
が

分
か
る
」
「
グ
ラ
フ
な
ら
数
字
ま
で
具

体
的
に
分
か
る
」
な
ど
、
選
ん
だ
理
由

を
述
べ
合
っ
た
。
実
際
は
「
チ
カ
ホ
が

に
ぎ
わ
う
の
は
い
い
こ
と
。
同
じ
よ
う

に
地
上
も
に
ぎ
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

記
者
の
思
い
で
②
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と

が
紹
介
さ
れ
た
。

　
授
業
の
最
後
に
、
児
童
た
ち
が
自
分

の
訴
え
た
い
こ
と
に
合
っ
た
資
料
を
そ

れ
ぞ
れ
選
ん
で
発
表
し
た
。

　
授
業
を
見
た
札
幌
市
教
育
委
員
会
の

井
上
絵
里
指
導
主
事
は
「
根
拠
を
持
っ

て
資
料
を
選
ぶ
姿
が
見
ら
れ
た
」
と
述

べ
た
。

　
北
海
道
札
幌
南
高
校
は
「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
の
中
で
新
聞
を
活
用
し

て
い
る
。
１
～
３
年
で
計
１
０
５
時
間

あ
り
、
１
年
生
は
「
探
究
基
礎
力
を
付

け
る
」
を
目
標
に
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
新
聞
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
公
開
授

業
で
は
、
３
年
生
の
課
題
探
究
学
習
の

発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
１
年
の
新
聞
学
習
で
は
、
同
校
が
購

読
し
て
い
る
全
国
紙
、
地
元
紙
合
わ
せ

て
５
紙
の
、
同
一
内
容
の
コ
ラ
ム
を
使

っ
て
、
生
徒
が
４
人
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

て
感
想
を
述
べ
合
い
、
自
分
で
も
執
筆

に
挑
戦
す
る
。

　
２
年
後
半
か
ら
課
題
探
究
学
習
に
入

る
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
、
調
べ
方
も
自

由
。
指
導
す
る
志
田
淳
哉
教
諭
は
「
図

書
館
に
古
紙
を
平
積
み
し
、
生
徒
た
ち

は
自
由
に
手
に
取
っ
て
探
究
活
動
に
使

っ
て
い
る
。
新
聞
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
調

べ
学
習
す
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
考

え
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

　
公
開
授
業
で
は
５
グ
ル
ー
プ
が
発
表

し
た
。
テ
ー
マ
は
「
マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
大
会
で
優
勝
す
る
」
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
を
実
現
す
る
に
は
」
「
安
全
性

の
高
い
パ
ス
ワ
ー
ド
を
ど
う
や
っ
て
作

る
か
」
「
火
星
移
住
の
条
件
」
「
Ａ
Ｉ

が
経
済
に
与
え
る
影
響
」と
多
種
多
様
。

発
表
に
対
し
て
他
グ
ル
ー
プ
も
積
極
的

に
質
問
し
議
論
し
た
。

　
発
表
を
見
学
し
た
北
海
道
教
育
庁
高

校
教
育
課
の
河
村
真
一
郎
主
任
指
導
主

事
は
「
生
徒
た
ち
は
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
発
表
、
質
問
し
て
い
て
、
新
聞
学
習

の
効
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
た
」
と
指

摘
し
た
。

　第�回ＮＩＥ全国大会の公開授

業（８件）や実践発表（�件）、子ど

も新聞展示会などの動画は、開会

式や基調講演、パネルディスカッ

ションの動画とともに、９月上旬

までに順次オンデマンド配信を開

始し、�月末まで視聴できる。

　視聴申し込みは８月末までで、

新聞協会ＮＩＥウェブサイト（ｈ

ｔｔｐｓ：／／ｎｉｅ．ｊｐ／ｃｏｎｆｅｒｅ

ｎｃｅ）で受け付ける。

　問い合わせは日本新聞協会新聞

教育文化部ＮＩＥ担当☎０３（３５９１）

４４１０。

　
札
幌
市
立
真
駒
内
中
は
、
北
海
道
の

観
光
業
の
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
い
て

考
え
る
２
年
生
の
公
開
授
業
を
行
っ

た
。
「
北
海
道
の
自
然
環
境
は
人
々
の

生
活
や
産
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
て
い
る
か
」
を
学
ぶ
社
会
科
（
地
理

的
分
野
）
の
授
業
の
一
環
。
山
田
耕
平

教
諭
が
、
国
立
公
園
な
ど
で
野
生
動
物

に
餌
を
や
っ
た
人
に
罰
金
を
科
す
自
然

公
園
法
改
正
に
関
す
る
今
年
３
月
の
記

事
を
使
っ
た
。

　
生
徒
た
ち
は
罰
金
に
賛
成
か
反
対

か
、
観
光
客
と
行
政
の
双
方
の
視
点
で

考
え
た
。
「
餌
付
け
さ
れ
た
ク
マ
が
ど

う
な
る
か
考
え
て
い
な
い
観
光
客
が
悪

い
」
「
罰
金
は
や
り
す
ぎ
。
も
っ
と
話

し
合
っ
て
対
策
を
考
え
る
べ
き
だ
」
な

ど
意
見
が
出
た
。

　
山
田
教
諭
は
、
行
政
に
も
観
光
客
に

も
「北
海
道
の
自
然
を
守
り
た
い
」と
い

う
気
持
ち
は
共
通
し
て
い
る
点
に
注
意

を
促
し
た
上
で
、
知
床
で
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
伝
え
る
記
事
な

ど
を
提
示
。
「自
然
を
大
切
に
す
れ
ば
、

観
光
客
も
呼
び
込
め
る
」
と
い
う
記
事

中
の
言
葉
の
意
味
を
考
え
さ
せ
た
。
最

後
に
「北
海
道
の
観
光
業
の
持
続
可
能

な
発
展
に
向
け
て
必
要
な
こ
と
は
？
」

と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
問
い
に
、
各

生
徒
が
意
見
を
記
述
。
近
く
の
席
の
生

徒
と
交
換
し
て
コ
メ
ン
ト
し
合
っ
た
。

　
参
観
し
た
札
幌
市
教
育
委
員
会
の
阿

部
晋
也
指
導
主
事
は
「
社
会
科
の
学
び

を
、
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
や
社
会

参
画
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
聞
記
事
の

活
用
に
は
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
」
と

評
価
し
て
い
た
。

　
教
育
に
新
聞
を
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
を
考
え
る
「
第
�
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全

国
大
会
」
（
日
本
新
聞
協
会
主
催
、
北
海
道
新
聞
社
な
ど
主
管
）が
８
月
�
日
、

札
幌
市
で
開
か
れ
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「新
し
い
学
び
を
創
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
～
家
庭
、

教
室
、
地
域
を
む
す
ぶ
～
」
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
昨
年
に
続
く

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
、
開
会
式
や
基
調
講
演
な
ど
の
全
体
会
が
ラ
イ
ブ
配

信
さ
れ
た
。
引
き
続
き
道
内
小
中
高
校
な
ど
の
公
開
授
業
、
実
践
発
表
の
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信
を
開
始
し
た
。
全
体
会
の
様
子
や
公
開
授
業
を
紹
介
す
る
。

（写
真
は
全
て
北
海
道
新
聞
社
提
供
）

　
基
調
提
案
で
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協

議
会
の
菊
池
安
吉
会
長
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
、
従
来
の
経
験
で
は

解
決
で
き
な
い
事
案
に
対
応
す
る
「
生

き
る
力
」
を
育
む
必
要
性
を
指
摘
。
自

分
で
得
た
情
報
を
主
体
的
に
判
断
す
る

学
習
や
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
が
る

課
題
解
決
型
の
授
業
な
ど
で
、
新
聞
を

活
用
す
る
新
し
い
学
び
に
取
り
組
む
意

義
を
提
起
し
た
。

　
基
調
講
演
で
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
の
梯
久
美
子
さ
ん
は
「
新
聞
は
広
げ

る
と
世
界
の
今
が
載
っ
て
い
て
、
積
み

重
ね
る
と
時
間
の
層
、歴
史
が
で
き
る
。

私
に
と
っ
て
は
、
戦
争
と
い
う
興
味
あ

る
テ
ー
マ
の
道
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き

る
」
と
話
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
末
期
を
取
材
し
た
デ
ビ

ュ
ー
作
「
散
る
ぞ
悲
し
き
　
硫
黄
島
総

指
揮
官
・
栗
林
忠
道
」
の
執
筆
の
動
機

も
紹
介
。
栗
林
が
「
玉
砕
」
前
に
打
っ

た
電
文
を
大
本
営
が
改
ざ
ん
し
、
そ
れ

が
当
時
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を

知
り
「
こ
れ
は
私
が
訂
正
し
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
っ
た
」
と
明
か
し
た
。

　
被
爆
体
験
を
描
い
た
作
家
・
原
民
喜

の
評
伝
を
手
掛
け
て
お
り
、
中
国
新
聞

社
（広
島
市
）が
原
爆
・
平
和
関
連
記
事

を
無
料
公
開
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「ヒ
ロ
シ
マ
平
和
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

を
参
照
し
た
と
い
う
。
「
子
ど
も
た
ち

が
地
域
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ
る
ツ
ー

ル
と
し
て
新
聞
は
非
常
に
大
き
い
。
無

料
ア
ー
カ
イ
ブ
を
ぜ
ひ
作
っ
て
ほ
し

い
」
と
全
国
の
新
聞
社
に
提
言
し
た
。

　
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
元
プ
ロ
野
球
日
本
ハ
ム
選
手
で
小

学
校
を
来
年
開
く
学
校
法
人
理
事
長
の

田
中
賢
介
さ
ん
、
新
聞
を
活
用
し
て
い

る
札
幌
藻
岩
高
校
の
古
畑
理
絵
教
諭
、

同
校
２
年
の
為
国
結
菜
さ
ん
、
浜
田
亮

太
さ
ん
、
ア
ス
パ
ラ
生
産
農
家
の
内
山

佳
奈
さ
ん
、
漁
業
を
営
む
鈴
木
翼
さ
ん

と
地
域
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
を
務
め
る
桃
子
さ
ん
夫
妻
が
参
加
。

家
庭
、
地
域
、学
校
の
立
場
で
話
し
た
。

　
親
の
視
点
か
ら
は
「
新
聞
が
子
ど
も

に
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」
「
子
ど
も
新
聞
は
イ
ラ
ス
ト
や
写

真
が
多
く
、
分
か
り
や
す
い
」
と
肯
定

的
な
意
見
も
。
高
校
生
か
ら
は
、
新
聞

の
情
報
の
重
要
さ
を
認
め
つ
つ
も
「
サ

イ
ズ
が
大
き
く
て
読
み
に
く
い
」
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
方
が
手
軽
」
と
い
っ

た
率
直
な
声
が
聞
か
れ
た
。
田
中
さ
ん

は
新
し
い
小
学
校
で
新
聞
活
用
を
進
め

た
い
考
え
を
示
し
た
。

　
来
年
の
全
国
大
会
は
宮
崎
県
で
開
か

れ
る
。

（２４）特 集２０２１年（令和３年）８ 月２５日 水曜日第３種郵便物認可
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